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九州の北端部に位置し海に開かれた福岡市は、アジア各地の文物や人々を受け入れる門戸としてわが国の歴史、

文化形成上きわめて重要な役割を果たしてきましたOわが国における稲作発祥の地として教科書にも掲載され

ている板付遺跡や奈良、平安時代に華やかな国際外交の舞台となった鴻腹館跡などは、この地の盛んな対外交

渉を物語っています。

現代の国際交流の場である福岡空港は、乗降者数、輸送貨物が激増し、空港施設の整備、拡張が急務となり

ました。このため運輸省（現国土交通省）は、国際線ターミナル建設を中心に「福岡空港西側整備」を計画し

ました。このため埋蔵文化財課では試掘を実施したところ弥生時代以降の各遺構面が重層的に保存されている

ことが分かり、運輸省第四港湾建設局や防衛施設局等と協議を重ね、建設工事に先立って発掘調査を年次的に

実施することになりました。

発掘調査は平成3年より開始し、平成10年度の第13次調査で終了しました。弥生時代初め頃の豊富な木製農

具の出土、弥生時代後期の環溝集落など考古学の新資料が相次ぎ、特に環溝集落が中国史書『貌志倭人伝』に

記録されている時期に当たり、環溝から出土した木製短甲や楯などの武器類は当時の緊張した社会状況を物語

る資料として注目されました。

このたび未刊となっていた第10、12、13次の調査報告書を発行することになり、本書は第10次調査の報告書

です。発掘によって弥生時代初め頃から古代、中世に至る遺構と遺物が発見され、大きな成果を上げることが

できました。特に家畜小屋と推定される遺構は、当時の食生活や弥生ムラの様子を具体的に想像する資料とし

て注目されます。

調査から整理、報告に至るまで、国土交通省九州地方整備局（旧運輸省第四港湾建設局）や福岡空港関係者

の皆様にはさまざまな面でご協力をいただきました。また発掘作業員をはじめとして多くの方々にもご協力を

いただきました。心から感謝申し上げます。また、本書が、埋蔵文化財への理解と認識を深める一助となり、

さらに学術研究の資料としても活用いただければ幸いですO

平成15年3月31日

Fig．1福岡平野と福岡空港

福岡市教育委員会

教育長　生田　征生
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例言・凡例
1・本書は、国土交通省九州地方整備局（旧　運輸省第四港湾建設局）による福岡空港内西側整備の

建設工事に先だって実施した博多区雀居遺跡第10次調査の報告書である。

2．雀居遺跡の発掘調査は、平成3年の試掘調査を第1次として、平成10年第13次調査で終了した。

このうち第2～9、11次調査分については、すでに出土資料、記録類の整理を終え、調査報告書を

発行している。なお、平成13年度末に、雀居遺跡の紹介や第10、12、13次調査分の整理作業の途中

報告として『雀居遺跡6－雀居ムラのガイド・デークーブック－』を発行している。

3．未報告であった第10、12、13次調査の出土遺物や図面、写真類などの記録資料については、平成

11年より整理作業を開始し、平成14年度に終了したので、各次調査を3分冊にし、さらに、人類学、

昆虫学、動物学、植物学、放射性炭素、ガラスなど関連科学分野の先生方に分析、研究をお願いし、

その結果を別冊として加え計4分冊とした。

4．各次とも検出遺構は、次のようなローマ字をつけ、遺物を取り上げている。本報告書では、遺構

の内容が分かるように、遺構名称とローマ字2文字（遺構名英文の略ではない）とを併記して第1

号井戸SEOl、第12号土壌SK12のように表し、各遺構番号は、各次で完結させている。なお各遺構は、

次のような縮尺で統一している。

竪穴住居跡SC（1／60）　掘立柱建物跡SB（1／60）土壙SK（1／40）　ピットSP（1／40）　井

戸SE（1／40）甕棺墓SN（1／20）木棺墓SA（1／20）土壙墓SH（1／20）満SD（1／40）窪

地（凹地）SW（1／100）土器溜SJ（1／80）　土器群SG（1／40）方形周溝SR（1／60）円形

溝SS（1／40）水田跡SF（1／400）　抗列SX（1／40）　自然流路SL（1／100）

5・本書に掲載している地図、遺構図は、すべて磁北（真北より西に6度20分偏っている）である。

またグリッドの縦線（アルファベット）は磁北より59度西に偏っている。

6・遺物のうち石製品、木製品等については、遺物実測図の断面に桐かけをしている。また実測図の

基本縮尺は、土器、土製品、木製品1／4、石製品、土製品（紡錘車）、金属製品1／2である。また、木製品

については測定数値（単位mm）を図に記入している。なお、出土遺構や遺構面ごとに通し番号とし

ているが、遺構と同様に各次に渡っての通し番号にはなっていない。

7．遺構・遺物撮影、原稿執筆、割付・編集は、主に力武が当たり、古墳時代土師器については、西堂将

夫調査員が担当した。発掘現場での遺構実測から資料整理の遺物実測、分類、登録、さらに報告書作成

のトレースなどの各作業については、主に瀬戸啓治、北村幸子、羽方誠、境聡子、野田和美、西堂将夫調査

員と分担して行った。また石製品の実測、作図、及び土器害附図のトレース業務のうち一部を夕糟β委託した。

8．木製品、漆製品、金属器、およびガラス製品など特殊遺物については、保存処理やクリーニング、

分析などを福岡市埋蔵文化財センターの比佐陽一郎氏と片多雅樹調査員にお願いし、その結果報告

も掲載することが出来た。

9．英文要約の作成は林田憲三氏にお願いした。

10．出来るだけ多くの遺構、遺物実測図を掲載するように努めた。また各遺物の分類や数値的な検討、

比較等に活用していただくために遺物の観察表をCD－Rに収録した。また調査期間中毎週月曜日に

発行していた「雀居遺跡週刊ニュース」も収録している。

11．今回の発掘調査で得た出土遺物、実測図や写真などの記録類は、福岡市埋蔵文化財センター（福

岡市博多区井相田2－1－9　TELO92－571．2921）に収蔵、保管する。誰もが検索し、実見することが出来

るので、考古学などの学術研究だけでなく、学校教育や生涯学習など多方面での活用を期待している。
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調査にいたるまで1

第1章　はじめに

第1節　調査にいたるまで

福岡空港の歴史は、席田（むしろだ）飛行場の建設に始まる。終戦間近な昭和19年（1944）、旧陸

軍は本土防衛、特に北部九州の製鉄工業地帯や筑豊などの炭坑地帯、そして福岡の市街地などを守る

目的で、面積2，215，000㎡、600m滑走路1本の飛行場を急遽建設した。昭和初期の地図によると、こ

の地一帯は、長方形に区画された水田が延を並べたように整然と並んでおり、「むしろだ」という地

名の由来になったと言われている。稲穂の波の上に浮かぶかのようにいくつかの集落が点在す者あせ

かな田園地帯であった。戦後、飛行場用地は旧所有者に返還されたものの、占領軍の進駐生同時に接

収され、長く米軍の基地として使用され、強制移動させられた集落は元に戻ることはなかった。昭和
／

26年（1951）に米軍の了解のもとに国内線が開設され、民間飛行場として使用開始されるようになり、

昭和47年（1972）には全面返還され第二種空港として告示、さらに昭和55年（1980）には、国際線タ

ーミナルビルも竣工し、アジアのゲートウェイとして重要な役割を果たしている。

新しい世紀を迎えた平成

13年（2001）のデーターで

は、年間乗降者数1，958万人

（国際線230万人、国内線

1，728万人）で羽田、成田に

次ぐ国内3位、年間離発着

回数は143，074回で羽田に次

ぐ2位と急増している。こ

のため運輸省（現国土交通

省）はこれまで空港面積を

3，530，850㎡と当初からする

と約1．6倍に拡大し、施設整

備、機能アップを図ってき

たが、将来的に一層激増す

ることが予想され、国際線

エプロン、ターミナルなど

を西側に移動する「福岡空

港西側整備」計画を立てた。

ところで福岡市教育委員会

埋蔵文化財課では、市内で行

われる各種開発でやむなく地

下の埋蔵文化財が破壊、消滅

する場合、その開発工事に先

行して発掘調査を行い、記録

保存に努めているO発掘調 Fig．2　福岡空港と御笠川
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査費用の内容や契約相手の違いによって、民間受託調査、公共受託調査、令達調査、国庫補助対象調

査などと呼び分けている。民間企業による開発や個人専用住宅などは、能動的、計画的に受付を調整

できるものではなく、きわめて突発的である。工事期間や費用の制限があり、速やかな対応が求めら

れる。一方、各種公共機関における開発行為も、その緊急性や即応すべき対象であることには変わり

がない。ただ対象面積が広く、数年に渡って継続されることが多いので、開発計画の調整は可能である。

このため各種公共機関については、前年に今後の事業計画についての照会を行い、事前協議で遺跡保

存に努め、発掘調査の場合も十分な調査準備を経て発掘に着手し、正確な記録保存を行うようにして

いる。

運輸省第四港湾建設局に対しても、他の公共機関同様に平成2年8月16日付けで事業計画の照会を

行ったところ、先に述べたように急激な航空機の増便に伴い、運輸省第6次空港整備事業の一つとし

て福岡空港西側整備を進めようとしている旨の回答があり、また予定地における埋蔵文化財事前審査

の依頼を受けた。このため平成3年（1991）6月15日～8月3日、西側全域において39か所の試掘ト

レンチを設け遺跡の確認調査を行った。（第1次調査）

試掘では、弥生から中世に渡る遺物が数地点で出土した。特にエプロン増設工事予定地で平安時代

後期を中心とする遺構、遺物がまとまって出土し、この時期の集落遺構と水田跡が存在していること

が予想され、平成3年（1991）10月18日～12月28日の3か月、国際線エプロン増設工事範囲8，364㎡

のうち遺跡の分布する1，739㎡を対象として本調査を行った。（第2次調査）

引き続き翌年の平成4年8月3日～平成5年3月22日まで第2次調査区の西、北側で約3，590㎡を

発掘した。（第3次調査）

これより先の平成2年（1990）9月27日付で航空自衛隊春日基地司令より、福岡空港西側にある

Fig13　月隈丘陵上空から福岡平野を望む
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航空自衛隊施設の移転計画が回答された。航空自衛隊の施設が、福岡空港西側整備計画の国際線ター

ミナルと駐機場建設予定地に当たることから、南側約500mに移転し、新たに格納庫などを建設する

という内容であった。平成3年（1991）2月22日付けで埋蔵文化財確認の依頼があり、平成3年4月

16日～17日に1回目の試掘調査を実施し、春日基地司令に遺跡を確認したことを回答した。平成3年

10月30日には、福岡防衛施設局長から当該工事区域内での本調査の依頼があり、平成4年（1992）10

月1日に埋蔵文化財調査に関する協定書を締結し、平成4年10月19日～平成5年3月31日の8か月に

渡って発掘調査を実施した。（第4次調査）

第4次調査では、水稲耕作開始期である弥生時代早期の木製農耕具や漆製品が多量に出土し、また

弥生時代後期の環溝と大型掘立柱建物跡などを検出した。着柄のままの石斧や鍬、えぶり、そして組

合せの方法が分かる机など初めて目にする事実が次々に明らかになり、環溝はさらに滑走路部分まで

拡大している可能性が強まった。このために関係機関と再度協議を行い、平成5年6月15日から翌平

成6年2月28日まで滑走路側に拡張して発掘調査を行った。（第5次調査）

第5次調査でも「最古の織物具」や無文土器、木製短甲や組合せ式大型机などが出土し、第4次調

査と合わせて大きな成果が得られた。

一方、エプロン部では平成5年6月16日から平成6年2月28日の9か月間発掘調査を行い水田跡を

検出した。（第6次調査）

さらに運輸省第四港湾建設局より、年度の変わった4月12日に福岡空港西側整備に当たり福岡市博

多区大字雀居正フリの31haについての埋蔵文化財有無の確認調査（試掘．調査）の依頼が出された。

その内容は次の通りである。

1．エプロン部の新設工事を平成6年9月から平成7年2月まで予定しているので事前調査を平成

6年7月末までに完了させてほしい。

2．その他の部分については、平成7年2月までに事前調査を完了させてほしい。

これを受けて、申請地の試掘調査を平成6年7月13、14日の2日間に渡って実施し、遺跡であるこ

とを確認した旨の回答を7月19日に送付するとともに、文化財保護法第57条の3第1項の規定により

文化長官への通知と同条第3項の規定により埋蔵文化財課との協議を依頼した。

その後協議を重ね、エプロン部とその他の施設予定地に分かれて交互に発掘調査を進めることにした。

海上保安庁、福岡県警航空隊格納庫の西側一帯は、福岡空港の機能支援．厚生施設や燃料タンクなど

のPOL用地に計画されており、平成6年8月1日から12月26日まで発掘調査を実施したO現在はグ

ランドになっている。（第7次調査）

第7次調査では、微高地上に営まれた弥生時代早期から古墳時代前期の集落跡を確認した。弥生時

代前期から中期前半に至る墓地から10体の人骨が検出され、その抜歯の様子から渡来系的特徴を持つ

弥生人に縄文的な風習が依然として残っていることが分かった

一方のエプロン部は、平成6年11月7日から平成7年3月20日まで約4，850㎡の発掘調査を行い、

水田跡を検出した。（第8次調査）

翌年はグランド部に戻り、第7次調査の第2面とその北西側に拡張して発掘した。期間は平成7年

5月8日から平成8年3月25日までの11か月間である。（第9次調査）

第7次調査で把握されていた微高地上の集落跡が、遺物量や検出遺構などから、相当に大きな規模

であったことが推測された。

このように発掘を重ねるたびに、新しい知見が掘り出され、雀居遺跡の規模が予想を遥かに上回り、

しかも貴重な遺物の出土が相次いだことから、本調査と同時並行で綿密な試掘調査を行い、翌年の本
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Fig．4　空から見た福岡空港



月
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調査の協議に備える事にした。

エプロン部以外の試掘調査を平成7年5月31日、6月21日の2日間に渡って実施し、発掘中（9次

グランド部分）からの遺跡の広がりが確認されたことを平成7年6月30日に回答をした。この時の

試掘トレンチ設置部分は、第7、9次調査区の西側で、第10、12調査地に当たる。

平成8年度4月より、それまで担当していた松村道博主任文化財主事に代わり、文化財整備課から

異動した力武卓治が引き継ぐことになった。

早速、榎本義嗣事前審査係員と平成8年以降の発掘計画について打ち合わせを行い、まずPOL（燃

料タンク）用地約2，800㎡を対象にし5月から8か月間の予定で第10次調査に着手することにした。

Fig．6　那珂遺跡上空より雀居遺跡を望む
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第2節　発掘調査の組織と構成

調査委託　運輸省第四港湾建設局

調査主体　福岡市教育委員会　教育長　西憲一郎

調査総括　福岡市教育委員会　埋蔵文化財課

課長　荒巻輝勝　　調査第2係長　山口譲治

事前審査係　　松村道博　田中春夫　榎本義嗣　長家伸

調査庶務　小森彰　　調査担当　力武卓治

発掘作業　池田福美　石屋四一　梅埼元　榎田信一　浦伸英　甲斐康完　蒲池雅徳　亀井薫

川井田明　河野一一　高着一夫　酒井次憲　島津明男　堤篤史　豊丸秀仁　中川祥一

長野嘉一　西川譲　羽方誠　別府俊美　松永七郎　松永正義　安高精一　山田正治

吉田博明　脇坂勇　渡辺純夫　中尾良蔵　高橋章浩　黒木良太郎　萩尾政士　柳原一雅

服部真和　植松雅子　内山和子　大石アヤ子　遠藤貞子　奥田弘子　兼田ミヤ子

川井田ムツ子　小島キサ江　後藤タミ子　小松富美　嶋ヒサ子　世利陽子　高手与恵子

砥板春美　富田千栄子　中村由紀　野口リュウ子　平田百合子　福田美星　松尾文江

安高久子　脇坂サツキ　渡辺淑子

中国書林大学　陳国慶　　　九州大学　金宰賢　大森円　益原祐介　安永浩

早稲田大学　梅林秀行　　　東京工業大学　小林真由美

室内作業　清水啓子　江田のり子　山野祥子　藤野真紀　桑野正子

整理調査　坂本幸子　羽方誠　境聡子　野田和美　西堂将夫

整理作業　池田由美　宮崎まり子　渡辺敦子　城後渡　柴阿恵乃　生垣綾子　藤元香子　安部国恵

この他にも多くの方々よりご協力をいただきました。心から感謝申し上げます。

Fig．7　発掘作業員の皆さん



Fig．8　昭和はじめ頃の雀居遺跡周辺図（縮尺1／25，000）



Fig－9　雀居遺跡周辺の遺跡分布図（縮尺1／25，000）
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第3節　雀居遺跡の位置とこれまでの調査報告

発掘調査対象地は、昭和19年の席田飛行場建設以来、関係者以外の立ち入りが禁止されてきたために、

埋蔵文化財に関してはまったくの空白地帯であった。平成3年6月から実施した試掘や本調査によっ

て予想もしなかった遺構や遺物が姿を現してきた。米軍基地時代には各種施設の建設がなされ、その

後も自衛隊や海上保安庁格納庫などの建設が行われたものの、市街地のような開発を受けることがなく、

ある意味では席田飛行場以前の遺構面がそっくりそのままの姿でパックされていたのである。平成3

年の福岡空港西側部試掘では少なくとも3か所に遺構、遺物が集中することが分かり、字名から雀居（さ

さい）遺跡群と命名した。平成10年12月で福岡空港西側整備に先行する発掘調査は一応終了したが、

最初の試掘を除く2次から第9次、11次調査については調査報告書を発行し、その成果を公表すると

ともに、出土遺物や実測図、写真などの記録類は福岡市埋蔵文化財センターに収蔵し、さまざまな活

用に提供されている。しかしながら発行した雀居遺跡の調査報告書は5冊でいずれも大冊であり、出

土遺物も膨大な数量であることから、雀居遺跡の全貌を把握し、理解することは容易でない。また第

10次、12次、13次は未刊ということもあって、その欠を補うものとして雀居遺跡の成果を平易に解説

した『雀居遺跡6－雀居ムラのガイド・データープックー』を平成13年（2001）に発行した。

雀居遺跡の位置や歴史環境、これまでの発掘成果については、これらの報告書に詳しく紹介、記述

されており、新たに加えることも少ないので本書では重複を避けるが、板付遺跡、那珂遺跡群、比恵

遺跡群、席田遺跡群など弥生時代の有名な遺跡に取り囲まれていることから、雀居遺跡の全容解明は、

弥生時代の研究、特に初期水稲耕作の様子を具体的に理解することに直結するものとして大いに期待

される。特に御笠川東岸の低平地での遺跡のあり方、また板付遺跡との比較検討など興味や疑問が次々

に湧き出し尽きることがない。

雀居遺跡に関する報告書および文献など

1．『雀居遺跡1－第2次調査の報告－』福岡市埋蔵文化財調査報告書　第322集1993年

2．『雀居遺跡2　－福岡空港西側整備に伴う埋蔵文化財調査報告－』

福岡市埋蔵文化財調査報告書　第406集1995年

3．『雀居遺跡3　－福岡空港西側整備に伴う埋蔵文化財調査報告－』

福岡市埋蔵文化財調査報告書　第407集1995年

4・『雀居遺跡4　－福岡空港西側整備に伴う埋蔵文化財調査報告－』

福岡市埋蔵文化財調査報告書　第565集1998年

5・『雀居遺跡5　－福岡空港西側整備に伴う埋蔵文化財調査報告－』

福岡市埋蔵文化財調査報告書　第635集　2000年

6・『雀居遺跡6　－雀居ムラのガイド・データープック』

福岡市埋蔵文化財調査報告書　第677集　2001年

7・『雀居遺跡週刊ニュース』第1～101号　雀居遺跡発掘調査事務所1996年6月～1998年12月

8．「弥生時代にブタ小屋はあったのか」『歴史九州』1998年8月

9．『発掘福岡空港－雀居遺跡－』　福岡市博物館　部門別展示室解説1401999年2月
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第2章　発掘調査の記録

第1節　調査の概要

第10次調査対象地は第7、9次調査区と道路を挟んだ西側の約2，800㎡である。福岡空港西側整備

計画ではPOL（燃料タンク）用地として予定されており、米軍基地時代は兵舎が建ち並んでいた。

現況は標高6・2m前後の平地であるO事前審査係による試掘は、前述したように平成7年5月31日と

6月21日の2日間実施されたO対象地に設定した17本のトレンチで土層観察と遺構検出を行い、その

結果を平成7年6月30目付けで運輸省第四港湾建設局博多工事事務所長宛に回答（福市教理第251号）

している。この回答書によると、土層は上部より客土、旧表土下に粗砂（洪水砂）が認められ、黒（灰）

褐色土包含層、青灰色粘土層と続いている。粗砂層下の黒（灰）褐色土層上では水田遺構存在の可能

性が強いこと。またピットなどの遺構は、黒褐色粘質土層上面より切り込まれたものと考えられるが、

その下の青灰色粘質土層まで掘り下げると明瞭に確認することができることO黒褐色粘質土層は弥生

時代中期、もしくは弥生時代終末から古墳時代前期の包含層で、部分的に多量の遺物が包含されてい

ると報告されている。この試掘所見を基に第四港湾建設局と協議を重ね、発掘対象面積、調査期間、

予算などを決めた。

この試掘報告だけでなく、東側に隣接するグランド予定地では2か月前まで第9次調査が実施され

大きな成果が上がっていたことから第10次調査の発掘目的と計画を立てた。まず第9次調査で行われ

たように一気に黒褐色粘質土に掘り下げないでエプロン部で発掘された古代の水田跡の広がりを把握

することにした。また席田飛行場建設で移動した近世以降の集落、さらに飛行場関係施設の遺構確認

も発掘目的の一つに加えたO

発掘調査の成果は、調査担当者の問題意識や発掘方法などによって左右されることが多いが、実際

に発掘作業を行う調査員や発掘作業員にかかっていると言っても大袈裟ではない。発掘作業に対する

意欲的でひたむきな日常の作業によって小さな発見が大きな成果に繋がる。発掘目的を達成するには

発掘関係者全員が一体感を持って同じ方向を目指すことが望まれる。このためその日その日の出来事

や疑問を確認し、解決、解説しようと調査期間中の毎週月曜に「雀居遺跡週刊ニュース」を発行し続

けた。今回、編集仕直して発行しようと準備したが、印刷費の関係で果たせず、CDの化したO発掘作

業の進捗状況、遺構や遺物を掘りだした時の発掘作業員の感激ぶりや苦労、安全対策や安全教育の実

践活動、そして作業員との雑談や季節の変化など記録している0本報告書の副読本的に利用してほしい。

第2節　グリッド設定と基本層序

グリッド設定　第9次調査の発掘所見によると、発掘区の東西に古墳時代前期の土器を大量に廃棄し

ていることから集落は62mX48mの微高地上に営まれており、今回の調査区には拡大しないと予想さ

れた。しかしながら試掘では第9次調査と同じように突帯文土器から古墳時代土師器まで出土しており、

別集落が存在している可能性が強く、両者を比較、検討する必要があることから、第9次調査で設定

されたグリッドを延長して使用することにした。グリッドは5m方眼で南東隅から北へ数字、西へア

ルファベットがついている。第12次調査の最西端は、第9次調査区から130mの距離があり、26字の

アルファベットでは足りなくなり、カタカナを冠している。
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基本層序　図示した柱状土層図は、N24グリッドの発掘区東壁で実測したもので、第10次調査区の基

本層序と考えている。現地表面から2・8mの深さまで掘り込み、土層の観察を行った。同時に東京工

業大学理学部の小林真由美研究員が分光測色計で測定し、水田跡の新しい検出法を提案している。そ

の分析結果については『雀居遺跡4』に収録している通りである。

1～3層は席田飛行場以降の整地層で、3層にはバラスや石炭ガラが敷き詰められている。4層は

水田耕作土で5層はその床土。鉄分などでわずかに赤みを帯びた黄色を呈している。4層は昭和19年

まで耕作されていた水田ということになる。8層の薄い土層は5層よりも赤みがないが水田の床土と

判断した。6、7層が水田耕作土ということになるが、時期を示す遺物の出土はない。16層の水田が

古代であり、昭和の水田に挟まれていることから、中一近世の水田としておく。13～16は粗砂層で下

部ほど粒子が細かくなっている。この粗砂層は第10次調査区だけでなく雀居遺跡の全面にわたって堆

積しており、洪水の激しさや被害の大きさを物語っている。この洪水に見舞われ耕作断念に追い込ま

れたのが、16層の水田である。現地表から深さ15mで今回の発掘ではこの面を第Ⅰ面とし、パワーシ

ャベルで粗砂層を取り除き、水田跡の検出作業を始めた。17層は暗褐色シル下層でこれを剥ぐと18層

黒色粘質土が現れる。この土層も雀居遺跡のほぼ全面に見られ、第7、9次調査区では1両として調

査され、古墳時代の遺構が確認されている。今回は第Ⅱ面と呼び、古墳時代前期～弥生時代後期の遺

構面とした。この黒色粘質土自体も削平を受けており、上面にすでに弥生時代後期以前の遺構も顔を

出し、やや混乱することになったが、古い時期の遺構ほど下部で見つかる傾向であった。土層では20

層を第Ⅲ面とし、弥生時代中期～弥生時代前期の遺構面とした。しかしながら黒色粘質土面で遺構埋

め土を判別することは容易でなく、遺物が出土することによってその周囲を清掃し、遺構輪郭を確認

するという場面もあった。22層の青灰色粘質土までに掘り下げると土層色調が極端に異なることから、

上部からの遺構を明瞭に識別することができる。弥生時代後期の方形周溝SROlはこの面まで達してい

るが、古墳時代の遺構はほとんど見られなくなり、円形溝という新たな遺構が初めて現れてくること

から第Ⅳ面の遺構面とした。調査終了後に22層より下部を掘り下げたが遺物の包含はなく、22層を雀

Fi9－10　基本層序 Fig111土層写真

居遺跡の基盤（地山）とした。

土層名
1．砂利、白色砂
2．白色砂

3．黒色砂賀土（石炭殻など）
4．褐色±（水田耕作土）
5・黄色砂賀土（床土）
6．褐色砂賀土
7・褐色砂賀土
8．褐色砂賀土
9．暗褐色シルト

10・黒灰色シルト
11．黒灰色シルト
12・黒色粘賀士
13．砂層
14．灰色砂質土
15．吉灰色砂質土

16．黒色粘賀士（第Ⅰ面）
17．暗褐色シルト
18．黒色粘賀土（第Ⅱ面）
19・白色砂賀土
20．黒色粘賀土（第Ⅲ面）
21・暗褐色粘質土

22・吉灰色粘質士（第Ⅳ面）
23・青灰色砂質士
24・緑灰色砂質土
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第3節　第Ⅰ面（古代～中世）の調査

1■　概　要

先に記したように表土下約150cmで検出した水田跡を第Ⅰ面の遺構面とした。第10、12、13次の発

掘区面積は、計約9，000㎡に及ぶが、保存状態の差はあるものの下図のように各次調査区において計

54枚に区画された水田跡を確認した。それぞれの区画形状、面積、水口の数、水田面の標高などは表

の通りであるが、1枚として同じものはない。ただ東西南北の畦畔方向には一定の強い区画意思を読

みとることができるが、水害に遭うたびに地形の変化が生じ、その対応、解決策として、水田面の大

きさ、区画形状、さらに水掛かりを微妙に調整し、その積み重ねの結果、不揃いの水田区画となった

と推測されるO　したがって畦畔が流失している部分については、規格的な長方形区画ではなく、あえ

／

／

／
＼

＼
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Fig113　水田跡
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Fig．14　水田跡平面図（縮尺1／400）



18　水田跡

2．水田跡

水田跡は、表土下約150cmで確認した。洪水で堆積したと思われる砂層で全面が覆われ、水田の耕

作を不可能にしている。砂層の厚さは、南北端に大きな差はなく約80cmを測る。砂層があまりにも多

量であることからパワーショベルで取り除いたが、この作業だけで数日を要する量で、その洪水の凄

まじさを示している。当時の農民にとっては被害甚大でまさに廃村に追い込まれたに違いない。しか

し皮肉にもこの厚い砂層のために現代まで水田跡の保存に役立ち、今回の発掘によって当時の水田区

画を具体的に知ることができる。

第10次調査は、北側拡張区と合わせて18枚の水田跡を確認した。発掘区東西の側辺部の水田は、第

12次と第13次に接しているために、単独で1枚の水田となるのは6枚である。発掘作業時には各水田

跡に、東側より縦にA列、B列、C列、、、横列に1、2、3、、、の記号を付けて、撮影、遺物取

り上げに利用したが、本報告書ではエプロン部での検出水田51枚からの通し番号とし、東側の第13次

調査区より水田跡1枚ごとに遺構略号SFを冠して番号を与えた。

水田跡の形状　第10次調査区は、3次の中では最も保存状態が良い。水田の形状ばかりでなく、畦畔、

排水施設（水口．水尻）などの水田施設遺構がそろっている。また水田面には人の足跡も無数に認め

られ、これらから当時の水田風景や農作業のようすを具体的に想像することが可能である。

各水田跡は、南北（正確には北西－南東）方向に長い形状となっている。長方形にも2種類あって、

水田跡SF71のように短辺と長辺との比が1：2・6のものと、水田跡SF66のように1：1・29と差がなく

正方形に近いものがある。全体にはこの2種の形状を東西に繋げており、南北方向に長方形水田と、

正方形に近い水田との組合せを繰り返している。第12次調査の報告書に記すが、第12次調査で検出確

認した下層の水田跡によると、正方形水田を南北に2枚結合して長方形としており、本来は水田跡

SFO66（第12次調査SFO81～SFO85）のような正方形区画であった可能性がある。

水田面の標高は、南端の水田跡SF75が、4．53m。北端のSFO63が4．46mであることから、南北の高

低差は7cmである。一方東西は、東端の水田跡SF074が4・60cm、西端の水田跡SFO87が4・74cmで、その

差は、14cmを測る。

畦畔の方向　南北の畦畔と東西の畦畔が十字に直交していないので、南北一直線に通る畦畔はないが、

東西方向の畦畔は、よく筋が通っている。中でもSFO65～SFO67とSFO70～SFO73を区切る東西畦畔は、

他の畦畔の幅が約50cmなのに比べ、約120cmと幅広く大畦的な形状をしている。畦畔は、通常水田区

水田の言十測表　東西に長い長石形を横長方形．南北に長い長石形を縦長石形とする

1 3 次 5 2 ？ 7 ．9 5 ×8 ．90 0 75 ＋ 4 ．62 10 次 72 縦 長石 形 2 1・60 ×9．20 192 ＋ 2 4 ．4 6 1 2次 9 0 不　 明 9 一0 0 × 1 1．0 0 8 6 十 0

5 3 ？ 0 72 縦 長方 形 2 1．8 0 ×7．50 159 1 4 ・4 2 9 1 不　 明 13 ．8 0 ×8 ・5 0 4 6 十 0

5 4 横 長 石形 ？ 14 5十 73 縦 長 方形 2 1 ．7 0 ×7 ．15 128 2 4 ・3 8 9 2 不　 明 5 ．3 0 ×9 ．50 5 8 十 0 4 ．6 5

5 5 縦 長 石形 10 一5 0 ×8 ・10 6 1十 0 4 ．6 5 74 縦 長 石形 ？ 3 0 ・0 0 ×8 ・0 0 5 8＋ 0 4 ．6 0 9 g 不　 明 5 ・00 ×12 ．5 0 74 十 1 4 －5 9

5 6 横 長 方形 4 ．00 ×2 ．50 － 0 7 5 縦 長 石形 2 0 ．4 0 ×4 ．0 0 15 6＋ 0 4 ．5 3 9 4 不　 明 8 ．00 ×9 ．30 64 十 1 4 ．6 8

5 7 横 長 石形 12 ．8 0 ×5 ．10 1 1 1＋ 0 4 ．6 2 7 6 縦 長 石形 20 ．2 0 × 11一40 18 2十 2 4 ．5 2 9 5 縦長 石 形 ？ 2 ．80 ×8 ・00 13 6 ＋ 3 4 ．69

5 8 横 長 石形 9 ．00 ×4 ．80 33 ＋ 1 7 7 縦 方 形 1 1．0 0 ×5 ．3 0 5 6 2 4 ．4 5 9 6 縦長 石 形 －？ 15 ・5 0 ×9 ．0 0 36 1＋ 1 4 ・75

5 9 ？ 13 ．00 ×14 ．0 0 14 6 十 0 7 8 縦 方 形 13 ．6 0 × 10 ．00 11 9 3 4 ．4 8 9 7 縦長 方 形 ？ 24 ．10 × 16 ・10 3 6 1十 1 4 ．76

6 0 ？ 7 ．50 ×1．80 1 1＋ 0 7 9 不　 明 3 ・60 ×7 ．20 13＋ 3 4．4 2 9 8 縦 長方 形 ？ 22 ．50 ×1 1．5 0 2 78 十 1

6 1 ？ 22 ・40 ×1 1．4 0 12 2 ＋ 0 4 ．6 8 1 2次 8 0 不　 明 30 ・00 × 12 ・00 － 1 4 ．5 3 9 9 不　 明 22 ・60 ×5 ．50 1 17 ＋ 1

10 次 6 2 縦 長 方 形 3 ・00 ×6 ・50 15 ＋ 2 5．10 8 1 不　 明 13 ．20 × 12 ．5 0 8 1十 0 4 ・5 3 10 0 横長 石 形 11．80 ×16 ．3 0 183 ＋ 0 4 ．75

6 3 縦 長 石 形 19 ・80 ×8 －80 15 9 ＋ 3 4 ．4 6 8 2 方　 形 12 ．35 × 10 ．0 0 12 7 十 0 4 ．5 8 10 1 不　 明 1 1・30 × 3．50 30 ＋ 0 4 ．7 1

6 4 縦 長 石 形 22 ・70 ×1 1．2 0 16 6 ＋ 1 4 ．4 4 8 3 方　 形 4 ．40 ×12 ．3 0 1 15 十 0 4 ・4 7 10 2 縦 長石 形 ？ 18．00 ×13 ・30 2 2 7＋ 0

6 5 縦 長石 形 12 ．4 0 ×9 ・9 5 8 7十 0 4 ．5 1 8 4 方　 形 12 ．45 × 12 ．0 0 16 7 0 4 ・3 8 10 3 不　 明 12 ．00 ×3．50 4 3＋ 0

6 6 ・縦 方形 12 ．3 5 ×9 ．4 0 12 6十 2 4 一5 0 8 5 方　 形 9．90 ×12 ．50 12 5 ＋ 1 － 4 ．3 2 10 4 不　 明 1．7 0 × 10・00 17＋ 0 4 ．8 0

6 7 縦 長石 形 12 ・8 0 ×8 ．0 0 9 4 ＋ 0 4 ．6 1 8 6 不　 明 4 ．00 ×9 ．00 22 ＋ 0 4 ・2 8 10 5 不　 明 5．5 0 ×1 ．2 0 8＋ 0 4 ．8 7

6 8 不　 明 8 1＋ （上面） 8 7 縦長 石 形 2 1．30 × 1 1・8 0 23 9 ＋ 0 4 ・74 10 6 不　 明 －

6 9 縦 長 石形 ？ 56 ＋ （上面） 8 8 縦長 石 形 2 3．20 × 13 ・9 0 28 4 十 1 4 ・8 5

7 0 縦 長石 形 2 1・6 5 ×9 ．70 19 5 ＋ 1 4 ．5 0 12次 8 9 不　 明 11．20 × 13 ．0 0 12 5 ＋ 1 4 ．78
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Fig．15　水田跡検出作業（北西から〉

画と貯水機能を同時に併せ持っているが、この幅広の畦畔は、農道的な利用がなされていたのであろう。

さらに条里制の坪境の畦畔の可能性もあるが、発掘区の範囲が狭いために南北側に位置する次の坪境

畦畔が確認できないので断定はできない。

また先に述べたように各水田跡は、水害などの影響によってその都度改変されたと思われるが、こ

の大畦は、途中流失しているものの第12次調査区の西端の水田跡SF100までほぼ直線的に達している

ことから、水田形状の変化は、このような大畦で区切られた大区画内での変化であって、大畦自体の

移設、方向の変換までには至っていないと推測される。

水田耕作土と畦畔の断面

畦畔は、稲作付け前に耕作土を塗りつけ、保水の効果を高めるのが普通である。また水害によって

流失すればその都度補修が繰り返されたはずで、断面土層にはその回数や作り替えの痕跡が確認でき

ると期待した。しかし畦畔断面で、耕作土と畦畔の盛り土とを区別することは困難であった。水田面

を掘り下げた（畦畔を削りだした）とは考えがたく、水田耕作土を盛り上げたために、長い間に土質

が安定し、土層として識別ができなくなったのであろうO

水田耕作土は、わずかに灰色を帯びた黒色粘質土で、各水田ともほぼ共通している。その厚さを確

かめるために数本のトレンチを升目に設定し断面観察を行ったO厚さは約13cmで、東西南北端にはと
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んど差は認められない。下層は黒色粘質土層となりさらに第Ⅲ面の遺

構面となるが、現在の乾田に通常見られる床土層

（SFO62）
。

等針品

が形成されていない。下層の第Ⅲ面では大量の

土器や遺物が包含されているために耕作土へ混

入しやすかったはずであるが、耕作土から出

土する遺物量はきわめて少ない。おそらく

耕起作業中に丁寧に取り除いたのであろう。

水路と取水、排水施設（水口，水尻）

明らかに人工的な水路と断定できるも

のはないが、水田跡SFO64の西端部を

切っている流路は、第12次調査区下

層で流路東岸に土手状の畦畔が盛

り上げられ、さらに流路中に井堰

状に丸太杭が数本打ち込まれて

いることなどから、ある一定

期間水路として整備、利用さ

れていたと考えられる。し

かし、水田への取水、揚水

施設が存在していないこと

から、水路と積極的に断定

することはできない。ま

た発掘区南東隅にも北流

する流路があるが、同じ

ようにSFO74、075を切

っていることから、安

定した水路とはなって

いなかったようであ

る。この他にもSFO76

から始まり北北西方

向に延びる幅110－

120cmの溝状の流れ

があるが、畦畔を

完全に消滅させ

ていることか

ら、水田と

同じ時期

のも

0　　　　　　　　2m
し一一一一一一一一一一」一一一一一一一⊥一一一一一一一一一一」一一一一一」
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のではなく、砂層堆積時の洪水

による浸食溝の可能性が強い。

以上のように第10次調査区内

では、明らかに用・排水路と断

定できる施設がないことから、

上流側（南側）の標高の高い水

田から下流側に向かって水口、

水尻を通過して順次水が掛かっ

ていたことになる。ところでこ

のような水掛かり方法とすれば、

各水田の畦畔には、少なくとも

取水口（水口）と排水口（水尻）

の2か所で開口していることが

必要条件となる。しかしながら

発－掘した各水田跡のどれもが完

備しているわけではなく、畦畔

で完全に閉ざされた水田跡もあ

る。取、排水口が石や杭などを

利用したものではなく、単純に

水田耕作土で閉塞していたとす

れば、あるいは発掘で開口して

いることを見逃したとも考えら

れる。いずれにしても取、排水

口は、稲の生長、雨量などに応

じて開閉が行われるので、発掘

した状況そのものが、砂層埋没

▲Fig117　水田跡実測作業
▼Fig．18　水田跡実測作業

時の気候、季節を示していることになるO

足　跡　水田面には無数の小さな窪みが残っており、その形状から明らかに人の足跡と断定できるも

のがある。人の足跡は、左右交互に歩行し、その方向を辿れるものもあるが、各水田に均一に見られ

るのではなく、加えて不規則で断続していることから、とても農作業の足跡とは考えにくい。むしろ

その混雑ぶりからすると農作業とは無関係ではないかと思われるO

特にSFO63は興味深い。この水田跡は、北東隅が発掘区外に出ているが短辺9．0m、長辺19．3mの長

方形であろう。とすると面積173．7㎡と計算できる。この水田の北東隅には足跡が無数に集中してい

るが、水田内にはただ一人だけの足跡が残っているにすぎない。足跡は、北西隅から対角線的に南東

隅を目指している。水田の泥棒みに脚を取られたせいかわずかに蛇行しているものの、約60cmの歩幅

はほぼ一定しており、確たる目的で歩行していることを伺わせる。この足跡も含めて他の水田の足跡も、

農作業の様子を直接物語るようなものはない。これら各水田跡の状況から厚い砂層で水田が埋没した

のは、水稲栽培中ではなく、農閑期の出来事ではなかったかと思われる。とすると田植えから取り入

れまでの農作業の痕跡が存在しているはずで、水口のほとんどが閉じていることからするとむしろ休

耕していた可能性が高い。



30　水田跡

水田跡の遺物　水田跡と流路などの第Ⅰ面からは、土製品、石製品、木製品、植物種子などの遺物が

出土した。うち土製品13点、石製晶15点、木製品5点を実測、図示した。

土製晶1は弥生時代中期前半の甕。口辺部は厚みがあり外方へ小さく延びL次形の口辺部を作る。

上面は水平でなく内側に傾いている。口辺部下に貼り付けられた三角断面の突帯は、通常一巡するが、

本例は結合しないで離れている。右からの突帯は下方に屈曲し、左からの突帯は上方に屈曲し、両端

とも先端を細く作っている。雀居遺跡第13次までの調査では突帯を折り曲げ鈎状にした土器は第5、7、

12、13次で出土例があるが、点数的にはきわめて珍しい遺物である。本例は器面の色調が他の弥生土

器と異なり薄い茶色を呈している。あるいは、製作、使用目的の違いによる意図的なものかも知れない。

2は吉武土師器で、庄内式系（C系）加飾二重口縁壷の肩部。博多遺跡群や那珂遺跡群などの墓域で

類例がある。頚部に薄い台形状の突帯を巡らせ、櫛臼状工具で波状文を措き、さらに2個1組の円形

浮文を貼り付け、竹管を押している。3、4は中世の土師皿。いずれも鹿部は回転へラ切りである。5

は大畦部の窪みから出土した須恵質の高台付杯。6～11は、弥生時代の投弾。大きさ、形状ともよく

類似しているが、整った楕円形のもの、全長に比べ直径が小さいもの、両端の形状が尖っているもの、

あるいは一方だけが尖ったものなど微妙な違いがある。雀居遺跡では、遺構からの出土は少なく、ほ

とんどが水田面や第Ⅲ面包含層から出土している。12は、土器の住田部の破片。雀居遺跡では同じ

ように接着部から離脱した注言部が数点出土しているが、注言部が離脱した本体の土器は確認できな

かった。おそらく西区吉武遺跡、小葎遺跡などで出土例のある弥

生時代の脚付壷や短頸壷の注言だったと思われる。13は直径5・2cm

の紡錘車。端部の厚さ0．6cm。紡茎を挿入する中央の孔は垂直。周

縁部断面は丸みがある。14は碧玉製の管玉。上下の切断面は平行

でなく、断面も正円ではない。孔も中心からずれて穿っている。

長さは7．5mm、径は4．3mm。
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Fig．19　水田跡の遺物

Fig．20　水田跡の遺物（縮尺1／4・1／2）



水田跡　21

石製品1～9は黒曜石製の打製石鉄、1～7は無茎式、8は挟りが少なく基部が直線に近い。9は小型

ポイント状である。10は柳葉状の磨製石鉄で、厚みは2mmときわめて鋭利に研ぎ出している。11、

12は、整状で2点とも丁寧な細かな研磨が加えられている。13は磨製石斧の頭部O損傷が激しいが

表面には敵打されている。14は、砂岩質の砥石。断面方形で4両が研ぎ面となっている。15は一種

の斧と考えたが、3側面が刃部のように加工され、身が扇平であることから、別の用途であろう。

5cm
－　　　　－　　．－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．－　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　一一．　　　－　　－一　　一　　　　　　　　　　　一　　　　一　一　　－　－－

Fig121水田跡の遺物（縮尺1／2）



2　水田跡

1

Fig122　水田跡の遺物

朗
…

木製品　木製品の出土は少ない。辛

うじて水田面や流路の水分で守られ

ていた5点を図化した。

1はヘラのように図下方が幅広に

なっているが、厚みがあることから

刃部ではない。身部は削り痕が顕著

に残っている。2は厚みのある板材

で、全面に細かで丁寧な削り痕があ

り、側面には方形の窪みがある。壁

や扉などの建築材の一部と考えた。

3は流路の東岸から出土した竪櫛。

完形品ではなく乾燥で変形している

が、元は頭部がやや丸みのある形状
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Fig．23　水田跡の遺物（縮尺1／4．1／2）

だったのだろう。4は2本歯の下駄。その大きさから小児用だろう。前方の鼻緒は中央にある。後歯

は磨り減っている。片側だけが磨り減っているので、よほど癖のある歩き方だったのだろう。5は？

字状製品を作っている。図上半の湾曲部には何かを挿入するのか中空となっており、その上下に小さ

な孔を貫通させている。この孔は中空部の外側に当たるので、目釘孔ではない。図下端の形状が柄端

のような加工であることから、鎌の柄や組合せ式の人形などを想定したが、用途不明である。



24　第Ⅰ面の掘り下げ
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Fig124　水田跡の遺物（縮尺1／4）

31第Ⅰ面の掘り下げ

水田面の精査を済ませた後に、耕作土の厚さや畦畔の断面観察のために、各水田跡に十文字のトレ

ンチを設定した。このトレンチでは試掘で確認していた第Ⅲ面の遺構の深さや広がりを再び確かめる

目的もあった。

耕作土や畦畔の断面については先に記した通りであるが、発掘区の中央より南側には土器、石器な

どの遺物が大量に包含されており、さらに発掘区北側、水田跡SFO63下部には竪穴住居跡と思われる

落ち込みもあり、集落の存在も予想された。掘り下げ作業の結果、第Ⅰ面水田跡より約25cm下部で第

Ⅱ面古墳時代～弥生時代後期の遺構面を検出したO　この掘り下げと遺構検出作業で出土した各種の遺

物をここでまとめて報告するO弥生時代前期から古墳時代までの各種の遺物が相当量出土した。しか

し遺構確認する前の取り上げであることから、本来属していた遺構から遊離することになり、ここで

の図示は25点に止めた01は大型伝統的Ⅴ様式系（B系）二重口縁壷。形態．文様に山陰的傾向も見

えるが、調整は外面がナデに近いミガキで肩部横ハヶがなく、内面は粗いパケ目、とB系技法である。

2は庄内式系加飾二重口縁壷であろう。3は有段高杯である。胎土は精良ではなく、調整もやや雑で

あり、B系であろう。4は如意形言縁の弥生時代前期後半の甕。口辺部下はわずかに締まっているが、

胴部の最大径は口辺径より小さい。5～19は投弾。20は蛤刃石斧O刃部には細かな研磨が施されている。

21は黒曜石製の打製石鉄。21、22は土製の装身具。22は土錘。23は土製紡錘車で直径は3・64cmO正

円ではなく、厚さも均一ではない。
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Fig．25　第Ⅰ面掘り下げの遺物（縮尺1／4．1／2）



36　概　要

第4節　第Ⅱ面（弥生時代後期～古墳時代前期）の調査

1・概　要
第Ⅰ面の水田面は厚い砂層で覆われていたために、検出作業がきわめて容易であったが、第Ⅲ面の

土層との間には、砂層は介在していないが耕作土下部の土層と第Ⅲ面の黒色粘質土とは比較的よく見

分けが付く。しかしながらこの黒色粘質土に掘り込まれている遺構の埋め土のほとんどが黒色粘質土

とほとんど差がなく、検出作業に多くの時間を費やした。またこの黒色粘質土の上面（表面）で最初

に検出したのは古墳時代の竪穴住居跡SC01であるが、すぐ近くで弥生時代後期の甕棺墓SNOlが見つ

かったことから、当初は、黒色粘質土の表面が古墳～弥生時代の遺構面とし、遺構面は先の水田跡の

第Ⅰ面と合わせて2枚だけと考えた。しかし、竪穴住居跡調査後、黒色粘質土を数cm位で掘り下げた

ところ、新たな遺構が姿を現し、基本的には古い時期の遺構から新しい時期の遺構へと混乱すること

なく順に重なっていることを確認したOだが黒色粘質土は、本来はさらに厚みがあったと思われるが、

すでに上部の大半を削平されてしまっている可能性が強く、また地山の起伏に合わせて水平な堆積を

していないにもかかわらず、私たちの遺構検出作業は表面を水平に削り出しているために、上部にあ

った古墳時代の竪穴住居跡の掘り込みが深い結果、弥生時代の遺構面と同じ面で検出される、つまり

時期の異なる遺構を同一レベル面で掘り出すという結果となった。このように発掘現場では、時期ご

との遺構面の把握が困難であったために資料整理を進める過程で、出土遺物や遺構の切り合い、重複

などから検討を重ね、意図的に時期ごとの遺構面を決めた。以上のような理由から第Ⅱ面の遺構とし

て抽出したのは、古墳時代前期の竪穴住居跡、井戸、土壌、土器渦、そして弥生時代後期の方形周溝、

甕棺墓である。次ぎにこれらの遺構と出土遺物について記す。なお、資料整理の時間的な制約から、

発掘作業で検出したすべての遺構、遺物を報告できないことを先に断っておかねばならない。

Fig．26　第Ⅱ面検出作業
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Fig．27　第Ⅱ面遺構全体図（縮尺1／300）



2　竪穴住居跡

2．竪穴住居跡（SC）

2軒の竪穴住居跡は、0・P28．29グリッドで切り合った状態で検出した。切られている古い時期

の竪穴住居跡をSCOl、切っている新しい住居跡をSC02と名付けた。水田跡SFO63の掘り下げでその

存在を予想したのは、SC02の方である。

第1号竪穴住居跡SCO1SC02に切られ時期的に古いSCOlは、その長軸がSC02の長軸よりわずかに

東に振れている。北壁315cm、東壁

277cmの長方形。床面積は87・3㎡な

ので、SC02よりも約73％小さい住

居である。床面はSCOlが低いが、

その差は数cmしかない。床面には小

ピットが数個見つかったが、その位

置や深さなどから主柱穴として断定

できるピットはなかった。

Fig・28　SCO2検出作業

Fig．29　SCOl・SCO2く西より）
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SC01の古墳時代遺物は、決して多くはない。可能な限り細片も実測するように努めた。床面には

下方の第Ⅲ面包含層の遺物がすでに顔を出しており、埋め土にも弥生土器の破片が多かった。いまは

下部から水が浸み出し、住居に適しているとは思えない。もちろん古墳時代から、地形、水脈などが

大きく変化した可能性はあるが、竪穴住居跡の選地、集落展開を考える上で重要である。

・白 ．
P

Fig．30　SCOl・SCO2実測図（縮尺1／60）
2m
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30　竪穴住居跡

出土遺物　竪穴住居跡内埋め土から古墳時代土師器、弥生時代土器と石製品などの遺物が出土したが、

SCOlに伴うと考えた遺物は、次の1～16で全体の数量からすると決して多くはない。

土　器1～5、9～16は吉武土師器である。これらの甕．椀・小型丸底壷（鉢）・小型器台・高杯は

それぞれ布留式併行期のもので、製作技法も庄内式系（C系）．布留式系（D系）であろう。これら

の遺物の時期は、どれも小破片ばかりで難しいが、D系甕の言縁部形態やその立ち上がり角度、小型

丸底壷（鉢）の新しい傾向を示す特徴であるより「鉢」的な外反口縁鉢の存在などから、久住編年の

ⅡB～ⅡC期の時期であろう。今回の調査で出土した吉武土師器もⅡB～ⅡC期のものが多く、重複

関係から時期的に新しい2号住居がおそらくⅡC期であることからもそうである可能性が高い。1～

5はD系甕。1は凹凸が目立たず微妙に内湾する形態、2、3は凹凸が目立たず直線的な形態で、博多、

比恵・那珂遺跡群でよく見られるとされ、このようなD系甕の口緑部形態の在り方は比恵・那珂、博多、

他に西新町・藤崎遺跡群でそれぞれ特徴があるとされる。雀居遺跡出土のD系甕の口縁部は2、3の

形態が多く、比恵．那珂、博多集落との交流を示すものであろうか04、5は胴の肩部の小片だが、

ともに外面はタタキ仕上げではなく、4は頚部内面の屈曲部まで削りが及ばず屈曲が緩やかで、4、5

ともにD系甕・壷類によくみられる波状パケ目が施されていることからD系とした。9・10は胎土が

精良で、器壁が薄く、調整も丁寧であることから小型丸底壷（鉢）であろうか。11は小型丸底壷小

片と思われるが、12と共伴する型式には重藤編年によれば壷4・5式があるが、小型精製器種にし
註1　　　　　　註2

ては作りがやや雑である012は小型丸底鉢（久住分類Ⅲ類、重藤分類では鉢3式）で、重藤編年で

は西新町4式（久住ⅡC～ⅢA期相当）である。6～8は弥生後期土器の小破片で混入品と思われる。

これらは弥生後期の在地系甕であろう。6は頚部まで残っており、はっきりと屈曲している。内面は

器表面の大半が剥離している。8は頚部に接合痕がかすかに認められる。

註1以下記す吉武土師器についての分類．時期区分は、久住猛雄「北部九州における庄内式併行期の土器様相」『庄内式土器研究19』1999に拠る。
註2　重藤輝行「第5章　考察」『西新町遺跡3』福岡県文化財調査報告書第157集　2001
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Fig．31SCOlの遺物（縮尺1／4）
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Fig．32　SCOlの遺物（縮尺1／4）



詔　竪穴住居跡

SC01とは直接の関係はないが、埋め土、床面から出土した弥生土器、石器類も、黒色粘質土の堆積

状況やこの地一帯の土地利用のようすを知る手がかりになると考え実測、図化した。

1～7は口縁部に粘土紐を貼り付け、刻み目を加えたいわゆる突帯文土器の甕である。突帯の貼り

付け位置や言縁部の傾きなどで多様な器形となっている。1の体部は逆ハ字形に直線的に開き、断面

蒲鉾形の突帯は、言縁端部から下方に垂れ気味になっている。外面は貝殻条痕が鋭く残っている。2、

3は体部上半が真っ直ぐに立ち、言縁端に小さな断面三角形の突帯を巡らしている。2の突帯刻み目

は細く鋭い。4は体部上半が直線的に内側に傾いている。体部中位で反転し鹿部へと続く器形であろ

う。口縁上端は、平坦ではなく丸みがある。5は砲弾形のやや長めの体部で、口縁端よりやや下方に

突帯を貼り付けている。刻み目は左斜行で、粗雑だが深く刻み込んでいる。6は甕の反転部。7の鹿

部底面は粗い削りで凹凸が目立つ。8～14は口縁が緩やかに湾曲して外に開くいわゆる如意形言縁の

甕で弥生時代前期の土器である。その湾曲の度合いがそれぞれ異なる。8は滑らかな湾曲であるが短
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Fi9133　SCOlの遺物

Fig．34　SCOlの遺物（縮尺1／4・1／2）
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く小さな口縁である。刻み目は口縁端部の下端側だけに付けている。その間隔は密で、その断面観察

によると左方向から工具を当てていることが分かる。9は口径24・60cm、同じように口縁は小さく外湾

するO器壁はやや厚みがる。外面は柵かなタテハヶ目調整。口縁部内面は、右から左へ横方向に粗い

ハヶ目を施している。その下方、湾曲部は指頭圧痕が見られる。13、14も如意形言縁の甕であるが、

口径が30cmを超す。13の言縁内面の横パケ目は、逆時計回り方向。14の田縁部は厚みがあり、その

端部は横ナデで口唇状の断面となる。15～19の言縁端は断面三角形、あるいはL字形で、弥生時代

中期前半の甕である。15、16は断面三角形の粘土紐を貼り付け、口縁上面が下方に傾斜する。口径

25・4cm。17～19は器壁よりやや薄い粘土板を貼り付けて、L字形の口縁を作っている。体部上半が内

傾しているので、く字形に近い。体部は倒卵形の器形になるのであろう。21－27の7点は壷の各部

破片。21は口径9・60cmの小型壷で、直線的に内傾する頚部に小さく外反する口縁が付くという弥生時

代前期壷の特徴をよく持っているO　言縁の屈曲部には明瞭な段や境はなく、やや後出的である。外面

は細かな横ミガキが施され滑らかな仕上げとなっている022は細片のために器形が分からないが、

外湾する田縁の内外面ともに細かな横ミガキが施されていることから壷とした。23、24は胴上半部

を飾った文様。23は細かな沈線の下に2段の羽状文。24は3本沈線による連弧状文。細片のために

傾きは不正確である。25は弥生時代前期特有の円盤状の鹿部ではなく、胴部からそのまま丸みのあ

る鹿部となる。胎土には精良土が用いられ、堅赦な焼成となっているO器面の調整は外面が横ミガキ、

鹿部周辺は削り状の強いミガキ。内面は上半部が丁寧な横ナデ、下半がヘラ状工具によるナデである。

26、27は鹿部。27の底径は12．8cmあり、中型の器形となるのだろう。外面は板状工具によるナデ、

内面は棒状工具で強くナデており、左上がりの沈線が無造作に入る。

石製品　28、29は黒曜石の打製石鉄、基部の挟りは弱い。30は柳葉状の磨製石鉄。基部を欠いており、

現長4・45cm。断面は扁平な菱形で、全面柵かな研磨が施され鏑も通っている031、32は小孔が穿たれ

ていることから垂飾品と考えたO大半が欠損して全形を知り得ない。33は石鎌の基部破片。厚さ6．5

mmの板状で、基部に当たることから刃部の研ぎ出しは見られない。

骨角製品　34はシカの中手骨か中足骨を断面三角形に加工しているO縦に細い溝があるがこれは素

材の本来のもの。両端は折れており、用途不明。全面に滑らかとなっている035はシカの角を加工

しているO　いま両端を欠いており、長さは3．7cm。上半部は両側から研ぎ、基部は断面円形となって

いる。形状から弓粥と考えた。

第2号竪穴住居跡SCO2　SC02は長方形でその長軸が磁北に対しほぼ直交している。上部が激しく

削平されており、壁の高さは10cm前後にすぎない。四壁の長さは、北壁4・27m、南壁3．23m、東壁

3．25m、西堂3・26mを測り、台形状となっている。床面積は、約12㎡O各コーナーは丸みがあり、や

やいびつな形状であるO床面にはSC01の小ピットもあり、このうち4個を主柱穴とした。これら4

個の柱穴は、長さ1・90cmの正方形の位置に正確に掘り込まれている。不整形な四壁に比して内部構造

はかなり計算された作りだったのだろう。
1

－一二三
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Fig．35　SC02の遺物（縮尺1／4） 2。cm
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34　竪穴住居跡

土師器1～8は吉武土師器である。布留式系（D系）である甕．高杯・1低脚高杯、他に小型椀や台部

片がみられる。これらの遺物の時期はD系甕から、先のSCOlの土器と同じくⅡB～IIC期のもので

あろう。ただ遺構の重複関係から、このSC02の土器の方が新しいといえる。1～4はD系甕の口縁

部である。口縁部形態はどれも凹凸が目立たず直線的あるいは微妙に内湾しており、SCOlで述べた

ような特徴から同じく比恵・那珂、博多遺跡群との関係がみられる。端部は面取りされていて、久住

編年Ⅱ期古相に多くみられる端部の沈線はない。ただ2は左上がりの内面ヶズリである。7はD系高塚

の脚部である。胎土は精良、やや膨らんでいる脚柱部が特徴で、そこに横方向の筋状のミガキが施さ

れている。装飾的な意図もあると思われる。8は4cmの小破片で低脚高杯の脚部である。胎土が精良で

小型丸底鉢とも考えたが器厚が厚く、あと内面の調整具合からこう判断した。

弥生土器　9－11は突帯文土器の甕。10は口径21．4cm。突帯は断面蒲鉾形で細い棒状工具を右に傾け

て右方向より押しつけている。体部外面は横条痕ではなくへラ状工具によるナデ調整。11の口径は

やや大きく22・6cm。体部は微妙に湾曲しながら開き口縁となる。突帯断面は低い三角形で、口縁端に

接して下方に垂れ気味に貼り付けている。外面の横条痕は、口縁直下にはなく約3cm下から付けられ

ている。12～14は如意形口縁を持つ弥生時代前期の甕。3点とも口縁部の刻み目は下端のみに付い

ている。12は口径20・2cm、体部上半に張りがなく、直線的な如意形口縁となる。内面の調整は、丁寧

なミガキ状の右上がりナデ013の体部上半は内傾していることから倒卵形に近い体部になるのであ

ろう。15は口径27・8cmと大きめの甕O　言縁端部中央は横ナデで凹状となり、その上下に刻み目を入れ

ているが、上端は右から、下端は左から刻んでいる。16～31は弥生時代中期前半の甕で、L字形の

口縁となっている。16～18の口縁は、三角形の粘土紐を貼り付けており、分厚い断面となる024～

31はどれも口縁上面が水平な作りとなっている。24の言縁部は断面からその作りが観察できるO　口径

24．4cmに対して幅広の口縁となっている。26の丸みのある口縁部は他と粘土の貼り付け方が異っている。

＼．ヒ画一∴
T

一l一三一g一「■

一一，一一三一

，－∴－．・一・一、

管1。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm
！　－　－　－　－　！　　　　　　　！

Fig．36　SC02の遺物（縮尺1／4）
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竪穴住居跡　35

19～23は、体部上半が内傾し、さらに口縁上面も内傾しており、丸みのある体部となる。また口縁

端部にタデの刻み目を加え、口縁下には三角形突帯を1条巡らす。外面調整は縦のハヶ目を数回重ね

ている。31の体部上半は内湾気味にのび、その端部に幅3cm程の粘土板を貼り付け、さらに下方か

ら粘土を貼り付け支えている。このため台形状の厚みのある断面となる。胎土に砂粒を含み、焼成は

よく外面は赤茶色を呈する。内外面とも丁寧な作りである032、33は甕の鹿部。33の底径は10．4cm、

体部の器壁は分厚いが、鹿部中央は極端に薄い。鹿部外面中央部はヘラ状工具によるナデ、外縁の18

mmは輪状に丁寧にナデている。33は弥生時代中期前半の甕。底径は11・4cm、胎土に1mmより小さい砂

粒を含む。外面のくびれ、鹿部の凹みも小さい。34－37は壷の各部破片034は頚部が朝顔状に大き

く開く器形で、田縁端に粘土板を貼り付けているO外端は強く横ナデして断面が口唇状となり、その

下端だけに細かな刻み目を加えている。35は体部上半の装飾文O小片なので全形を知り得ないが、

縦に2本の沈線があり、この両側に羽状文を少なくとも6段重ねている。文様の1単位は小さく、整

然と並んでいない。おそらく沈線で区画された中を羽状文で充填するようにして施文したためであろう。

36は体部上半を欠いているが、小型壷の鹿部としたO底径3・6cm、胎土は砂粒が少なく精良土に近い。

Fig．37　SC02の遺物（縮尺1／4）

33

20cm



38　竪穴住居跡

器面は内外面とも灰色

で、やや軟質の焼成と

なっている。33は投弾、

長さ3．82cmの楕円形で、

中央断面径は2・17cmX

2・13cmと正円に近い。

両端はやや潰れている

が、焼成前に付いた傷

も残っており、器面の

摩耗、風化はほとんど

ない。37の底径は10．2

cmあり、やや中型の壷

となるのであろう。外

、．．

二、璃轟

一一一一一．／

Fig．38　SC02の遺物（縮尺1／4・1／2）

鹿部は平坦ではなく、

体部への屈曲部も丸みがありシャープではないO壷であるが砂粒が多め

の胎土が用いられている。外面はミガキ状の調整で滑らかな器面となっ

ている。

土製品　38は投弾。絵画のような沈線があるが、断定はできない。

石製品　39は磨製石斧の破片。側縁は平行して長方形の形状となるの

だろう。全面に丁寧な研磨。

21井戸（SE）
第10次調査では、2基の井戸を検出した。これらは上面

プランが割りに整った円形で、深さが1m近くあり、さら

に祭祀行為と思われる完形土器が投げ込まれた状態で出土

したことから井戸と判断した。もちろん今もある程度の湧

水がある。数多く検出した土壌の中には、井戸の可能性が

強いものもあるが、これらの条件をそろえていないことから、

ここでは2基のみに止め報告する。

第1号井戸SEO10－25グリッドで検出した。平面形は楕

円形で、長軸168cm、短軸126cm。検出面より33cmの深さま

では逆円錐形状に掘り込み、あとは円筒状に垂直に約98cm

掘り込んで底面としている。井戸埋め土の土層は上部で3

層がレンズ状に落ち込み、その下部は土層の変化はない。

このことから短期間に埋没し、凹んだ上部だけがある程度

の時間をかけて平坦になったと思われる。遺物の出土状況

もこの予想を裏付けており、完形の土師器甕は鹿部に横た

わり、途中からは出土していない。また鹿部より高さ約85

cmに角材や板材、土器破片などが集中して折り重なってい

るのはこのためであろう。

0　　　　　　　　　　　　5cmL一

39

Fig．39　SC02の遺物

H＝41339m

0　　　　　　　　　　　　1m
】－－－－！　　　！

Fig．40　SEOl実測図（縮尺1／40）



井戸　37

Fig．41SEOl上部

Fig．42　SEOl下部



3g　井戸
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5cm
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（11はS＝1／2）

Fig．43　SEOlの遺物（縮尺1／4・1／2）
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井戸　39

底面から出土した9個の土師器甕は、無傷の完形

品がほとんどである。その祭祀行為が井戸使用中

のことなのか、井戸廃棄時のことなのかまでは決

めがたい。

古墳時代の井戸分布を見ると第10次で3基、第

13次で3基、第12次では検出していないので計6

基となる。これらの井戸が竪穴住居跡に付属する

のか、あるいは共同的な使用となっていたのか明

らかでないが、水脈の場所が優先したとは言え、

竪穴住居跡から離れているのは集落全体で使用、

管理する機会が結果的に多くなったであろう。

出土遺物　図示したのは弥生土器、土師器、砥石、

木製品の計12点である。

土　器1～9は布留式系（D系）甕である。こ

のD系甕について、久住1999は北部九州内でも遺

跡ごとに特徴がみられることを、当時の大集落（比

恵・那珂、博多、西新町・藤崎の遺跡群）を例に

Fi9－44　SEOlの遺物



40　井戸

次のように指摘している。口縁部は、比恵．那珂

では微妙な凹凸はあるものの直線的で（次いで内

湾気味のものが多い）、博多には凹凸のある外湾・

内湾気味のもの両方有り、西新町・藤崎では凹凸

があり山陰系土器の二次言縁部のような形態である。

胴部形態は、比恵．那珂では肩部が「なで肩」の

ものが多く、時期が下ると鹿部に広く指オサエ技

法を施すものが多いが、博多、西新町．藤崎（特

に西新町）では肩部の張る倒卵形や球胴が多い（た

だ鹿部は西新町・藤崎のものは指オサエ技法を施

す範囲が狭い）。一方、当遺跡のD系甕を観察す

ると、胴部外面調整や鹿部指オサエ痕跡に特徴が

みられる。

1～9のD系甕をみると大きく二つの調整方法
Fig．45　SEOl・SE02の遺物

3

（SE02）

に分けられる。一つは、外面下半の縦ハヶ調整がおそらくある程度乾燥した段階で施されたためナデ

のように浅くかすれており、丁度その調整範囲に対応するように内面指オサエ技法が施されているも

の（2～4、7～9）で、タタキ痕も見られる場合は上半部のみであることが多い。もう一つは、外面



井戸　41

調整全体の調整痕は明瞭でタタキ痕も全面にみられるもの（1、5、6）で、中には鹿部が分厚いもの

がある。この違いについては土器溜まりの所で後述する。ただ3は外面胴中位以下が工具ナデ仕上げで、

鹿部にも若干タタキ痕跡がみられ、頚部に接合痕が残るなどやや雑な部分も有り、D系甕の影響を受

けたB系甕（久住分類の甕B（D））の可能性もある。またこれらのD系甕を先に述べた遺跡ごとの形

態的特徴に照らしてみると、ほとんど「なで肩」であったり、微妙な凹凸があり直線的あるいは内湾

気味の口縁部形態であったりと同平野内集落である比恵・那珂、博多との関係が窺える°ただそこか

らの搬入品か、工人の伝来によるものか、雀居工人の作かは判らないが、この井戸において共伴した

時期は久住ⅡC期と思われる。10は如意形口縁の甕。口縁部は小さく外汚し、その端部は断面方形

となり、下端に細かな刻み目を入れる。内外面ともハヶ目、口縁下は横ナデを加えている。

石製品11は流紋岩質凝灰岩の石材を用いた砥石O方柱状で両端が折れている。4両が研ぎ面とし

て使用されており、よく使い込まれて各面ともへこんでいる。

木製品12は木錘の再加工品と考えたが、通常よりやや小さい。図右端の断面形は楕円形O全面が

細かな削りで加工されている。コモ編みの木錘と断定することはできない。この他に折り重なった状

態で出土した木材には、板材や角材があるが、用途を明らかにできるような特別な加工がないことか

ら図示しなかった。廃材を投棄したように雑然とし、上部の遺物は祭祀行為とは考えにくい。

0　　　　　　　　　　　　1m
I．－－－！．　　！

Fig．46　SEO2実測図（縮尺1／40） Fig・47　SEO2上部

第2号井戸SEO2　SEOlの南約3m離れて検出した。グリッドはP－24に当たるO上面は91cmX95cm

で正円に近い平面プランである。やや斜めに深さ126cmまで掘り込んでおり、底面の標高は約4mを

測る。底面は砂層に達し、SEOlと同様であるが、遺物の出土状況が異なっている。SEOlの主立った

土器が底面近くに沈んだような状況で出土したのに対し、SE02ではほとんどの遺物が上面に集中し

ている。図示した3個の土師器甕のうち1個が上面より50cmの途中で出土し、残りの2個は上面で木

材片の問から出土したO SEOlでは、井戸使用中か廃棄時の祭祀行為を想定したが、SE02の遺物出土

状況からすると、ある程度埋まった後に行われたことになる。

出土遺物　3個の土師器甕と木製品1点を図示した。写真のように螺旋状の木板があり、祭祀行為と
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Fig148　SE02の遺物（縮尺1／4）

何か関係がありそうな気がしたが、不確定なために図

化しなかった。

土　器　SE02も同じく甕から成る。1は伝統的Ⅴ様式

系（B系）甕であるが、その割にはD系甕のように頸

部～口縁部に回転的横ナデ調整が施され、タタキ痕が

無く、内面は接合痕が無くなるほど丁寧な工具ナデで
4

丁寧な作りである。2、3はD系甕でともに胴の球形

化が進んでいる。両方ともタタキ痕は見られないが、

3は球形の胴に対して鹿部に微妙な小さな面もみられる。また2個体とも肩部はナデ肩状、口縁部は

微妙な凹凸はあるが直線的で、端部は沈線があるが面取り、という形態であり、SEOl出土土器と同

様に比恵・那珂集落との関係を示すのだろうか。SEOl・SE02のどの甕も外面全体に（特に胴部下半に）

きれいに煤が付着している。埋没時期はSE01同様久住ⅡC期か。

木製品　4は針葉樹の柾目材。板材を方形に作り、その1辺を加工して完成させている。まず円形に

切り込み、その中央をさらに小さな方形に到りぬいている。表面には削り加工痕が明瞭に残る。腰掛

けの脚だろう。

4．土器潤（SJ）
第1号土器溜S」01第Ⅰ面の水田耕作土を掘り下げる段階で、グリッド25列南側に土師器片が異様

に出てくる場所があり慎重に検出作業をしたところ、南北はグリッド22～24の約22m、東西はグリッ

ドN～Rまでの約20mの範囲に大量の土師器が集中していることが分かったO土師器のほとんどは破

片になっているものの、破片の間に完形の小型土器も見られ、なかにはその場で潰れた状態のものも

あり、少なくとも流れて移動してきた状態ではなかった。また折り重なっているものの長期間にわた

って堆積したとは思えなかった。

このような土器群は、東地点と呼んだ第7次調査1号溝状遺構、第9次調査Ⅱ区1両でも見つかっ

ている。東地点ではこれらの土器群が集落の縁に沿ってあたかも取り囲んでいる様子が伺われたこと

から、東地点は第10、12、13次調査区とは別の独立した微高地であったと思われた。とすると今回

検出の土器群は東地点に対峠する西側斜面に当たる可能性が強くなった。

土器渦はR23グリッド西側当たりで希薄となるものの、その東端はやや北に湾曲しながら北東方

向に延びていることが予想された。2年後に発掘調査した第13次調査区はその延長部に当たるが、
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先の予想通りに土器溜が現れた。果たして連続し

ている遺構としていいのか確かめようがないが、

直線で約28mを測る。また東地点の土器渦とは約

40mの距離があり、この間に遺構が存在しないの

かも未確認であるが、両地点を分けるような窪地

があり、相対する斜面に土器渦が形成されていた
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可能性が強くなった。

確かに第13次調査区の土器溜では、東側に接し

て自然流路があり、その岸に沿って土器滑が形成

されていた。第10次調査区では、そのような流れ

や窪地、あるいは掘り込みなどの存在を示すもの
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Fig．52　SJOl上層（南西から）

Fig・53　SJOl上層（北東から）
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はなく、土器滑の出土レベルからすると平坦な場所にいくつかのまとまりを持って拡がっている状況

である。

ところでこの土器溜にどのような遺構名を付けるのか悩んだ。「土器溜まり」、「土器溜め」、あ

るいは「祭祀土器群」などの用語を考えたが、自然作用なのか、人為的なものか、人為的とすればど

のような意図、目的なのか。不用要品としての土器の廃棄場所なのか。しかし廃棄、投棄は、ある行

為の最終の姿であることも考えられ、土器滴としての結果は、その前の行為や目的を示してくれるも

のではない。無造作に捨てられている土器も、祭りや祈りに使われたかもしれない。逆に整然と並ん

だ土器が、ただのゴミである場合もありえる。もちろん特定の土器が選ばれ、また非日常的な土器で

構成されていたり、土器に穿孔や打ち欠きなどの二次的な加工が施されていたり、さらにある一定の

行為を推測させるような出土状況であれば、意図や目的を明らかにできるであろう。

このような注意をしながら発掘作業を進め、また出土遺物の種類、器種の偏り、土器の割れ方など

さまざまな視点から整理作業を行ったが、残念ながら断定できる結果を得ることができなかった。こ

こでは「土器溜」という遺構名、およびSJという遺構略号を付けることにした。本書では別に土器

群の遺構名も用いているが、面積的に狭く、小さくまとまって出土する場合は土器群SGとした。次

にSJ01土器溜の出土遺物について記述する。

出土遺物　SJOlが200㎡を超す広い面積であることから、遺物の出土量はきわめて多い。パンコンテ

ナ（38×57cm、深さ10cm）に195箱という膨太さである。土器溜まりの原因を解明しようと現地では

その出土状況を1／20縮尺で実測し、高さを測りながら番号を付けて取り上げたが、さらに下部から

新たな土器が面的に現れてきたことから再度平面図を作成した。これをSJ01土器溜下層とし、最初

に遺物を取り上げた面を上層として区別するようにした。

Fig．54　SJO1
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Fig．55　SJOlの遺物（縮尺1／4）
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Fig－56　SJOlの遺物（縮尺1／4〉

接合や分類などの整理作業に多くの時間をかけ、できる

限り多くの遺物を実測するように努めたが、土師器42点、

石製品9点、土製紡錘車1点、鉄斧1点の計53点を図示し

たにすぎない。出土総量からするとあまりにも少なく、

SJOlの時期だけはある程度示せるものの、土器溜まりの意

味を解明するに足りる点数でないことを大いに反省している。
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Fig．57　SJOlの遺物
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20cm

Fig．58　SJOlの遺物（縮尺1／4）
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土　器　出土土器は、ここまでに紹介した例でも判るように多種多様な吉武土師器が出土している。

ここで筑前地域で見られる器種の分類、そしてそこから導き出された編年観について示しておく。この

庄内式．布留式併行期について、当地城では現時点で、久住1999編年（出典はSE01で述）がそれまで

の研究を総合的にまとめ、最も大系的に整理したものといえ、以下これに拠って述べていくが、この久

住編年の特徴は、いくつかの属性を組み合わせた型式分類や、系統や披行性の考慮、といった点にある。

この時期の北部九州には、在来系（A系）、伝統的Ⅴ様式変容系（B系）、庄内式系（C系）、布

留式系（D系）がある。結果的には「布留式系」が他を駆逐する形になるが、その過程は複雑で土器

群の様相には著しい政行性があり、集落間や集落内でも同時期に政行性が存在するので、それぞれの

系統ごとに各器種の型式組列と組み合わせを検討する必要がある。そこで、以下の解説の前提となる、

（土器の製作技術伝統としての）各「系統」の内容だけは簡単にまとめておく。

「A系技法」は代表的器種の甕でいうと、鹿部は元々一枚の平板粘土からタタキ、削り、掻き取り、

ハヶ目により丸底化し、胴部のタタキは水平か左上がりで粗いものが多く、口縁部は多くが端部に面

取りし、仕上げ横ナデは無いあるいは顕著でない、器壁の厚さも相対的に厚いものが多い、というも

ので、甕以外の器種の製作技法も上記に準じる。A系技法はこのように全体的な印象として粗雑な作

りで、同時期同集落内の住居址間で土器の「形態・法量．癖」に個性が多く見られる（特に中小集落）。

「B系技法」は、甕の鹿部は輪台充填技法でタタキの駆使とパケ・ナデで丸底化、鹿部内面は規則

的なすだれ状パケ．板ナデ、胴部内面も規則的な左やや上のハヶ目、胴部外面は畿内Ⅴ様式甕のよう

に多くは粗い右上がりタタキ、口縁部は外反形に非回転的な丁寧な横ナデ、端部は丸くおさめる・す

ぼめて終わるものが多い、というもので、B系も他の器種の製作技法は甕に準じる。B系技法も相対

的に厚いが、調整はA系よりも規則的で、胴部内面などに接合痕の残る例がよく見られる。またA系

土器同様に同時期同集落内の住居址間で形態・法量．癖に個性が多く見られる。

「C系技法」は、内面削りによる薄い器壁とタタキによる球胴傾向．尖底化の庄内甕を代表とし、左

上がりタタキが主体（大和甕系）で、口縁部に非回転的だが丁寧な横ナデが巡るものが多い、などC系

技法は他の器種も含めB系と共通する特徴が多いが微妙に異なり（例えば高杯や小型器台の接合が脚頂

部凸面の付加法、次山淳1993「布留式土器における精製器種の製作

技術」『考古学研究40－2』など）、相対的に器壁が薄く、多くは精良

な胎土で、作りが丁寧である。

「D系技法」は、出現の背景は不明である甕（北部九州型布

留式甕）や壷、高杯に見られる。回転的な横方向の調整（肩部横

パケ、口縁部横ナデ）や丸底・球胴化の技法が特徴で、久住19鱒日く、

30

Fig159　SJOlの遺物

32
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C系甕の製作技法や形態を基盤に、山陰系甕の製作技術の影響を受けて成立したもの、である。高杯

もC系に対し器形が丸みをもち、脚柱状部もエンタシス状にふくらんでいるOまた、山陰系土器の製

作技術として前述した特徴以外にも、久住Ⅱ期以降の高杯や小型器台の脚頂部内面に観察される軸芯

痕などもその影響とする説がある。C・D系技法はA・B系のような土器の「形態．法量・癖」にみ

える個性は希薄ではあるが、それでも例えば甕・壷の田縁部形態のヴァリエーションは多いなどの特

徴があり、これらから一系的な編年は困難である。また家内生産的な周辺集落では一個体で時期比定

するのも困難である。

以上が久住氏が製作技術にみられるとした「系統」の内容を簡単にまとめたものであるO雀居遺跡

では良好な吉武土師器資料は主に土器溜まりや井戸、土壌から出土している。ところでこれらの技法

のうち、D系の甕の形態的特徴は、今までの諸研究で明らかなように、比恵．那珂、博多、西新町・

藤崎といった大集落ごとにタイプ分けできることなどが言える（SEOlに先述）。さらに製作技術を

みると、前のSEOlで紹介したが大きく分けて2種類の調整方法がみられたため、そこから先ず次の

ような成形技法を考えてみた。外面下半の縦パケ調整が浅くかすれており、丁度その調整範囲に対応

するように内面指オサエ技法が施されているものを「胴下半外型作り成形技法」（1）、外面調整全体

の調整痕が明瞭でタタキ痕も全面にみられるものを「平底押出し作りタタキ成形技法」（2）である。

10次SE01資料（2～4、7－9）を例に上げると、仮に平底押出しタタキ成形技法だったとして、

なぜ乾燥時のパケ調整（当然軽いナデ状になってしまう）でタタキ成形時の痕跡が消えてしまうのか、

また条痕のないタタキ板による成形だったとして、なぜ胴外面上半部ではタタキ痕がみられるものが

あるのか、と。しかし久住氏も述べるようにD系甕の胴部形態は「小平底→尖底→丸底→下膨れ胴」

と変化する傾向にあり、仮に型作りだとしたらその段階にあたる丸底以降の形態は一定ではないか、

また実測していて胴下半形態が全く同じというものがあるのか、という疑問が残るOさらに岡山県教

委の宇垣匡雅氏が『百聞川原尾島遺跡3－岡山県埋文発掘調査報告88－』（1994）の報告の中で吉備

甕について、内面ヶズリの後に胴内面下半に密集して円形圧痕を施していること、この円形圧痕には

指頭圧痕とみるには小さすぎるものが多く、爪痕もなく、圧痕内に木目が残るものがある、器厚も胴

下半に密集する円形圧痕に応じるように底に向かって薄くなるものが多いこと、などの特徴から型作

り説を否定して、むしろ大まかな成形ののちに押出しによって胴部下半の成形を行なった、と主張し

ている○確かに内面ヶズリの後に指頭圧痕というのはおかしい。この（1）の型作りにあたる1と考えた

D系甕はこの雀居遺跡でもこのSEOl・02のものくらいで少ないO成形技法の変異型とも考えられ、

もっと総合的に考えなければならない。C系甕は平底に近い小さなレンズ底から押出し技法による丸

底へと変化する鹿部成形技法だが、この直接的系譜上のものであろう鹿部押し出し作り技法がD系甕

の成形法と考えられるのではないか。

久住氏の編年は、在来系から外来系主体へと置換変容していく過程の当該期全体を、外来系も含め

た＜様式＞としての「西新町式」として捉え、大きく2期に分けている。Ⅰ期は在来系主体で、点的

に伝統的第Ⅴ様式や庄内式が伝播・受容される時期である。Ⅱ期は庄内式系土器群から北部九州型と

もいうべき布留式類似土器群が成立し、他系統の土器群と共存しながら最終的にはそれが席捲してい

く時期である。この背景には、Ⅱ期になって地域を超えての本格的な汎列島的関係の存在することが

考えられる。成形技法でみれば、平底押出し作りタタキ成形技法が席捲する、ということになる。た

だし他の成形技法が存在してもこの時代状況からすれば不思議ではない。他の器種も同様である。

これらを考慮しながら、この10次土器溜まり遺構の吉武土師器の在り方をみていく。この土器溜

まり遺構は2両に分けられる。これらの土器は発掘時において、土器群が層的に2層に重なっている
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と判断したうえで分別したものであり、このような土器溜まりという遺構の性格上、これらの土器は

型式組列の新旧判断の根拠とすることは難しい。実際、土器溜まりⅡ面（下面）に新しい傾向を示す

形態のものが、あるいは第Ⅰ面（上面）に古い傾向を示す形態のものが若干見受けられる。しかし総

体的に観察すると、2層間の土器群の在り方に違いがみられる。2両間の土器を見比べて、その特徴

をいくつか挙げてみよう。

1．技術系統で言うと、土器溜まりⅡ面（下面）の土器は多くがB系統、次いでA系統であるが、

第Ⅰ面（上面）でもC．D系統や山陰系が存在するが、B系土器は依然として主体的な存在である。

しかし、それらB系土器の形態をみると、例えば鹿部は、第Ⅱ面では厚く突出する明確な平底を呈し

ており、一方第Ⅰ面では尖底や丸底といったものが多いというように時期差が指摘できる。下面から

弥生後期後半～久住IB期のものが、上面からは（IB期～）ⅡA期～ⅡB期に当たるものが出土。

2・下面はB系土器が多いが、それらはヴァラエティーに富む、個性的な形態のものが多いというか、

言い方を変えれば、形態が整っておらず、崩れており、バラバラのものが多い傾向にある。上面もA・

B・C・D・山陰系があるが、こちらは全体的に形態が整っている。

これらの特徴を12・13次土器溜まりの土器群と比較すると、結論を先に述べるが、時期差や傾向差、

位置関係から同一の遺構である可能性は低い。このlO次土器溜まり土器群の在り方を含めた他地点の

土器溜まりとの関係については13次土器溜まりで後述する。

ここまでに述べたことも踏まえ、出土土器の中で特筆すべき特徴をもつものを紹介しておく。2は

技法はA系だが、径1～2mmの軽石のような粗砂を最も多く含む胎土であることなどから福岡平野外

からの搬入品と思われる。3はタタキ痕のあるA系甕だが、外面調整の工具が共通と思われる。9は

典型的なB系小型甕で、胎土にアスファルトみたいな黒色砂礫（8mmの塊もある）が若干みられ、搬

入品か。11はB系甕で、内外面ともヶズリ．タタキ．接合痕も確認できないほど丁寧なナデだが、

内外面の鹿部や胴下半におそらく稲藁の茎のようなもので強く掻き取りナデた痕跡がある（ここでは「カ

キナデ」と呼ぶ）。12は典型的なB系甕だが、外面のタタキ．パケ目の工具はおそらく同じで、内

面鹿部の放射状ナデと外面上半の不規則なナデは稲藁の茎のようなものでナデている。16の甕は、

外面はストロークの短い不定方向パケ目の後に胴部上半に長めの横方向ハヶ目を施し（上半にタタキ

痕があり、肩部施文はない）、内面はケズリの後に下半に指頭圧痕、丁寧に薄く作られたD系甕である。

口線上半が若干内湾し、肩部が張らず直線的な特徴から比恵．那珂、博多遺跡的な甕と言える。17

はA系？壷で、器厚が5～10mm以上と厚く、内外面に円形黒斑がみられる。22はB系小型二重口縁

壷だが、上げ底でミガキ仕上げの後に刻目突帯が貼り付けられる。23はB系壷だが、胴部内面の仕

上げに雑なヶズリを施しており、C系の影響を受けた新しい傾向がみられる。また、外面のタタキ・

パケ目の工具はおそらく同じだろう。24・25は口縁部～肩部の回転横パケ目・横ナデ、波状ハヶ目

などから山陰地方系とも考えられ、25は胎土から搬入品の可能性もある。26は角閃石とガラスが多
註1

いという胎土から搬入品と思われる。27・28はC系小型丸底壷だが、この器種については垂藤編年

がある。27は氏分類の鉢1式、28は壷2式で、ともに西新町3式後半（久住ⅡA～ⅡB期相当）。

31は杯部と脚部を凸面付加接続しているD系高杯だが、脚頂部に新旧二つの軸芯痕がある。32のD

傾向のC系高杯にも軸芯痕があり、二つは山陰の影響だろうか。34・35は33と同じB系小型器台だが、

幾内系（精製器種B群）の形態的影響を受けたもの（B（D）系小型器台）である。ただ技法はB系で、

受部から脚部への成形も同じく充填法によるものであり、軸芯痕に見えるのは充填後の成形痕跡である。

36はB系脚付椀だが、脚内面以外は赤色顔料を塗っている。

註1重藤輝行「第5章　考察」『西新町遺跡3』福岡県文化財調査報告書第157集　2001
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■

40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　5？m「ⅴ　　　　　　　　　　　　　　　L一－！

』白田llll一一一一　　一一一■空m Fig．60SJ0－1の遺物（縮尺1／4・1／2）

37、38は小型鉢。37は右上がり、38は左上がりの太筋の螺旋タタキ成形。内面も両方とも螺旋状

の工具ナデであるようにB系の成形・整形技法が見られる。鹿部も小平底や丸底ぎみの平底でB系的

であることからB系器種と判断した。

土製品　42は投弾。長さ2．24cmで一端がやや尖り気味の楕円形。中央部の断面は1．75cmX1．79cmで正

円に近い。表面はやや摩耗し、調整痕不明043は土製の紡錘車。中央部が厚く、周縁に向かって薄

くなる。直径4．1cm。
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm
「　一　　一　　一　1！　　　　　　　　　　！

（8はS＝1／4）

Fig161SJOlの遺物（縮尺1／4・1／2）
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石製品　大量の土器に混じって各種の石製品が出土した。数量は少ないが砥石、片刃石斧、石皿、石錘、

紡錘車、十字型把頭飾がある。土器のほとんどが古墳時代の土師器であったのに対し、石製品には片

刃石斧や十字型把頭飾のように明らかに弥生時代の遺物が含まれている。

1は泥岩質の砥石。方柱形で長さ9．5cm、断面は四角形で2．25cmX180cmであるO一端は折れ、頭部

Fig．62　SJOlの遺物
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は自然面のままで丸みがある0　4面とも研ぎ面として使用され

ており、石質から中研ぎ用であろう。2は凝灰岩質の石材の揺り石。

下半分が欠損しているが、全面が滑らかで、石の微妙な形状も

ちょうど握りやすいことから揺り石とした。3は漁労具の石錘。

滑石を長めの楕円形に加工し、一端に小孔を穿ち、紐かけの溝

を刻み込んでいる。さらに中央よりやや下方の位置に頭部の孔

に対して直角の方向に開けている。この孔には紐かけの溝は見

られない。表面の加工は丁寧ではなく、小さな凹凸が目立つ。4

は粗い砂岩質の自然石に手を加えずそのまま用いた凹石である。

長方形の両端に打ち欠きがあるが、この石器の機能に必要だっ

たとは思えない。一面に細かな敵打痕があり、凹状に窪んでい

ることから凹石としたが、具体的な使用法は分からない。5の石

材はきめの細かな礫岩質である。16．70cmX18．90cmと大きく、厚

さは中央で4．10cm。両面ともなめらかにすり減っていることから

石皿とした。6は珪質頁岩の扁平片刃石斧、幅42．90cm、厚さ1．㈱cm、

刃部を欠いているが、全面に細かな研磨が加えられている。7は

円形の紡錘車。約半分がなく直径610cm、厚みは0・8cmである。両

面とも縁に沿って傷状に研磨痕が見られる。8は楕円形の自然石

を両側から磨いている。図頭部の厚さは6．60cm。砥石とするには

5cm
！　　一　　　一　　1　1　－－－1

Fig．63　SJOlの遺物

Fig164a SJOlの遺物（縮尺1／2）
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楕円形の形状が気になる。9は土器潜の間から出土した

組合せ式短剣の柄端部を飾った十字形把頭飾であるが、

装着されていた短剣そのものは出土していない。石材は

不明、239gあり、重量感がある。枕形の長楕円形の中央

左右に方形の突起を付けて十字形となるが、方形突起は

数mm出ているに過ぎない。十字に交差する上に方柱が付き、

その四隅を上下に溝状に研磨し、四つの側面を作り出し

ている。この方柱の上面は円形に加工されている。短剣

の柄端と接する下面中央部は敵打してわずかに窪んでいる。

紐擦れなど短剣把頭との装着方法を推測出来るような痕

跡は認められない。全面に丁寧な研磨加工を施しており、

かつよく整った姿をしている。十字枕部の長さは7．7cm、 Fig164b　把頭飾のスケッチ図

方形突出部の長さは4．8cm、方柱の高さは6．5cmであるO国内でも把頭飾の出土例はあるが、よく類似

しているのは朝鮮半島黄海南道信用、京畿道上読書里、息清南道秀木里出土例などが知られているO

おそらく第13次調査出土の馬鐸と同じように朝鮮半島より伝わり、弥生時代終末から古墳時代初めに

かけて祭祀行為の一つとして土器潜の中に入り込んだのだろう。

Fig．65　SJ01の遺物

P

⊂二二二：コ
0　　　　　　　　　　　　5cm一－－－－－－－－」

Rg．刷5　ミ封01の遺物（縮尺1／2）

鉄製品10は鉄斧。土器渦の中から出土したもので、特別な遺構からの出土ではない。出土時には

全面に錆が進んでいたが、福岡市埋蔵文化財センターで保存科学処理を施した。長さは11．6cm、図上

半は折り返されて柄を入れ込む袋部が作られている。身部はほぼ同じ幅で続き、中央部で幅を広げて

刃部となる。刃部は直線ではなく弧状となっているO袋部外形は4．6cmX2．6cmの楕円形で、袋部の折

り返しは完全に閉じていない。
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5・暮（方形周溝、甕棺墓）
第10次調査区では、第Ⅰ面の墓関係遺構として方形周溝と甕棺墓のそれぞれ1基がある、同じよう

な方形周溝は、第5次調査でも見つかり、さらに福岡空港南側の調整池建設地で発掘調査が継続して

いる下月隈C遺跡第6次調査でも検出され、類例は増加しつつある。しかしながら、いずれも上部が

大幅に削平されていることもあって埋葬施設があったのか、あるいはもともとないのか確認されてい

ない。したがって、いわゆる墓としての方形周溝墓とは断定できない。もし墓でなければ、別の目的

や機能を提示しなければならないが、これもいま明らかにできる資料と根拠を持たない。そこで方形

周溝墓の可能性も残しておく意味から、あえて墓の項に入れて、規模や出土遺物について記述する。

Fig．67は第10次調査区のみの墓関係遺構の配置図である。第13次調査区において甕棺墓4基が固ま

っている他は拡散して分布し、一か所に集中することはない。また弥生時代終末では甕棺墓である

SN01のようにただ1基のみが存在する。時期的には、弥生時代前期から弥生時代終末まで断続して

おり、この間墓地としての占有意識がなかったようである。
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第1号方形周溝SRO1　北拡張区

0・R31グリッドで検出した。幅

65cm、断面台形状の溝がコ字形に

延びている。この形状であれば、方

形周溝の一部と気が付くはずだが、

北拡張区の遺構の大部分が弥生時代

前期の遺構で、溝自体がピットや土

壌の間に辛うじて延びていたことな

どから、方形周溝の一部だとは迂閥

にも思わなかった。これに接して南

側を発．掘した翌年の第12次調査で、

その延長部が見つかり、互いの遺構

実測図を合成して初めて方形周溝で

あることを確認した。

Fig169　SROl実測図（縮尺1／60）

Fig．68　SROl
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全体の規模や溝の形状などについては、

第12次調査報告書で詳細に記述するこ

とにし、ここでは第10次調査の出土遺

物について報告するO

出土遺物1～8は構内のピットや溝

と重なっている土壌から出土した遺物

である。方形周溝との切り合い、先後

関係が不明なので、明らかに方形周溝

に伴う遺物というわけではない。1は

如意形言縁の弥生時代前半の甕。体部

はわずかに張りがあり、如意形の湾曲

は弱い。外面は灰褐色、内面は灰色。

胎土に1～3mm大の砂粒を含んでいる。

外面の調整は、言縁部を幅広く横ナデ

した後に左斜行の柵かなハヶ目を施し

ている。2は壷か鉢の鹿部で、わずか

に円盤状の特徴を残している。柵かな

横ミガキは内面にも及んでいることか

ら、器種は口縁が開いている鉢が適当

か。3は高杯の口縁部、口径29．8cm、

～一一一一千
5

／一′茅ヲ

二Ⅰ蔓墓室一一一一二

Fig．70　SR01の遺物（縮尺1／4）

精良土ではないが、砂粒の少ない胎土である。口縁部は厚みがあり、上面は水平ではなく、やや内側

に傾斜している。丁寧な横ナデ調整。4は口縁部の小破片。く字形に強く屈曲した内面は鈍い稜とな

っている。外面は左斜行のパケ日調整。弥生時代後期の甕。5は弥生時代中期前半の甕であるが、特

徴は言縁部である。通常の甕言縁部に比べると、異様に分厚い粘土紐が貼り付けられている。口径は

20．2cm、体部外面の調整は粗い縦パケ目。内面は右上がりのナデ、わずかにパケ目も残っている。6

は破片で、緻密な胎土が使われ、内外面とも細かな横ミガキが加えられている。美しい印象の土器で

ある。口縁部外面には、断面蒲鉾形の小さな突帯が1条巡って

いる。刻み目はない。外面に比べ内面が滑らかになっており、

甕ではなく鉢であろう。7は口径25・6cmの高杯。3と同じように

口縁上面に粘土を貼り付け、厚みのある口縁部を形作っているが、

杯部が膨らみがあり深い師部となっている。

第1号甕棺墓SNO1竪穴住居跡SCOlの南に約6m離れて埋

置されていた。弥生時代後期終末の大小2個の甕を用いた複棺

の甕棺墓である。SC01との間には、後で述べる弥生時代前期

後半頃の木棺墓SA01も並んでいる。これら時代を異にする二

つの遺構は、発掘作業面としては同一レベルで検出されたこと

から、その時代判定にやや混乱を招いた。古墳時代の竪穴住居

跡SCO1、02は、床面の高さからすると少なくとも50cm以上高

い地表から掘り込まれていたはずで、後に開田や水害などによ

0　　　　　　　　　　　　0．5m
－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

l　．　－－

Fig．71SNOl実測図（縮尺1／20）
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って激しく削平されたものの、深く掘

り込まれたために床面が残り、下部の

黒色粘質土にあった木棺墓と同一面で

確認されることになったO　なお第10次

調査では、計3基の甕棺墓が見つかり、

時期の新しい甕棺墓から順に番号を付

している。

SN01の本来の墓壙掘り込み面は、

SC01と同じような高さであったと推

測され、検出した墓壙は壙底の形状を

留めているにすぎない。この壙底に接

して大きめの甕を横たえて下棺にし、

小振りの甕を上棺にして埋置している。

大きく潰れた状況であったことから、

二つの甕の組合せ方がよく観察できな

かったが、上棺の口縁部が完全に打ち

欠かれ、互いの口径も大きく異なるこ

とから上棺を下棺に挿入する組合せ方

だったと判断した。埋置角度は26度、

埋葬方位はN－85。一Wである。上下棺

の器一高を足しても1mに満たないので、

小児が埋葬されたのであろう。

上　橋　口縁部はおそらく埋葬時に打

ち欠かれているので口径は不明O体部

最大径は35．2cm、底径約7cm、現在の

器・高は34．6cmである。器形は最大径の

位置が中位よりやや上方にあるために

下棺に比べ丸みが強い。突帯は2条あ

り、頚部屈曲部には断面三角形突帯、

体部下半に断面台形突帯を巡らしてい

る。2条とも下方に垂れ気味に横ナデ

して貼り付けているO胎土には4～5

mm大の砂粒を含んでいる。良好な焼成で、

Fig．72　SNOl下棺

Fig．73　SNOl

外面の色調は赤みを帯びた茶褐色を呈する。外面には写真

のように大きな黒斑が明瞭についている。

下　棺　口径45・6cm、底径5・8cm、器高62．1cmO胎土には小砂粒が少なめに混入している。焼成は良好で、

器面の色調は橙色がかった明るい茶色。器形は砲弾形で、体部下半は強くすぼまり丸底状の小さな鹿

部が付くO一方、体部上半は中位からほぼ垂直に上方に立ち上がり、その上端でわずかに内傾し、屈

曲してく字形の長めの口縁部となる。頚部屈曲部外面には幅広の断面台形の突帯が巡っているOその

貼り付けは力強いが粗雑で波打っているO断面台形の突帯は、体部下半にも1条巡らせているO内外

面ともハヶ目調整で、部分的にナデ消している。器形とその特徴から弥生時代後期終末とした。
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Fig．74　SNOl上下棺実測図（縮尺1／4）

2
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6．第Ⅱ面の掘り下げ

第Ⅱ面の竪穴住居跡SCOl、SC02の実測、撮影、

さらに遺物の取り上げを終えて、住居床面の掘り

下げとともに周囲でも掘り下げを行い次の遺構の

検出を試みた。前記したように竪穴住居跡の近く

には、弥生時代の甕棺墓や木棺墓もあり、さらに

グリッド27列より南側では、弥生時代前期から中

期前半の遺物を出土する多くの土壌群があり、す

でに弥生時代の遺構面が現れていることから、掘

り下げ作業は、SCOlより北側に絞った。作業は、

地面を移植鐘で数cm掘り下げては平らに削り、土

色の変化で遺構を見つけることを繰り返した。土

中には主に弥生時代の遺物が多く包含されており、

その分布からも容易に遺構の発見ができるものと

期待した。このため5m四方のグリッドをさらに

1mに区切りそれぞれに番号を付け、遺物出土状

態を細かくチェックした。この結果、黒色粘質土

層の中に微妙に灰色がかった長方形プランが4か

所で現れたO　中には異様に長いプランもあるもの

の竪穴住居跡の可能性が強いと判断し、住居跡の

仮番号SCO3～06を付けて発掘作業を進めた。竪穴

住居跡の通常の発掘方法のように土層帯を残しな

がら四壁と床面を探った。しかしながら上面で識

別した輪郭は、住居跡の壁として周囲と明確な差

がつかめず、住居内埋め土も一向に変化すること

がなく、しかも床面と確信できる柱穴もないこと

などから最終的には住居跡ではないと断定した。

引き続きこれらの長方形プランの周囲も掘り下

げたところ、住居内と同じような遺物の出土状況

であることから住居跡の可能性は限りなく否定的

になったOつまり第Ⅲ面の遺構を覆う包含層中の

Fig175　竪穴住居跡の配置図（縮尺1／200）

Fig．76　第Ⅱ面の掘り下げ作業

自然的な土色の変化に過ぎなかったものを間違っ

て掘り下げたことになるが、小グリッドで取り上げた遺物からは、逆に遺物包含層が面的な広がりの

中で均一に堆積した証左にもなるだろう。ここでは仮の住居跡番号をそのままにして、出土遺物の記

述をする。遺物のほとんどは、弥生時代前期の土器であるが、石製品や動物遺体も多く、生活の場所

を示すとともに隣接地に黒色粘質土が堆積していったことを物語るのであろう。なお土師器も数か所

でまとまって出土しており、第Ⅱ面で見落していた遺構があったのだろう。



68　第Ⅱ面の掘り下げ

SCO1、SCO2下の遺物1～40は弥生時代前期～中期の土器、41～47は古墳時代の土師器、48－54

は石製品と土製品の計54点を図示した。この他にパンコンテナで25箱の遺物が出土している。

土　器1－18は甕。うち1～7は突帯文土器。体部上半が内傾、直立、外反の三形態に分けられるが、

6、7は他と異なる。6の口径は34．6cm、体部上半は内湾しており丸みのある器形となっている。口縁

上端は平坦で、その外端に小さな断面三角形の粘土紐を貼り付け突帯としている。刻み目は、この

突帯だけではない。言縁内端を斜め上方に小さくつまみ出し、ここにも刻み目を入れている。ただ

し突帯の刻み目が右方向から均一に刻まれているのに対し、内面はいかにも不規則である。器面の

調整は内外面ともヘラ状工具で丁寧な横ナデでミガキ風であるO器形、調整法などから甕ではなく

鉢とも思えるが、外面下半に煤と思われる付着があり、また胎土も精良土ということではないので甕

としておく。7は体部上半が緩やかに外湾しており、口縁部は断面方形のままおさめている。この口

〒亘－．干ニー
1

刷冊冊湘
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Fig．77　SCO1．SCO2下の遺物（縮尺1／4）



第Ⅱ面の掘り下げ　87

縁には突帯がなく、口縁下端に直接刻み目を入れている。刻み目は菱形で、板状工具の小田部を押しつ

けたのか縦の木目痕が付いている。口径は20・4cm、精良土ではないが砂粒の少ない胎土が用いられ、内

外面とも薄い茶色となっている。10～14は如意形口縁をもつ甕。如意形の湾曲度は異なるが同じよう

に田縁下端のみに刻み目が付く010、12の如意形口縁の外面には、その整形時と思われる指頭圧痕が

横に並んでいる。11と14には、口縁部外面下には沈線が巡っている。13は口径23．2cm、体部はほぼ直立

しており、口縁部下約3．8cmに断面三角形突帯を1条貼り付け、ここにも刻み目を入れているO外面は横

ナデ、内面は横パケ目調整。14は口径23．4cmの体部に張りのある甕。器壁が厚く、その断面には外面か

ら粘土を貼り付けて成形したようである。口縁部の浅く密に入れられた刻み目には木目痕が見られる。

も1。
且
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Fig．78　SCOl・SCO2下の遺物（縮尺1／4）



郎一　第Ⅱ面の掘り下げ

15～18の3点は

L字形口縁の甕。18

以外は外面に断面三

角形突帯を1条巡ら

せる。口縁部の断面

を比較すると15は言

縁外側に断面台形の

粘土を貼り付けてお

り、17は言縁上面に

粘土板を乗せてL字

形言縁を作ってい

る。17は分厚い作り

の甕で口径31．4cm。
26 27

体部上半は直線的に　　　　　Fig．79SCO1．SCO2下の遺物

内傾し、言縁上面も内側に傾いているので強い屈曲となっている。

内外面ともに粗いハヶ目調整。

19～23は壷。22の口径は37．4cmあり、言縁端部は断面方形におさ

めている。大きさから中型壷とした。言縁部は外面にわずかながら

段が付いている。外面は横ミガキ調整。胎土には砂粒を含んでおり密ではない。焼成は良好で器面は

灰色を呈する023の胴上半部は、有軸羽状文（羽状文）で飾られている。胴部最大径は30・4cm、胴部

から頚部へは明瞭な境がなく緩やかに延びている。沈線の斬り合いから文様の順序を復元すると、ま

ず最初に上段に右斜行文を入れ、その上下に横の沈線を巡らせるO上部の沈線は頚部との境に当たる。

次に中段に左斜行文を加え、下に横沈線を巡らせる。さらに下段は逆の右斜行文とし同じように下に

沈線を入れて文様帯をまとめている。上下の沈線の中に羽状文を埋めるわけではない。24－28も胴

上半部に文様がつく破片であるが、それぞれ施文方法に特徴がある。34、35は器台。36－39は鉢。

36の体部から反転して口縁部となる。38、39は如意形の言縁で、39には刻み目がある。38の口径は

31．6cm。器面の調整は内外面とも横ミガキで、内面がより細かい。40は高杯。口径28．2cm、外面は右

上がりの細かなミガキ調整O　口縁内端に小さな段を付けて杯部としている。

41－47は吉武土師器である。41は在地系長胴

甕の口縁部と思われるが、小破片のために時期

は不明。43は器厚が薄く胎土も精良であり、小

型丸底壷（久住分類I d類、重藤分類壷5式）

である。44も薄い器厚に精良な胎土で、外反口

縁鉢（久住分類Ⅲ類、重藤分類鉢3式）で、43

．44ともに重藤西新町4式（久住ⅡC～ⅢA期

相当）あたりの時期のものだろう。46も薄い器

厚に精良胎土から精製器種の小型丸底壷の胴部

だろう。小破片で全体の器形が不明なので時期

も分らないが、調整も粗雑化しているので43．

44と同時期のものである可能性が高い。

二．

－土こ．

。－，’一
Fig．80　SCOl・SCO2下の遺物（縮尺1／4）
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5cm
！一　一　一　　　一　　　一　　1．1

▲Fig．81SCOl．SCO2下の遺物（縮尺1／2）　　　　▼Fig，82　SCOl．SCO2下の遺物

石製品　48－50は砂岩製の砥石。48は厚さ1．1cmの板状で図表面は研ぎによる

へこみが激しい。49は図右側が欠けている。2．3cmとやや厚めだが48以上に研

ぎの使い込みが著しい050は図裏面の一部を欠いている。図表面に敵打痕を

一部残しているが側面も研ぎ面として使用している。51は玄武岩製の磨製石斧。

断面は楕円形で身中央には研磨痕が残るが、大部分は敵打痕のままである。

52は黒曜石製の打製石鉄。無茎式で基部の挟りが強い。53は粘板岩製の紡錘車。

直径は5．6cm。半分が欠けているが、ほぼ均一な厚さである。

土製品　54は2・07cmの厚さをもつ紡錘車。上半が断面台形状になる。全面丁寧

なナデが施され、砂粒の露出はない。



70　第Ⅱ面の掘り下げ

SC04の遺物　SC04と仮称した長方形プランは0・P30・31グリッドに位置する。ここでも1m方眼

に区切り遺物の取り上げを行った。パンコンテナに2箱の遺物が出土したが、うち弥生土器、土師器

合わせて31点を実測した。
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Fig．83　SC04の遺物（縮尺1／4．1／2）



第Ⅱ面の掘り下げ　〃

土　器1の壷口縁は、内外面とも横方向ハヶ日佐上げで屈曲部も明瞭でなく、口縁端部も丸く収め

るのではなく面取りしているなどから在地系であろう。2の小型丸底鉢は久住Ⅱa類・重藤鉢1式で、

重藤氏の西新町3式後半（久住ⅡA～ⅡB期相当）となる。3の椀は精良土で作りも丁寧である。

4～11は突帯文土器04～10は甕口縁部。体部上半が外反、直立、内傾する3様があり、突帯の断面、

貼り付け位置などさまざまであるOまた突帯の刻み方やその工具も多様さがある。4の田縁端部は横

ナデで面取りしたような断面をしている。突帯の断面は正三角形に近く、田縁よりわずかに下に貼り

付けている。刻み日は細い板状の工具で左方向から深く切れ込んでいる。外面の調整は貝殻条痕では

なく、ヘラ状工具による粗い擦り痕が付く。内面も同様の工具で左方向へナデている。焼成はよく、

外面は赤茶色、内面は白色がかった茶色を呈する07の口縁上端は直線的に外に傾いており、接して

やや厚みのある断面三角形の突帯を貼り付けている。長方形の刻み目は左方向から深く入れられている。

体部外面は横条痕が付く。砂粒の少ない胎土で、軟質の焼成となっている。8は直立する口縁部で、

その上端は横ナデで丸みを帯びている。三角形突帯は口縁に接して貼り付けており、口縁から連続す

る傾斜となっている。刻み目は左方向から刻んでいるので、左向きの三角形となっている。外面の調

整は、体部を左上がりに擦り上げた後に、言縁下だけに横方向にナデている。9は直線的に内傾する

言縁部で外面は横条痕、内面はヘラ状工具のナデ○突帯は背の低い台形状である。11は口径17・4cm、

員殻横条痕は外面だけでなく内面にも見られる○刻み日は左向きの三角形であるがその工具は板状、

棒状とも異なり、どのような工具を使用したのかいまは分からない。

15～19は弥生時代前期中頃から後半の如意形口縁の甕018は口径24．6cm、口縁部は雑な作りで内

端は上方に小さく突出する。刻み目は田縁下端に密に刻んでいる。外面の調査は縦ハヶ目、沈線1条

が巡る。焼成は良好だが、胎土に2～3mm大の砂粒を多めに含み、内面は使用によって器面に砂粒が

露出している。19の口径は28・6cm。田縁の屈曲は弱く、内面ににぷい稜線がある。口径が割りに大きく、

体部も逆ハ字状にすぼまる器形状から甕ではなく鉢とも思えるO丸みのある刻み目は、棒状工具で口

縁に対しほぼ直角に押し当てている。外面は細かな縦ハヶ目調整。内面はナデ上げ、部分的に指頭圧

痕が見られる。20は弥生時代中期前半の甕。体部上半が内湾しながら延びていることから倒卵形の

器形となるのであろう。口縁外面に背の高い断面三角形の粘土板を接合し、横ナデを加えてL字形の

口縁部を作る。口縁部下の断面三角形突帯は、外面のタテハヶ目調整後に貼り付け、横ナデを加える。

23～26、29は壷023は小型壷の言縁部で口径14・4cm。口縁部と頚部との境には3mm幅の沈線が巡

り段になっている。口縁部は直線ではなく緩やかに外湾する。器面の調整は横ミガキで内面にその

痕跡がよく残っている。胎土は精良土が用いられ、よく締まった焼成である。25は口縁部の破片。

おそらく頚部との明瞭の境はなかったであろうO外面の化粧土が一部剥離し、調整の順序が分かる。

整形後にパケ目で器面を調整し、化粧土を塗り重ね、さらに横ミガキを加え、次に丹塗りを施して

いる。口縁内面の横ミガキは細かく丁寧である026は壷の胴上半部破片。器壁は厚みがあり、外面

にヘラ状工具で文様を付ける。羽状文であるが乱れている。27は直線的に外反している言縁外端に

粘土を貼り付け幅広い口縁部を作っている○内面は左上がりのミガキ、外面は横ナデ。広田壷であ
ろう。

28は鉢。口径31．2cm、外面は細かな横ミガキ○小砂粒が混入した胎土で、堅い焼成となっているO

内外面とも色調は灰茶色を呈する。29は壷胴部上半の文様。羽状文を5段以上に重ねている。

土製品　30は投弾。両端がわずかに尖る。全長41cm、断面は2・27cmX2・32cm。

石製品　31は黒曜石製の打製石鉄。基部は直線で先端を欠いているが二等辺三角形である。



詔，第Ⅱ面の掘り下げ

sc05の遺物　N．029・30グリッドにあり、住居跡の遺構番号を付けたが竪穴住居跡ではない。遺物

の出土は多くパンコンテナで9箱になる。このうち土器61点、石製品5点、合計伍点を実測、図化した。

1～16は突帯文土器。1は直線的に外反する言縁部の破片。突帯は小さな断面三角形で棒状の工具

を押して刻み目としている。2、3も同じように断面三角形突帯を口縁に接して貼り付けている。5の

体部上半は外傾し、言縁部には突帯がなく、そのまま刻み目を入れている。刻み目は左方向から縦

長に深く刻んでいる。精良土に近い胎土であり、焼成もよい。小破片のために言縁の傾斜が不確か

翠蓼静．　頂喝欝婆4
・
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Fig．84　SC05の遺物（縮尺1／4）



第Ⅱ面の掘り下げ　乃

だが鉢とすべきか。8は口径23・4cm。背の低い断面三角形の突帯で、口縁端よりわずかに下がって貼

り付けている。外面は横条痕ではなく右上がりのナデ調整。10の器壁は他に比べ薄手な作りである。

体部上半は内偵が強く、体部は屈曲は反転するのだろう。突帯は小さな断面三角形で、深い刻み目を

入れている。外面は黒褐色、内面は灰色である。11、12は体部で反転する甕。11は反転部に断面三

角形の突帯を貼り付けて刻み目を入れているが、反転は弱い。またこの部分は粘土紐の接合部にも当

たっていることが多いが、本例も例外でない012の屈曲部も上半の粘土を内側に乗せて言縁部へと

立ち上がっているが、さらに内側に粘土を貼り付けて補強している。外面には突帯はなく、屈曲部の

角に直接刻み目を施している。13～16は突帯文土器の甕鹿部。外底は粗く削られ条痕が付くことが

多い。14も同様であるが、外縁の張り出しが丸みがあり、また分厚い作りが他と異なる。

17～27は弥生時代前期後半の甕である。20は口径19・0cm、如意形の屈曲は弱く、口縁部の刻み目、

外面のハヶ目も見られず、また胎土も赦密であることから煮沸用とは思えない。23も26・0cmと大きい

口径で、言縁部の屈曲も弱い。口縁部の刻み目は右方向から加えており、わずかに口縁上端まで達し

ている。外面のハヶ目は細かい。27の口縁刻み目部は丸みがあり、言縁部下に沈線を1条を巡らせ

ている028～34は形状がそれぞれ異なるがL字形の口縁を持つ甕。28－30のように口径が30cm以下

のものと、31～34のように30cmを超すものに分かれる。28－31の田縁部は、断面台形の粘土板を外

面に貼り付けたもので、口縁上面が短く分厚い作りとなっている。一万、33、34は粘土板を上面に

乗せて接合したもので、幅広のL字形となっているOこの2点は口縁部が内傾し、倒卵形の体部とな

っている。35－40は甕の鹿部037以外は外底中心が凹み、体部との境は強く締まっている。縦ハヶ

目調整後に巡らしている。口径31・4cmO内外面とも茶色、外面に黒斑O

1＿一一二l一二5

一一一一一三1
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Fig・85　SC05の遺物（縮尺1／4）



9　第Ⅱ面の掘り下げ
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Fig．86　SC05の遺物（縮尺1／4）

41－54は壷。41はわずかに小砂粒を含んでいるが精良土に近い。外面の横ミガキは口縁内面まで

及ぶ。壷としたが小破片のために不確か。42の口径は10・6cm、同じように口縁端部が先丸になってい

るが、本例はきわめてわずかだが外端に小さく摘み出している。内面は細いヘラ状工具で横ミガキ、

外面は横ナデ。全面に丹塗り。胎土は精良土で堅赦な焼成である。44は口径23cm。内傾する頚部か

らそのまま外汚して口縁部となっている。器壁は頚部と同じ厚さで延びていることから頚部との境に

は段も沈線もない。外面と口縁部内面は横ミガキ、頚部内面は左斜行のパケ目調整後にナデ上げ、縦

長の指頭圧痕が並んでいる。丹塗りは内面にも垂れている。46の口径は35・2cmと大きいO頚部から口

縁部への湾曲はよく似ているが、口縁部がわずかに厚みがあり、段が認められる。内外面の横ミガキ

は効果が十分に出ていない。また胎土に砂粒が入り精良土とは言えない048は無頸壷。球形の胴部

上端を強く屈曲させて言縁部としている。口縁部は短く、かつ丸みがあるので外からは丸い帯を貼り

付けたように見える。外面の横ミガキ調整の下方にはハヶ目痕がかすかに認められる。49～51は広

口壷。50の口径は21．2cm。頚部は直線的に大きく開き、その上端に平らに粘土板を乗せ、内側の下

方から支えるように粘土を充填させ水平な口縁部を作っている。外面は風化、摩耗し調整痕が残っ

ていないが、内面のような横ミガキだったのであろう。52～54は壷の鹿部。52の底径は8・4cm、円盤

状で内外面とも滑らかな器面となっている。54は底径14・Ocmで外面に丹塗り痕が認められる。外面

はヘラ状工具でナデ上げている。内面は指で強く押さえて横ナデしている。55～59は鉢。55は口径

22．OcmO短く反転して口縁部を作る。精良土で外面は灰茶色、内面は灰黒色である。56は口径15・0
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雨一腰65

Fig．87　SC05の遺物（縮尺1／4・1／2）
Fig．88　SC05の遺物

cm。田縁部下に相対して台形状の摘みがある。基部からの長さは1・70cm、基部幅3・30cm、先端幅1．80cm、

先端の厚さ0・90cmである。体部への接合は差し込んだ後にナデを加え貼り付けている。外面の色調は

黒褐色で、胎土など他の土器と大きく異なることはない。類例は福岡県二丈町曲り田遺跡で知られて

いる。59は体部中位で鈍く屈折して長めの口縁部を作っている。口径25．8cm。60は厚さ約2cmもある

円盤状の鹿部であることから、壷ではなく鉢の鹿部だろう0

61は高時。脚部と埠部の境には三角突帯を貼り付けている。外面は全面に横ミガキ。62は器台。

石製品　石包丁（石製穂摘み具）、砥石、紡錘車などが出土した。63は石包丁の端部で、全面摩耗し、

刃部の研磨痕は見られない。64は砂岩質の砥石。六角柱でどの面も同じような頻度で研ぎ面として

使用している。65も自然石を加工することなく砥石として利用している。66、67は紡錘車。66がわ

ずか2mm程大きい。2点とも丁寧整形と加工をして、正円に近い。

SC06の遺物　SC06はN30．31グリッドにあり、SC04の西に並んでいる。南北に長い平面プランで

ある。遺物はここも多く、パンコンテナ6箱出土した。時間的に可能な限り実測に努めたが、土師器、

弥生土器、石製品を合わせて52点に止まった。



9　第Ⅱ面の掘り下げ

土　器1は外面の左上がり柵筋タタキ、内面のヶズリ、器壁は薄いなどの特徴からC系甕。一方2

は外面が右上がり太筋タタキ、内面にはらせん回りのすだれ状ハヶ目の痕跡、分厚い器壁、不安定な

がら平底、などからB系甕の鹿部。3は小型丸底器種が壷と鉢に器種分化し始めた頃の小型丸底鉢（久

住Ⅱa類・重藤鉢1式）で重藤西新町3式後半（久住ⅡA～ⅡB期相当）となる。4の高杯は杯部の

上下半がはっきり分かれ、厚い器壁で外反するなどからB系。5も同じく外反言縁、屈曲部からB系か。

もこ二1

Ⅰ苧正一主主
11　　、ⅲ　‾－1

二二一一一ア

．　こ

／－■・’ニ毒一∴

．　　　一一．

ヒ一一1－－　－－！　　　　　20pm

Fig．89　SC06の遺物（縮尺1／4）
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6－16は突帯文土器。6、7、11は体部上半が内傾し、9、10、13は直線的に開く。12はほぼ直立

している。内傾している甕は体部中位で屈曲反転する08の言縁端部の断面は丸みがあり、接して

三角形突帯を貼り付けている。外面の貝殻条痕は横ではなく右下がりである。9の口縁端部は横ナ

デで外側に強く傾斜しており、連続して下方に垂れた断面蒲鉾形の突帯を員占り付けている。刻み目

は右方向から深く切り込んでいる011は口径21．6cmO外面の横条痕は鋭く、この後に体部中位の突帯

、、24等ヨ－瑠〒「　－『 二　一．′：

＼一一一一．
＼し■±＝∃・′′30

顎。∴．・－ヒ土豪、’

組側

Fig．90　SC06の遺物（縮尺1／4．1／2）

5cm
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を貼り付けている。14～16は甕の鹿部014の鹿部外縁は外に強く張り出している分、体部への境が

よく締まった器形となっている。外鹿部はナデ調整。ややいびつな円形。

17～22の甕はよく類似した如意形言縁である。17～20の口縁部刻み目は、言縁下端のみで上端まで

に至っていない。21は口径24．2cm。刻み目は言縁部に幅広く入れているが、典型的な板付Ⅰ式土器に

比べ体部に張りはなく、砲弾形に近い。刻み目はより幅広く入れている。内外面ともに丁寧なハヶ目

調整を施している。外面は部分的にナデを加えパケ目を消している。22の口径は23・2cm、言縁部の粘

土接合が断面観察できる。強く屈曲して内面に稜が付くわけではないが、如意形と言うよりもく字形

口縁に近い。また刻み目もない。内面の屈曲部周辺には指頭圧痕が見られる。体部外面はタテパケ目

の後、口縁部下方はナデ消している。胎土には1～3mm大の砂粒が多く混入し、焼成は良好、外面は

灰黒褐色、内面は灰茶色で内面には黒班が付いている。焼成時に付いたとすると焼成方法が興味深い。

23は甕の鹿部。底径は8．4cmで平底となっている。体部内面も外面と同じ工具でハヶ目調整を行って

いるO　わずかに砂粒を含んでおり、焼成良好。外面は茶色、内面は灰黒色。

24～34は弥生時代前期～中期中頃までの壷。26は口径17．6cm。精良土ではないが、砂粒のきわめ

て少ない胎土で堅赦な焼成となっている。器面の調整はミガキ状の丁寧なナデで、外面は上下に暗文

風のミガキがほぼ等間隔で付いている。形状から壷でないかも知れない。30～32は壷の鹿部。32は

丸底に粘土を輪状に貼り付けており、高台のような鹿部となっている。33、34は広言壷。34は口径

30・Ocm、口縁上面に断面三角形の粘土板を貼り付けいわゆる鋤先状になっている。器壁も薄い作りで

全体にシャープな印象を受ける。口縁部は横ナデ、内面はミガキ状の丁寧なナデ調整を加える。

35～45はL字形口縁の甕。35、36は外への張り出しは弱く、分厚い口縁部となっている。37は体

部上半が内湾し、倒卵形の器形となっている。口縁部には極端に分厚い粘土紐を貼り付けており、異

様な口縁部となっている。38も同じように断面三角形の口縁部となっている。口縁部下方に沈線1

条を巡らせている。39は口径26．0cm体部が倒卵形であることから言縁部は内傾して、く字形に屈曲し

ている。外面は左斜行のパケ目調整だが、拓本に示したように重なって絵画のようにも見える。

46は底径27．2cmと大きい。脚裾部ではなく甕の蓋かO外面の調整は上半がパケ目、下半が横ミガキ

である。胎土にはきわめて小さな砂粒が混入している。焼成良好で内外面とも褐色を呈する。

47の口径は15・4cm。口縁部は微妙に湾曲しながら立ち上がっており、破片ではその下端で内側に屈

曲しているようである。器形不明。土師器とも考えたが、内面の横ミガキ、胎土、色調などからここ

では弥生土器としておく。

土製品．石製品　48は楕円形ではな

いので投弾と断定はできないが、紐

を通す孔もないことから垂飾品では

ないO　一部に布目状の痕跡があるO

長さ2・76cm、断面径は2・03cmX2．31cm。

49は磨製石斧O　中程から折れ、しか

も欠損が激しい。断面は扁平な凸レ

ンズ状で両側は敵打のままであるが、

欠損部以外は研磨痕が見られる。

Fig191第Ⅲ面の検出作業
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土　器　50～53はまとまって出土し

たことから別にした。50は庄内式系（C

系）甕である。外面調整は右上がりの

丁寧な細筋のタタキで、口縁部の横ナ

デも丁寧である。内面削りが頚部まで

達しており、屈曲もきつい。51は胎

土が精良ではなく、作りも内面に粘土

紐接合痕が残るように雑であることか

ら、精製器種ではない小型の壷である。

52は壷・甕類の鹿部と思われるが、

10cm

．ノ

！－－－1！　　　！

Fig．92　SC06の遺物（縮尺1／4）

器種・系統ともに不明である。内面調整はナデで、鹿部はもともと平底であったのかそれがナデて潰

れたような痕跡がある。53は弥生土器である。器壁が厚く、鹿部径も8cmと大きく、内外面に粘土

を貼付けている。弥生中期の壷鹿部であろうか。54は伝統的Ⅴ様式変容系（B系）高塀の杯部である。

杯鹿部にはB系技法である充填法（54は円板充填と思われる）が見られる。内外面調整とも磨滅し

ている（特に外面）が、外面調整としては珍しく削り痕跡が確認できる。

土器群（SG）

これまでは住居跡と間違った部分の出土遺物について述べてきた。遺物の時期差や器種の組合せな

どを度外視しその遺物の数量だけからすると、いかにも何かの遺構であったようにも思えるが、この

他の部分の掘り下げについても同様の結果であった。

黒色粘質土は下層になるにしたがいわずかに黒みが薄くなり、黒色粘質土に掘り込まれた遺構との

見分けが可能になる。後述するが古墳時代の竪穴住居跡SCOlと弥生時代前期のSC07との重なり、さ

らに黒色粘質土下の青灰色粘質土から円形溝が検出されることから、黒色粘質土層は弥生時代から古

墳時代という長い時間をかけて堆積したことになり、各時期の遺構とは別に各種の遺物も包含されて

いたということである。この黒色粘質土の掘り下げで、遺構には伴わないものの、まとまって出土し

た遺物について土器群としてその地点を示しながら記述する。なぜまとまって出土するのか、その原

田や意味こそ大事だが、生活面の広がりや生活面の標高を把握をするには無視できない。また遺物の

時期にも大きな混乱はないので一括資料としての意味は持っているO

SGO1SCOlの南東隅付近にある土器群。1・2は布留式系（D系）高杯の埠部である。特に2は内外

面とも磨滅が著しいが、1・2とも調整は雑である。ハヶ目の痕跡が明瞭に残っており、ミガキも部

分的である。3はC系小型丸底壷（久住氏分類I d類、重藤分類壷5式）であり、重藤氏の西新町4

式（久住氏のⅡC～ⅢA期相当）あたりだろう。

／　；　1　　　2

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm
！　－　－　－　－　！　　　　　　　！

Fig．93　SGOlの遺物（縮尺1／4）



80　第Ⅱ面の掘り下げ

O

L一一一1－　－！　　　　　　20cm

：－

一一二ご． 「
Fig．94　SG02の遺物（縮尺1／4）

SGO2　Q30グリッド、SKO87に接近して出土した。

土　器1、2は突帯文土器の甕。1は口径25．2cm、体部中位よりやや上方で屈曲反転する器形で、言

縁部の突帯は口縁端より下がった位置に貼り付けている。外面は横条痕で一部がナデ消し。3は口径

21・6cm、内傾する頚部から緩やかに外湾して言縁部となる。外面から言縁部内面にかけて柵かな横ミ

ガキ。外面の丹塗りは口縁部内面にも垂れている○胎土、調整など美しい土器である。5は小型壷の

胴部で最大径の位置がほぼ中位にあり、15・2cmである。器高は不明だが、張りの強い胴部である。

O

L1－　－　－！　　　　　　20cm
－

Fig．95　SG03の遺物（縮尺1／4．1／2）

0　　　　　　　　　　　5cm
」　　　　一一一⊥■一一　一　　　一　　」
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一一一ii一書iC
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Fig－96　SG04の遺物（縮尺1／4）

SGO3　Q33グリッドで出土した。弥生時

代前期後半から中期初め頃の甕6点と石

製品1点を図示した。1は口径25．8cm、如

意形の口縁屈曲は小さく短い。外面のパ

ケ目は粗く鋭い。2は口径28．0cm、張りの

ある体部である。外面の調整は斜行ハヶ目、

何度か重ねており工具の幅が分かる。3は

1と同じような口縁部で、外面のパケ目調

整後に言縁部下方に2条の沈線を巡らせ

ている04は言線外端に粘土板を貼り付け、

横ナデを加えて水平な言縁部を作っている。

石製品　7は玄武岩質の板状の石材に一部

敵打を加えるなど加工しているが、用途

不明。

Fig．97　SG05の遺物
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

Fig．98　SG05の遺物（縮尺1／4）

SGO4　P29グリッドにあり、散乱している状況であった。

土　器1は突帯文土器。反転部は強く屈曲している。突帯下方の横条痕はまばらである。2は口径

21・6cm、如意形口縁の端部断面は方形に近く、刻み日は口縁上端に達している。外面は粗いタテパケ

目の後にナデ上げて消している。3は口径29．8cmの広言壷。頚部は口縁部近くで急に大きく開いているO

その端部に断面三角形の粘土を貼り付け幅広の言縁部を作っている。4は口径28・Ocmの甕の蓋、外面

はハヶ目調整。内面端部に煤？が付着している05は壷の胴部O最大径は48・4cmで、中位より上方に

ある。外面はミガキを加えている。

20cm

Fig．99　SG06の遺物（縮尺1／4）
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一一二二二一二二一一二〒

Fig．100　SG07の遺物（縮尺1／4）

SGO5　P32グリッドにある。

1は潰れた状態で出土したが写真のように足りない破片もあるが、ほぼ完形品に復元できた。口径

25・9cm、器高26・2cm。全体に膨らみがある器形で、突帯は口縁部より下に貼り付けられているが、言

縁部と同様に波打っている。刻み目は左方向から鋭く入れている。2は板付Ⅱ式の甕で鹿部に小孔が

ある。口径20・7cm、器高30．3cmO体部に張りはなく細身の器形となっている。

SGO6　　R25グリッド、SKO76の西側で出土した。

1－3は壷、4、5は甕鹿部。1は接合復元した壷。口径17．2cm、器高37．8cm、胴部の最大径32・2cm、底

径10・2cm。長く延びた胴部上半と頚部に沈線で文様を描いている。

SGO7　土壌SKO32とSK123のに位置し、分散している。このうち実測可能な刃破片7点を実測、図

示した。1は突帯文土器の甕。鹿部を欠いているがほぼ全形を想像することができる。口径22．0cm、

推定器高28．8cm。よく整った器形で、体部反転は中位よりかなり上にある。突帯は口縁端部よりわず

かに下がって1条貼り付け、左斜行の刻み目を入れている。内外面の全面を横条痕で調整している。

2は如意形口縁部をもつ甕。体部上方に突帯を巡らせ、口縁部とともに刻み目を施している。3は突

帯文土器の甕鹿部。外面は横条痕、内面はヘラ状工具による左上がりのナデ上げ。外底は削り状の擦

痕があり、わずかに上げ底気味。ただし外端部の張り出しはない。4、5は弥生土器の甕鹿部。どち

らも上げ底。6、7は広口壷の口縁部破片。2点とも大きく外開きする頸部の上端に粘土板を水平に

貼り付けて幅広の口縁部を作っている。口径は6が30．0cm、7が44．2cm。7の口縁部には、外端上下だ

けでなく、内端にも刻み目を加えている。内面の8は器台、底径12・2cm。

SGO8　P28グリッドにあり、長軸約1mの楕円の中にまとまっている。いずれも破片ばかりで

接合完形品になるものはないO写真のように木棺墓SAOlの西側に隣接しており、木棺墓が掘り込
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Fig．101SG08の遺物（縮尺1／4）

－－一－一l－l

まれた土層内とも見えて、木

棺墓の時期が古いようにも見

える。しかし、木棺墓自体が

削平されていることを考慮す

ると、削平後の土器群とも考

えられ、直ちに先後関係を決

めることはできないが、これ

らの土器の時期と大きな差は

ないと推測している01－3は

甕、1、2の言縁部は如意形

で下端にだけ刻み日を施して

Fig・102　遺物出土状況
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1

いる。口径は23．4cmと25．6cm。外面調整は丁寧な1に

比べ、2は粗雑である。3は断面三角形の粘土紐を

貼り付け、口縁部下方にも三角形突帯を1条巡らせ

ているO　口径24・OcmO4～9は壷、4は口径18・2cm、

内湾しながら延びた頚部上端外側に粘土紐を貼り付け、

一層夕再考する口縁部を作っている。その境は明瞭な段

杵。
Fig．103　SG09の遺物（縮尺1／4）

になっている。5、6は胴上半部の文様。破片のために傾きが不正確だが、同じように二枚貝を使っ

て多重弧文を連続させている。7は壷の胴部と鹿部、同一個体と思われるが、接合しているわけでは

ない。胴部はその最大径の位置が中位よりわずかに上方にあり、さらにその上方に文様をヘラ状工具

で措いている。まず頚部との境に2状の沈線を巡らせ、その下方に四重の連弧文を、沈線より上方の

頚部には縦の羽状文？を加えている。外面の調整は文様より鹿部にかけて横ミガキ。8、9は口径46

cmを超す大型壷。どちらも口縁外端に刻み目。

SGO9　P27グリッドにあり、3点を図示した。1はL字形口縁の甕、口径30・2cm。口縁部下でやや締

まっているが、砲弾形に近い器形である。外面は丁寧な縦パケ目。内面の鹿部付近は指頭圧痕が2段

にわたって付いている。2は甕の上げ底の鹿部。厚みがあるが鹿部外縁への張り出しはない。3は器台。

軸がやや傾いているが、丁寧な調整をしている。

SG10　P27グリッドの南寄りにある。1は壷鹿部。平底であるが微妙な凹凸があるO底径8．0cm、胎

土は1mm大の砂粒を多く含んでいる。外面は粗いナデ調整、外鹿部にかけて黒斑がつく。2～5は甕0

2の口径は18．4cm。如意形口縁部の刻み目は上端まで達しているが、浅く間隔も不規則である。また

外面のパケ目は粗く、器壁も均一差を欠き、粗雑な印象を受ける03の口縁部は分厚い作りのL字形で、

体部上半の内傾が強いことから倒卵形の器形となるのだろう。口径は25・2cm。外面の縦パケ目調整は、

口縁部下が粗く2種の工具を使い分けている。4、5は甕鹿部。4は上げ底で厚みがあり、底径7．8cmと

小さな作りである。5は鹿部は6．8×6．2cmの楕円形で蛇の目のように周縁を残し中央部がわずかに凹ん

でいる。体部との境は括れずに直線的に延びているO

SG11027グリッドの南西隅に当たる。数点だけなので土器群と呼ぶにはふさわしくない01は壷の

頚部破片。胎土には砂粒がほとんどなく、焼成もよい。外面の色調は赤茶色、内面は灰色。

SG12　SKO18の西側周辺で出土した。うち1～6の甕、7の壷、8の鉢、計8点を実測、図示した。

1－4も甕は如意形口縁を持つがいずれも短く屈曲も弱い。1の口径は17・Ocm、口縁部下に細くて浅

い沈腺1条を巡らせている。外面の調整はパケ目ではなく、ヘラ状工具による真上方向のナデ上げO

内面には対応するように指頭圧痕が見られる。2は体部上半が内側に傾いているがその外側に粘土

を貼り付けて厚みを加え、その境には刻み目を入れている。ハヶ目調整の工具は粗く、2度重ねをし
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Fig，104　SG10～SG13の遺物（縮尺1／4）

ていない。3はきわめて短い如意形言縁で、口径は212cmO言縁部の刻み目は棒状の工具を使い丸

みのある六角形をしている。4の体部はやや外開きとなり口径も25．4cmと大きい。口縁の刻み目は

左方向より加えられており、小さく、また間隔がある。5、6は甕鹿部。6には、焼成後に穿った径

約1．7cmの小孔がある。甑として使用したのか。外面はヘラ状工具によるナデ上げ調整07は壷の底
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Fig．105　SG14の遺物（縮尺1／4）

部、径は11・4cm。胎土は砂粒が少ないがきめが粗い。8は口径18．6cmの鉢。体部から反転して口縁部を

作り、端部はさらに小さく外湾する。精良土が用いられ堅赦な焼成である。内外面とも須恵器のよう

な色調となっている。外面は摩耗しているが、内面は横ミガキ調整。

SG13　028グリッドの南寄りで集中して出土した。1～2は肥厚して短いL字形口縁の甕。口縁部上

面は2は水平だが、1は外側に傾き、下方に垂れている03は上げ底の甕鹿部。4は器台。1mm大の砂

粒が多いが胎土は密。

SG14　北拡張区の031グリッドで出土した遺物を一括した。群としてまとまりがあるわけではないが、

1点ごと出土位置を記録しながら取り上げている。1～4は甕。1は口径19．8cm、器壁の薄い作りで、

口縁部は強く屈曲し、水平に長い作りである。その下端に細かな刻み目を加えている。口縁部内面は

横パケ目、体部外面は縦パケ目調整。胎土に小砂粒多く、灰色の色調を呈する。

2～4の3点はL字形口縁の甕。2、3は口縁部上面が内傾し、体部上半も内側に傾いていることから

く字形に近い。口径は2が25．4cm、3が28．6cmを測る。どちらも口縁部下に断面三角形突帯を貼り付け、

横ナデを加えている。4は30・8cmと大きめの口径O断面台形の粘土板を貼り付けて口縁部を作っている。

内端部は横パケ目で微妙に凹んでいる。外面は縦パケ目の後にナデている。5は器台、外面は不明瞭

ながら柵かなハヶ目が施されている。6は壷の鹿部。底径6．6cm。胎土には1mm大の砂粒を含み、特に

精良土と言うことではない。内外面ともナデ調整。外面は滑らかである。

SG15　この3点は031グリッドで出土した01は口径21．6cmの突帯文土器の甕。断面蒲鉾形の突帯

には、真上から細い断面方形の工具を用いて左斜行の刻み目を密に入れている。外面は横条痕では

ノ／3

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

Fig．106　SG15の遺物（縮尺1／4）
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Fig1107　第Ⅱ面掘り下げの遺物（縮尺1／4）

なくナデ調整。内面はヘラ状工具の横ナデで特徴的である。言縁部は水平ではなく、波打っている。

2、3は壷。2は精良土を用いて堅赦な焼成をしているO内外面とも縦ハヶ目の後に細かな横ミガキを

加え、さらに丹塗りを施している。3は球形の胴部に内傾する頚部が付いている。胴部最大径は21．4cm。

胴部の中位に当たるのだろう。頚部への移行部には、沈線を入れて明確な境を表示している。外面は

細かな横ミガキで光沢が出ている。胴部内面は右上がりのナデ調整。

その他の遺物

これまで竪穴住居跡と予想した範囲で出土した遺物、及び第Ⅲ面で遺構には伴わないものの群とし

てまとまりがあるものについて記述してきたが、これらに属さない遺物も多い。中には第Ⅱ面の掘り
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Fig．108　第［面掘り下げの遺物（縮尺1／4）

残しや撹乱などによって古墳時代や弥生時代後期の遺物も含まれているが、数量的にはきわめてわず

かであり、突帯文土器と弥生時代前期の土器が大部分を占めている。特に目立ったのが石製品の多さ

であるが、黒色粘質土の下層に近づくほど弥生前期に絞られ、その時期の遺構検出に期待が高まった。

1－7、12は突帯文土器O体部の反転、体部上半部の傾き、さらに突帯の貼り付け位置、刻み目の

付け方などによっていくつかに分類ができるが、突帯文土器の通常の特徴と言うことができる08か

ら11は如意形言縁を持つ弥生時代前期の甕。口縁下端に刻み目を加える013は倒卵形体部の甕、

弥生時代中期014～16は壷。14は胴上半部の小破片。断面三角形の粘土紐を貼り付け文様としてい
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20cm

Fig11。9　第Ⅱ面掘り下げの遺物（縮尺1／4．1／2）

る。おそらく土壌SK024出土の壷のような二重連弧

文と思われる。16は胴部から頚部にかけての破片。

その境は明瞭でなく、その移行部下方に三重の連

弧文を細い沈線で措いている017は胴部上半を欠

いて全形を知り得ないが、器形から弥生時代後期

の甕と分かるO鹿部は丸底に近く、胴部中位と鹿

部との間に断面台形の突帯を1条貼り付けている。

18は弥生時代中期広口壷の口縁部。上面に2列の

貼り付け文がある。19、20は高杯の脚柱部。杯部

との境に断面三角形の突帯を貼り付けている021

－26は鉢。21－23は深鉢で40cm前後の広い口縁部

は如意形に外湾してい

る。24は言縁部下に三

日月状の突起を貼り付け

ている。おそらく相対す

る位置にもあったのだろ

う。復元口径は18・2cm。

突起は小さく取っ手とし

ての機能は弱い。25、

26は方形浅鉢－の口縁部O

小片のために傾きは不正

⊂Ⅱ⊃

Fig．110　第Ⅱ面掘り下げの遺物

rh机
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0　　　　　　　　　　　10cm
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Fig1111第Ⅲ面掘り下げの遺物（縮尺1／4）
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確であるが、大きく開く器形。2点とも内面にわずかながら段がある。27は投弾。28は本体から剥

離した注口。29は土製の紡錘車。直径4．33cm。30は焼きがやや甘い須恵器高台付椀である。高台は屈

曲部に貼り付けている。32、33はC系加飾二重口縁壷の胴部片だろう。34はC系小型器台である。

脚頂部内面の凹みは軸芯痕ではなく成形時の痕跡だろう。久住ⅡC期以降に見られる形態である。

35．36は小型丸底壷だが、35は横ナデ仕上げ、36も精良胎土でなく器壁もやや厚い。

石製品　打製石鉄、磨製石鉄、磨製石剣、石包丁（石製品穂摘み具）、扁平片刃石斧、方柱状片刃石斧、

太形蛤刃石斧、砥石、紡錘車など豊富な種類の石製品が出土しており、図化不可能な小片や剥片を除

くほとんどの石製品を実測している。1～20は黒曜石製の打製石鉄。1は凹基無茎式02－16は二等辺

三角形で、基部がわずかに凹んでいる。13は主要剥片面を残している。16は出土石鉄の中では大型で、

基部の幅が広い。17～20は、柳葉状の細身の石鉄で基部の作りが多様である。20は弱い凹基状で長

さ4．6cm。21～26は磨製石鉄。21は柳葉状で両端を欠いているが22のように有茎式だったのだろう。

断面は扁平な菱形で、柵かな研ぎ出しによって両面とも明瞭な鏑が通っている。22も同じような長

手の柳葉状で茎を持つ。関は、身に対して直角ではなく緩やかに湾曲して茎になっている。ただし

左右対称ではなく、精巧な作りではない。茎も雑な加工で身からの鏑もとぎれている。再加工品の

可能性もある023は全体に剥離が進んでいるが、丸みのある二等辺三角形の磨製石鉄。24の身の断

面は薄い菱形で、その分鋭利な作りとなっている。切っ先と基部を欠いているが、基部近くの両側

に小孔のような加工が認められる。これを図では逆刺のように示したが、類例に乏しくやや無理で

あろう。25は大型の有茎式で全面が風化し、研磨痕は不明。切っ先から茎までの全長は9．95cm、関

部が身の最大幅になっており2．8cmである。側辺の刃部は労面から研ぎ出されているが鏑はない026

は先端を失っているが、側辺のカーブからではなく磨製石鉄としておく。風化で研磨痕が残っていな

！
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Fig．112　第Ⅱ面掘り下げの遺物（縮尺1／2）
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い。27～29は磨製石剣、破片のために全形不明。27は身の一部、断面は鏑を持つ菱形。風化で

研磨痕は観察できない。28は身の一部。幅3．5cm、鏑部での厚さは0・7cm。29の身はやや厚みがあり、

直線的な菱形にはなっていない。石材は輝線凝灰岩のような小豆色をしている。30は大型の石包丁。

もともと石包丁という用語は、穂摘み具と考えられるので紛らわしく不適切であるが、30はとて

も穂摘み具とは思えない重量と大きさである。遺構に伴わず出土した。半月形外湾刃式で上辺（背）

長は25・95cm。全体に風化、剥離していることもあって刃部は鈍い。身に紐通しの小孔はなく、

上辺両側の決りを利用して手に固定する板枠とか紐などの装置が組み合わさったのだろう。そ

5cm」一

Fig．113　第Ⅱ面掘り下げの遺物（縮尺1／2）

30

Fig．114　第Ⅱ面掘り下げの遺物
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0　　　　　　　　　　　　5cm
l　　一　一一

れにしても、その用途、着装法

を知りたいものである031は著

しく破損しているが、2個の小

孔が残っていることから石包丁

とした。小孔は両面から穿たれ

ており、その間隔は32cmである。

32－36は扁平片刃石斧。身幅

が狭く石のみの呼び名にふさわ

しいものと、37、38のように

幅広の2種がある。39～45は

方柱状片刃石斧。方柱状の断面

であるが決りはない。42～45

はいずれも頭部を欠いているが、

断面は長方形に近い蒲鉾形であ

る。42～44の刃部が両面から

断面三角形状に研磨されるてい

るのに対し、45は、一方が直線

的な研磨となっている。42～

44はやや軟質の灰緑色頁岩、

45は硬質の黒灰色頁岩である。

46－52は太形蛤刃石斧。7点

の石斧には、断面が円形で重厚

なものと、断面が扇平な円形の

2種がある。また頭部が丸みの

あるもの（46、48～51）や直線

Fig．115　第Ⅱ面掘り下げの遺物（縮尺1／2）

Fig．116　第Ⅱ面掘り下げの遺物
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Fig．117　第Ⅱ面掘り下げの遺物（縮尺1／2）

41 39

Fig．118　第Ⅱ面掘り下げの遺物
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36
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Fig1119　第Ⅱ面掘り下げの遺物（縮尺1／2）

44

Fig・120　第Ⅱ面掘り下げの遺物



銚；第Ⅱ面の掘り下げ

46

5cm
L一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

Fig．121第Ⅱ面掘り下げの遺物（縮尺1／2）
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50

Fig．122　第Ⅱ面掘り下げの遺物

に近いもの、さらに側辺が平行なもの（47、52）と刃部に向かって拡が

るものがある。53～60は砥石。研ぎ面や研磨痕があることから砥石と

したが、54、56、57、59は別の用途も考えるべきであろう。53は砂岩

質の丸石を蔽打して整え、その一端を両面から研いでいる。研ぎ面が短
48
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Fig1123　第Ⅱ面掘り下げの遺物（縮尺1／2）

5cm

く果たして砥石として機能していたのか疑問である054は茎のようにすぼまっていることから握り

部という機能か。56、57は全面に研磨痕があり片刃石斧の可能性も検討したが断面が長方形に近い

ことから砥石とした。ただし57の研磨痕は一定方向ではない。59は長方形の扇平な板材の全面に研

磨痕がある。側辺に両側から小さな切れ込みがあり、一端も人頭形に加工しているO紐擦れ痕はない
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▲Fig．124　第Ⅲ面掘り下げの遺物（縮尺1／2）

▼Fig．125　第Ⅱ面掘り下げの遺物

58　　　　　　54 55　　　　　　57

がおそらく紐で結び垂下したのであろう。あるいは漁網、釣り糸などの連結部とも考えられる。60

も同じように砂岩質の丸石に蔽打を加え、全面を研ぎだしている。図下部にかすかに赤色となってい

るが、顔料などの分析はしていない。61は打製石斧。61は玄武岩質の石材で階段状に剥離している。

図裏面は大きく欠けており、未製品だろう。その形状からここでは打製石斧としておく。長さ12・5cm、

最大幅8・15cm。、紡錘車は5点が出土した。やや大きさに違いがあるが、滑石製の石材を丁寧に加工し

ている。68は用途不明。頭部が摘み状の加工がある。掻器のような用途とすると特別な刃部がない。

69は剥離片。表面は細かな研磨があり、小孔らしきものがあることからすると垂飾品か。70は滑石

で未製品。湾曲気味のその形状からすると勾玉を目指していたのか。



100　第Ⅱ面の掘り下げ

青鋼製品　貸泉と鋤先が第Ⅲ面の遺構検出作業時に出土した。どちらも遺構から出土したのではない。

貨　泉　028グリッド、第Ⅲ面の遺構検出作業で発見した。周辺部が欠け、錆化も進行しているが鋳

込まれた貨泉の文字は明瞭に残っている。次の出土遺跡一覧表のように福岡市内では7例日である。

貨泉は中国後漠14年（天鳳1）初鋳で、鋳造期間が短く年代決定の資料として重要であるが、今回共

伴遺物がないことが惜しまれる。

青鋼製鋤先　出土はP27グリッド、第Ⅲ面の遺構検出作業で出土した。幅8．8cm、高さ6．5cm、袋部の厚

さ1．3cm。刃部が直線でその両端は丸みがあるが、U字形というよりもっ字形に近い形状をしている。

濃い小豆色に変色はしているが、湯バリは鋳上がりのまま残るなど、保存状態はきわめて良好である。

刃部から身にかけて垂直方向の細かな傷が認められる。

福岡市内貨泉出土地名表
（福岡市埋蔵文化財センター作成）

遺　 跡　 名 調査番号 出土遺構 報告書　　 その他

吉塚遺跡
第 1 次

堅粕遺跡
第 1 次

86 20

8 823

8 963

8 963

9435

9766

9609

6 － 1 F

撹 乱除去 中

井側

SD Ol最 下層

1 面掘 り下げ

第Ⅲ面

第20 2集

第27 4集

博多遺跡群
第62次

博多遺跡群
第62次

第3 97集　 中世混入

第3 97集

雀居遺跡
第 7 次

博多遺跡群
第 10 4次

雀居遺跡
第 10次

第635集　 古墳前期

第594集　 中世混入

第746集

P

O　　　　　　　　　　　　5cmL一
Fig．126　第Ⅱ面掘り下げの遺物（縮尺1／2）

2

Fig1127　第Ⅱ面掘り下げの遺物
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第5節　第Ⅲ面（弥生時代中期～前期）の調査

11概　要
黒色粘質土を掘り下げると土器、石製晶をはじめとする各種多様な遺物が出土し、これらが弥生時

代中期中頃～弥生時代前期や突帯文土器期が大部分を占めるようになることから、この時期の遺構が

存在する確信を持ち、慎重に発掘作業を進めた。黒色粘質土の下層はその下の青灰色粘質土の影響か

らかわずかに灰色気味となり、遺構の漆黒色の埋め土とは区別が容易となる。後述するが青灰色粘質

土は、雀居遺跡第10次調査区の基盤、地山であるが、水平に堆積しているわけではなく起伏がある。

またグリッド25ラインを境にして南側は青灰色粘質土が途絶え砂層が堆積している。このため実際の

発掘作業は平面的な遺構検出を行うので、第Ⅱ面遺構の直下に現れたり、ある程度の深さで検出され

る場合もある。遺構配置図作成では第Ⅱ面と第Ⅲ面の時期の異なる遺構が同一平面図に記録されるこ

とになりやや混乱を生じた。先にも述べたように資料整理の過程で選り分けている。この結果、第Ⅲ

面の遺構としては、竪穴住居跡2軒、甕棺墓2基、木棺墓、土壌墓を各1基、土壌とピット多数を検

出した。ピットの中には桂根と思われるものがあるが、竪穴住居跡、あるいは掘立柱建物としてはつ

かめなかったO　これら遺構は、全面に展開しているのではなく、北拡張区とグリッド28ラインより南

側に集中し、その間は希薄となっている。また竪穴住居跡、溝、方形プランの土壌などは南北のグリ

ッド線に対し約45度の方向を示しており、ある種の規制があったことを伺わせ興味深い。この方向性

は第13次調査区でも共通しているようである。

Fig1128　第Ⅲ面遺構発掘作業
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戦士ユニ’い．，ニー∴箪嵐組

齢払　・．　■．Ⅰ一、・一一一音
域憲一斗、、－き、一一‾t’為

笠／ご∴一∴・－∴′∴．「＼．
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軍．一一l－．－ii一一一連一・一，1；一一一二果芦－吏這這
Fig．130　第Ⅲ面遺構



竪穴住居跡1α1

21竪穴住居跡（SC）
第7号竪穴住居跡SCO7　弥生時代前期の竪穴住居跡としては、雀居遺跡の全次数を通して唯一の発

見である。0・P29・30グリッドにあり、第Ⅱ面古墳時代前期の竪穴住居跡SCOlの下部に当たる。壁

の高さはわずか5cm前後しか残っ

ていないが、よく整った方形プラ

ンであることから竪穴住居跡とした。

四つの壁の長さは、北壁340cm、南

壁333cm、東壁357cm、西壁345cmな

ので、床面積は約11．8㎡となるO　四

壁ともほぼ直線で、南東コーナー

だけが丸みがある。床面には数個

のピットと浅い凹みがあり、本来

この竪穴住居跡に伴うものか判断

する必要があるが、ピットは不規

則な配置である。やや強引だが、

東壁に接したPlと東西軸上にある

P2が主柱穴かO　ただ2個とも床面

から20cm足らずの深さしかない。

むしろPlは屋内土壌の可能性がある。

なお両壁は円形溝S13を切っている。 Fig．131SCO7実測図（縮尺1／60）？．　一）一　一　2rl

Fig．132　SCO7（北西から）



104　竪穴住居跡

出土遺物　床面に摸して出土したものはなく、すべて住居内の埋め土から出土した。

土　器　1－5は突帯文土器の甕。4は口径22．0cm、体部中位で反転し、大きく開いて言緑部となる。

6、7は甕の鹿部。7の外底には木葉の圧痕がある。8～12は弥生前期後半の甕。13は甕言縁部下の突帯、

右から刻み目を入れている。14、15は粘土紐を外側に貼り付けてL字形の田縁部を持つ甕、16、17

はその鹿部で弥生時代前期前半の城ノ越式。18－22は壷。18の外面は横ミガキの後に丹塗り。21、

22ともに鹿部は円盤状ではない。

以上の遺物のうち時期の新しい14、15は埋め土の上部から出土していることから、本住居跡の時

期は、弥生時代前期中頃から後半とした。

甕文一

、一一．　　　．－

Fig．133　SC07の遺物（縮尺1／4・1／2）

20cm



竪穴住居跡1α5

第8号竪穴住居跡SCO8　N25グリッドで検出した。ちょうど青灰色粘質土が途切れる場所に当たる。

この青灰色粘質土上に遺構が集中していることから、生活空間の南限に位置していることになる。大

半が発掘区外に出て全体の4分の1程の検出にすぎず、床面は凹凸が激しく、しかも壁も直線的では

なく、かつ壁立ちも明瞭でないことから住居跡とするには躊躇したが、方形のプランは他の土壌には

なく、SC07とも方向がほぼ同様であることなどから住居跡とした。南西コーナーだけの検出で壁の

長さを測定することはできないO　コーナー

は丸みがある。床面には多くのピットが残

っているOすべてがSC08に伴うとは思え

ないが、選り分けることは困難。壁溝や屋

内土壌など付属する施設は別にない。時期

の判断は難しいが、住居方向などから

SC07とほぼ同じと推定しておく。

出土遺物　SC07と同じように床面に貼り

付いた状況で出土した遺物はなく、すべて

埋め土出土。

土　器　　突帯文土器から弥生時代中期ま

での土器を含む。1、2は突帯文土器。3、

4は如意形口縁の甕。5のし字形口縁の上面

は内傾し、横ナデで凹んでいる。

H＝4－60m

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m
！一　一　1　　1　　　－　　　　－　　　－！

Fig．134　SCO8実測図（縮尺1／60）

Fig．135　SCO8（南東から）
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▲Fig．136SC08の遺物（縮尺1／4．1／2）告一一1一　一！　　　　20pm

6、7は広口壷の田縁部。6の口径は30．6cm。幅広で水平な田縁部を作っている。

7の言縁部外端には刻み目が入る。8は小型の鉢。分厚い作りの口縁部は外側

に小さく張り出している。体部中程に細い断面三角形突帯を1条巡らせる。9

は器台。外面は縦パケ目、内面にはシポリ痕が残る。

石製品10は茎を持つ磨製石鉄。身の断面は凸レンズ状で鏑は両面ともない。

く．－、ミ′′謡謡一ノー．

5cm

澹

L一

Fig．137

SC08の遺物（縮尺1／2）

31墓（甕棺墓、木棺墓、土壙墓）

第Ⅱ面の甕棺墓SN01に続いて第Ⅲ面では、甕棺墓、木棺墓、土壌墓各1基を検出し、さらに土壌

に投棄したかのような状態で埋葬された人骨が1体あった。これらは生活空間から切り離して一定の

範囲を確保したようには見えないので墓地と呼ぶことはできないが、現代人の視覚的な判断に過ぎず、

弥生人の意識、意図までは具体的につかんでいるわけではない。ここでは一定の範囲ということでは

なく、人を手厚く埋葬したという意味で、甕棺墓、木棺墓、土壌墓を一括して墓地と呼んでいる。

第3号甕棺墓SNO3　025グリッドの土壌SKO18－④内にある。後述しているように他の土壌のほとん

どが自然の窪みと思われるのに対し、SK018－④は整った隅丸長方形プランでほぼ直に掘り込まれて

いることから、人工的な土壌と判断した。多量の土器が出土し、おそらく生活不用品の廃棄場所とし

て使用されたのだろう。

人骨は、土壌の南端部に片寄った位置で甕の破片の上に潰れた状態で出てきた。近くに動物骨が出て

いることもあって最初は動物骨と思ったが、清掃すると小さいながらも香椎や四肢骨など1体分が揃い、

その頭蓋骨から人骨と判断した。このため九州大学大学院中橋孝博教授に取り上げを依頼した。さっそ

く金宰賢助手と大学院生の大森円さんが派遣され、人骨の出土状況の実測、取り上げに当たっていただ

いた。第12次、第13次調査でも人骨が出土し、合わせて分析研究の報告をお願いし、その結果を別冊に

掲載する事ができた。この人骨の出土状況について、金助手と大森さんの実測図所見の概略を記す。

1・顔は東側を向き、左側頭骨を上にして横たわる。

2．右手は上腕骨だけの出土で不明だが、左は尺骨が肋骨の上に乗っていること、その位置から見て
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－Fig．138

SNO3実測図
（縮尺1／20）

Fig．139一
SN03の遺物
（縮尺1／4）

H＝4・421m

0　　　　　　　　　　　　　0．5m
L　　　一一　一　　　一　　、　！

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

曲げていたと考えられる。

3・足は右足の状況から見て折り曲げていたと思われる。

4・四肢骨は外れ、歯は出土していない。

5．人骨の下に甕の口辺部があるためこれに入れて埋葬した

可能性がある。

中橋教授の報告では、人骨は生後間もない乳児（0～6月）と見なされている。下の甕に納めるこ

とは無理ではなく、甕棺墓の遺構名を付けたが、果たして埋葬という意識があったのか、あるいは不

用品の土器等と一緒だったのか、当時の葬送や死生観を知る上で重要な資料である。

1は人骨の下の甕。口径22．6cm。砲弾形の体部は、上方でわずかにすぼまり、器壁は微妙な凹凸が

ある。口縁部は断面台形状の粘土を貼り付けており、短いL字形となり、いわゆる亀ノ車甲式の特徴を

持っている。刻み目は板状工具で右に傾けて入れており、板状工具の小口の木目が残っている。調整
r．

は外面は板状工具によるナデ上げ、口縁部内面は粗い横ナデ、突帯貼り付けに伴う指頭圧痕が横に並

んでいる。焼成も良好。外面は黒灰色、内面は灰茶色を呈する。弥生時代前期後半。

Fig．140　SN03の人骨
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0　　　　　　　　　　　　0・5m
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
－　　　　　　　　　－一　　　　　　　　　－－　　　　　　　　　－1　　　　　　　　　－一　　　　　　　　　－

Fig．141SNO2実測図（縮尺1／20）

第2号甕棺墓SNO2　P31グリッドに

あり、他の墓と離れて位置している。

長さ55cmの楕円形の墓壙に日常使っ

ていた大小の2個の甕を合わせ言に

して埋置した小児用の甕棺墓である。

埋置方位はN－85－W。埋置角は5

度検出時には両方の口縁部は離れて

いたが、元は接口式だったのだろう。

目張りの粘土はなく人骨は残ってい

ない。

上　帽　後世の削平で鹿部を失って

いるが、復元器高は3血Ⅶ、口径独m。

口縁部はL字形で内端は小さく突き

出し、丁寧な横ナデを加える。外面

は縦パケ目。口縁部に黒斑があり、

わずかだが赤色顔料が認められる。

胎土は精良土に近い。

下　棺　同じようにL字形の口縁部

をもつ甕。口径34・Ocm、器高34・8cm底

径7．早CmO口径と器高が1：1でよく
．

整った器形をしている。鹿部中央は

凹輿、内面は同心円状に左方向に指
、－lミ

で押さえている。外面の調整はパケ目、

内面は押さえ気味のナデ。胎土は上

棺と同じように1mm大の砂粒を含む

が精良土に近い。焼成はよく、内外

面とも橙色がかった茶色となっている。

Fig．142　SNO2

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm
！　－　－　1　－　！　　　　　　　！

Fig．143　SN02の遺物（縮尺1／4）
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第1号木棺墓SAOI P28グリッド南西隅に位置し、竪穴住居跡SCOlの南西2．2mに当たる。また弥生

時代後期の甕棺墓SNOlが写真（Fig．146）のように南東0・8m離れて並んでいる。

黒色粘質土の掘り下げで灰白色粘土がブロック状に出たことから慎重に広げながら粘土をたどった。

粘土は長方形に取り囲むように検出され、その内部から人骨も確認できたことから板材を組み合わせ

粘土で固定した木棺墓と断定した。本来なら墓壙のプランを最初に確認し、掘り下げるべきだが黒色

粘質土のために最後まで見分けができなかった。このため墓壙のラインは推定である。粘土の残りは

よく、木棺の大

きさや組合せ方

を推測すること

ができる。

木棺墓は長さ

2・5mと0．8mの四

枚の板材の小言

を直角に組み合

わせたものであ

るが、側板の高

さは不明O　当然

蓋板もあったと

思うが、削平で

積極的に裏付け

る痕跡はない。

長軸方位はN－87°

一E。この木棺墓

人骨も金助手と

大森さんの所見

概略を記す。

1．頭位は東側、

顔面は北側にし

た側．臥屈葬。

2・右上腕は関

節した状態で腐

食の時前腕と上

腕の関節が分離

した可能性あり。

3．左上腕も腐

食の段階で原位

置からやや下に

流れた可能性。

4．肋骨は上身

の中央に集中して

。
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Fig・144　SAOl実測図（縮尺1／20）

Fig．145　SAO1検出作業

0　　　　　　　　　　　015m
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ており、上半身を右向きにした状態であることを見せている。

5．下肢の状態は埋葬当時の推定は不可能であるが、現状態から右下肢は膝蓋関節を強屈し、左下肢

は弱屈した可能性あり。

6．大腿骨の骨頭は骨化していない。

中橋教授の報告では、1芸

生後1～2年の幼児骨で

性別不明。

この木棺墓の時期を直

接知る遺物は出土してい

ないが、墓壙内の土器破片、

周辺の土器群さらに木棺

墓の下で弥生時代早期前

後の円形溝が見つかった

ことなどから弥生時代前

期と幅を持たせておく。

なお木棺墓内には赤色顔

料が認められ、また黒曜

石の剥片が多量に出土し

興味深い。 Fig．146　SAOl（人骨即ノ上げ後）

Fig．147　SAOl（人骨取り上げ前）
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第1号土墳墓SHO1　027グリッド、竪

穴住居跡S①1と土壌SK18の間に位置する。

墓壙は北側辺がやや広い長方形プラン。

長さは202cm、北側辺120cm、南側辺102

cmである。深さは10cm足らずしかなく、

上部が激しく削平されているが幸いにも

人骨の一部が残っていた。長軸方位はN

－74。－E。この土壙の東寄りに長軸に

平行に埋葬されている。中央部の埋葬で

ないことから土壌プランの間違いかと何

度も慎重に墓壙ラインの確認を試みたが、

新たなラインは出てこなっかった。金助 Fig．148　SHOl検出作業

手と大森さんの実測所見、さらに中橋教授の報告を合わせると次の通りである。

1・顔面を右（西）に向けた仰臥位。　2．右上肢は伸展の状態で手は内面を上向きにしている。　3．

左上肢は上腕の近位のみが一部残存するが手の骨が胸部の方に位置しており、前腕は屈腕の状態と認

める。　4・頭骨は右側頭骨が認められ上顎と下顎の歯一部が認められる。　5・右肋骨は重なって

いる状態からやや頭骨の方が下肢より高かった可能性がある。　6．熟年に達した男性。

7．頭部の近くに赤色顔料

墓壙からは動物骨が出土したが、時期を示す遺物はない。土壌下には弥生時代前期後半の第220号

土壌SK220があることから上限を決めることができる。近くの土壌や土器群などから弥生時代前期後

半から中期前半と推測した。

H＝41572m

015m

Fig．149　SHOl実測図（縮尺1／20）
一一一一一一一一一」



112　土傭・ピット

4．土鳩（SK）．ピット（SP）
第10次調査の検出遺構で最も多いのが土壌である。遺物量だけでなく、重要な遺物の出た土壌につ

いて、できる限り実測し、図示した。土壌は発掘区の全面にわたって分布しているが、人工的な掘削

によるのか、自然の落ち込みを利用したのかを区別することは容易ではない。また埋没した最後の状

Fig・151北拡張区の発掘作業 Fig．150　第Ⅲ面土壌分布図（縮尺1／300）
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第1号土壙SKOO1027グリッドにあり、土壌SKO02の東縁と重

なっている。平面プランは不整楕円形で左に湾曲している。長軸

260cm、幅86cm。中央部の深さは約25cmと浅い。長側辺は直に近

い壁であるが、両短側は傾斜がついている。

出土遺物　遺物は埋め土の上下から平均的に土器、石製品、動物骨、

魚類骨などがパンコンテナ2箱出土した。このうち石製品3点、

土器29点の計32点を実測した。雀居遺跡の第10、12、13次調査で

出土した動物骨、魚類骨は国立歴史民俗学博物館の西本豊弘教授

に同定と研究を依頼し、その報告を別冊に掲載することができた。

石製品1は方柱状片刃石斧の中央から頭部の破片。細かい敲打

を加え凹ませていることから挟入石斧。断面は背の高い蒲鉾形。

2、3は半月形外湾刃の石包丁。刃部は両側からの研ぎ。2には小

孔が残って大きさを推測することができるが、3の破片には見ら

れないことから大きめの石包丁なのだろうO

土　器1～14は突帯文土器。9は体部の屈曲が上方でなくほぼ中

位にあるのが特徴である。反転からわずかに外湾気味に上方に延

び言縁部となる。突帯は断面三角形で口縁端に接して貼り付けて

Fig．152

SKOOl実測図
（縮尺1／40）

1m
！　　－　　．　　一　　　一　　！

いる。口縁上端も外傾しているので、連続して長めの外傾口縁となっている。この土器の特徴の2点

目は器面の調整であるO横条痕ではなく細かなハヶ目を内外面に施している。反転部より上部は縦、

反転部より下方は横パケ目。14は体部が強く屈曲している。屈曲部の径34．2cm。器壁の接合観察から

図の上下を決めたが、破片のために傾きは不正確。屈曲部内面は接合を図るために強く横ナデしている。

内外面とも横ナデ調整、口径の広い鉢を推測した。15、16は如意形口縁の甕015は言縁部外側に粘土

を貼り付け肥厚させ、段にも刻み目を加えている。口径25．8cmO内外面とも茶色O外面に黒斑がある。

胎土に砂粒が多く含まれているがナデ調整で表面には出ていない。20～28は壷。20は口径15．6cm、頚部

から口縁部は緩やかに外湾しながら延び口縁部となる。田縁部は頚部より厚めに作りわずかに段が付く。

横ミガキは口縁部だけに施されている。胎土に小砂粒を含むが堅赦な焼成となっている。24は20のよ

うなカーブの壷頚部。外面は細かな弧状の横ミガキを重ねている。内面は横ハヶ目、上半は指押さえで

強くナデ上げている。ただし内外面ともに短時間で仕上げたようで粗雑な感がする。25～27は胴部上

半の文様帯部。25は小片だが屈曲部は鈍い稜となっている。文様は上下に二重の沈線を巡らせた後に3本
－

⑳1」彗m
Fig．153　SKOOlの遺物（縮尺1／2）

3



114　土壙・ピット
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Fig1154　SKOOlの遺物（縮尺1／4）
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妻善竿－l一一一一二．一　一二十三

Fig．155　SKOOlの遺物

の右斜行線を加えている。外面

は丁寧なミガキで滑らかな器面

となっている。27の最大径は上

位にあり、鹿部は円盤状ではな

いが外側に沈線を1条巡らせて

毒・ニー，腐－1

甕■÷　産二や竃二一一一恵

いる。胴部上半の文様は二重の三角文が簡略化されている。29～31は鉢。29は口径21・2cmの深鉢。

体部中位で屈曲し直線的に延びて言縁部となる。屈曲部外面には小さく突出している。剥離している

が横ミガキか。屈曲部より下方は横ミガキ、鹿部を中心にして短く区切りながら横ミガキしている。

30－31は体部上方で反転して短い言縁部を持つ浅鉢。30の口径は24・6cm。32は口径27．4cm。内外面と

も横ミガキの上に暗文風の横ミガキを加えている。

第2号土壙SKOO2　平面的には東側を土

壌SKOOlに切られている。長軸230cm、推

定幅165cm、不整方形で北側は丸みがある。

深さは15cmときわめて浅い。

出土遺物　SK001と同じように動物や魚類、

炭化米などさまざまな骨が含まれていた。

土　器　21点を図示した。1～15は突帯

文土器の甕。3以外の外面調整は横条痕。

3は板状工具によるナデ。断面三角形の

突帯はきわめて小さい。6－11は体部上半

が内傾するもので直線的に延びている。

10は胎土に小砂粒を含み焼成は良好。突

帯は断面正三角形で刻み目は右から加えて

いる。間隔があり雑。11も同じような傾

きの口縁部で、突帯の付け方が他と変わっ

ている。小さな断面三角形の突帯は口縁

部上端に接して貼り付けているが水平に作

っている。13～15は反転部。いずれも反

転は弱い。17は胎土に砂粒がほとんどな

く堅緻な焼成の口縁部。口縁外端に左側か

ら刻み目を入れている。内傾していること

0　　　　　　　　　　　　1m
！一　一　一　一！　　　　　　　一

Fig．156　SKOO2実測図（縮尺1／40）
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Fig．157　SKO02の遺物（縮尺1／4）

から体部で反転して鹿部に延びると思われるが器形不明。内外面とも鋭いハヶ目調整018は口径23・6cm、

如意形の甕。外面は細かなハヶ目にナデを加えている。19－21は甕の鹿部、19は突帯文土器甕の鹿

部で、断面ハ字状に開いている。22～28は壷。22は口径9．8cm、締まった頚部から緩やかに外湾し、

そのまま口縁部となっている。内外面とも丁寧で細かい横ナデO胎土も精良土で焼成も堅敵である。

頚部外面に一部沈線を入れている。29～31は深鉢の口縁部。29の口径は23．0cm。丸みのある体部に

外に開く口縁部が付く。30は口径21．0cm、反転してから真上に延び小さく外湾して言縁部を作る。外

面は茶褐色。黒斑がある。32～34は高杯の塚口縁部。33は口径40．8cmと大きい。口縁の粘土接合に

特徴がある。34も同じような粘土接合である。34は口縁部の反転が短く厚みがある。35は口径37．8

cmの深鉢。言縁部内外面は横ミガキ、反転部より下方は細かい横ハヶ目。

石製品　36は黒曜石製の打製石鉄。二等辺三角形で基部はわずかに決れている。長さ1．90cm。
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Fig．158　SKO02の遺物（縮尺1／4．1／2）

第6号土鳩SKOO6　Q27グリッド南東隅に

あり、SKO15の南西約3mに位置する。長軸

206cm、短軸85cmの楕円形で深さは10cmとき

わめて浅いO

出土遺物　浅いということもあって遺物は多

くない。また小破片となっているができるだ

け実測、図示した。

土　器1～6は突帯文土器。7～9は如意形

口縁甕。10、11の口縁部はL字形。11は口径

47．0cm、端部に刻み目。

石製品12の中央部は蔽打され窪む。

Fig．159　SKOO6実測図（縮尺1／40）
1m



118　土堰．ピット

二二宇戸二二
1 10

第7号土壙SKOO7　長

軸331cm、短軸190cmの楕

円形土壌。深さは中央部

で約20cmしかない。

出土遺物　上下の区別な

く全面に多くが包含され

ており、111点の遺物を

図示する。

土　器　1～36、39～

45は突帯文土器。1～12

は口縁部が内傾する。

13と17はほほ直立する

言縁。18～29は田縁部

が外傾する。それぞれ刻

み目突帯を持つ。

0
－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

－　　　　　　　　－－　　　　　　　　－－　　　　　　　　－

Fig．160　SKO06の遺物（縮尺1／4・1／2）

⑭　l

一二
20cm

一一一　一一　一≧二二二二二三雲堅さ三雲竺聖二曇豆二重

Fig・161SKOO7実測図（縮尺1／40）
1m

！　　一　　　一　　　一　　1　！
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12は口径29．2cm、体部中位より上

方で屈曲し、内傾しながら直線的

に延び口縁部を作る。口縁部の突

帯は断面蒲鉾形で低く幅広い。反

転部より上方の調整は横条痕。下

方は縦の条痕。17は口径3・8cm、

体部中程で緩やかに反転している。

外面のハヶ目は粗雑。35－36は

焼成後に穿孔している。外底は削

り状の強いナデで、36には木葉

痕が残る。

Fig1162　SKOO7

36

Fig．163　SKO07の遺物

35
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Fig．164　SKO07の遺物（縮尺1／4）
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Fig．165　SKO07の遺物（縮尺1／4）

46～80は弥生時代前期後半の土器046～49は如意形田縁部の小破片。田縁下端に細かな刻み目を

入れている。50は口径25．0cm、砲弾形の体部は鹿部を欠いているが長めの体部となっている。如意形

言縁は外湾が弱いO言縁端部の刻み目は密に連続して刻んでおりほぼ上端まで達している。体部外面

は縦パケ目。きわめて丁寧な調整である。口縁部内面は横ハヶ目。田縁部外面は横ナデでハヶ目を消

している051は口径26．4cm、体部の傾きが大きく、甕ではなく深鉢か。

54～70は壷。細かな横ミガキを施しているものが多い。64と65は胴部中程の破片で、上半に沈線

による文様がある。2点とも丸みのある胴部ではなく、屈曲し鈍い稜が付く。65には文様の間に魚

のような沈線がある。71～76は鉢。71は体部が丸みを持ち、72－76は田縁部が反転している。79

は鉢の鹿部。77は高杯の杯部口縁。78は高塚脚部と杯部の接合部、境に断面三角形の突帯を貼り付



122　土壙．ピット
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けている。刻み目はない。杯部内面は横ミ

ガキ、外面には粗いハヶ目の後に横ナデ調

整を加えている。80は高杯の脚裾部破片。

底径14・2cm。

石製品　81は磨製石剣。柄の形状をして

いるが断面がレンズ状で側辺が握り部には
Fig．167

適していないことから石剣の身とする。　SKO07の遺物

81

∠－」＼3

80

1・⑳　81
0　　　　　　　　　　　　5cm
！　一－－．．　－　－！

Fig．166　SKO07の遺物（縮尺1／4・1／2）



土壙・ピット12

第8号土壙SKOO8　P25グリッドにあり、SKO07とSKOllとに挟まれている。東西に長軸をおく楕円

形プランで、長軸244cm、短軸124cmを測る。深さは約31cm。壙底はほぼ平坦となっている。

出土遺物　土器11点と骨角製品1点を実測、図示した。

土　器　突帯文土器の割合が少ない。1は刻み目突帯を持つ甕口縁部。外に開く言縁部で、端部断面

は丸みがあり外端に接して断面三角形の突帯をやや垂

れ気味に貼り付けている。刻み目は左側から入れ、細

長く、板状工具の木目が残る。2は口径25．8cmの如意

形口縁の甕。刻み目は口縁下端のみで丸みのある菱形

で木目が残っている。3も同じような言縁部を持つ甕で、

体部上半にわずかに張りがある。口径24・8cm。刻み目

は右側から入れているのでD形となっている。4は体

部中位の突帯部。粘土帯接合部の外側に断面三角形の

突帯を貼り付けている。刻み目は深く細い。上半はヘ

ラ状工具のナデで擦痕となっている。5は突帯文土器

甕の鹿部。外縁部は外側へ強く張り出している。外底

中央部は強い削りで上げ底状になっている。6、7は

平底の鹿部。2点とも内面に炭化物付着している。6

の外底には木葉痕があるが、その葉脈が2列になって

いる。胎土は砂粒少なく、高温焼成されている。8－

10は壷。11は高杯の脚裾部O

骨角製品12はサメの歯根部両面を丁寧に研磨して

おり、その研磨痕が顕著に残っている。穿孔はないが、

歯根部に紐を掛けて垂飾品としたのだろう。

重匡邁栄疇

Fig．168　SKOO8実測図（縮尺1／40）
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Fig1169　SKO08の遺物（縮尺1／4．1／2）



1封　土壙．ピット

第9号土鳩SKOO9　P25グリッドにあり、SKO08の南東0・5mに隣

接している。長軸を東西におく小さな楕円形の土壌である。長軸

125cm、短軸78cm、深さは約10cmしかない。

出土遺物　土壌自体が小さく浅いので出土遺物は少なく2点を図

示したにすぎない。

土　器1は弥生時代中期前半城ノ越式甕の鹿部。厚底の鹿部は、

外底が深く凹み、体部への境が強く締まっているために断面がハ

字形に開いた形状となっている。この部分は逆時計回りのナデ調整。

外面は縦パケ目調整。外面は茶色、内面は灰黒色。調整、器形と

もよく整っている。2は鹿部はわずかに凹んでいる。体部との境は

なくそのまま直線的に開いている。

第10号土壙SKO10　025グ

リッド南寄りにある。SKO07

の南東に位置し、その間隔

は1mO　平面プランは二つ

の土壌が合わさったような

形状をしているが鹿部には

段がない。いま東西を長軸

とすると300cm、短軸は202

cmとなる。

出土遺物　パンコンテナ10

箱の遺物量で、18点を実測、
－

図示したO　弥生時代前期後

半から中期中頃が大部分だが、

古墳時代の土器は上部から

混入している。

土　器1～4は如意形口縁

1mL一
Fig．170　SKOO9実測図（縮尺1／40）

Fig．171SKO09の遺物（縮尺1／4）

Fig．172　SKO10実測図（縮尺1／40）
1m

の甕。1は口径19・6cm、口縁部の湾曲は弱く、体部上半にやや張りがある。刻み目は田縁下端のみで

間隔をおいて刻んでいる。2は口径22・Ocm、口縁の湾曲は強く、長い言縁部となっている。刻み目は

右側から入れているが不揃いで大小ある。3は口径28．0cm、口縁部は直線的に屈曲している。言縁部

は横ナデ調整のままで刻み目がない。口縁端は断面方形に近い。4は小さく外反した短い口縁部がつく。

口縁部下方7．6cmから自縁部にかけて器壁に厚みがあり、この段と口縁部に刻み目がある。内外面と
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もナデ調整。外面は濃灰色、内面は灰色。胎土は砂粒少なく堅い焼成になっている05～7はし字形

言縁の甕、5は口径23．6cm、体部は上半に張りがあり、倒卵形（無花果形）の器形。口縁部上面も内

傾し、口縁端部は断面方形である。体部外面は縦ハヶ目調整。6、7は体部上端の外側に粘土板を貼

り付けて水平に近いL字形の言縁部を作る。7は口径33・4cm、口縁部下約4cmに断面三角形突帯を貼り

付け横ナデしている。この下方は縦パケ目調整。胎土の砂粒少なく堅敵な焼成。全体の調整も丁寧で

ある。12、13は壷。14は高杯脚裾部。15は器台。16、17、18は外反言縁に規則的な内面パケ目、接

合痕、粗いタタキ成形などの特徴からB系甕である。

0

ヽ

Fig．173　SKOlOの遺物（縮尺1／4）

．・i－∴．
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第11号土塀SKO11P25グリッドの南西

隅にあり、SKO08の南側に隣接している。

隅丸方形の一つのコーナーが飛び出した

平面プランである。深さは約20cm、壙底

はほぼ平坦となっている。

出土遺物　パンコンテナ4箱の遺物が出

土し、うち土器22点、石製品2点を実測、

図示する。

土　器1～3は突帯文土器の甕。1・2は

口縁部が内傾し、3は外に開く01の突帯

は背の低い断面台形で刻み目は左方向か

ら入れている。外面は横条痕、内面は横

ナデ調整。2の突帯は小さな断面三角形で

大小不揃いの刻み目。内外面との灰茶色。

4は如意形言縁の小片。端部断面は丸みが

あり、その下端にのみ小さな刻み目を入

れている。内外面とも横ナデ調整05は田

1m
－　．－．－．－　！

Fig．174　SKOll実測図（縮尺1／40）

径21．6cm、倒卵形の体部上端外側に粘土を貼り付け、幅の狭いL字形の口縁部を作る。さらにその下

方に断面三角形突帯を巡らせ横ナデする。口縁外端と体部の突帯に小さな刻み目を施す。外面は粗い

ハヶ目調整O

Fig．175　発掘作業風景
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6～11はL字形口縁の甕06は張りのある体部上端に下方に垂れ気味の口縁部が付く。口径28・0cm。外

面は縦パケ目調整をした後に、沈線を巡らせている。8の体部は倒卵形で口縁部はく字状になっている。

口径36・0cm、口縁部下に背の低い断面三角形の突帯を貼り付けている。9も同じように倒卵形の体部

で口径34・4cm。12～17は甕の鹿部、いずれも分厚い作りで外底中央が凹んでいる。18～20は壷。18

は口径17．4cm、頚部上端は強く外湾し、その上に粘土を貼り付け平坦な口縁部を作っている。22は脚

が離脱したように見えるがその痕跡はなく、上下端とも横ナデしておさめている。

石製品　23は砂岩質の砥石。図の表裏の2両を研ぎ面としている。24は黒曜石製の打製石鉄。

ニー「一一

心、“、血輔（あ
（二ceCO

三≡二二－

∴一一23

Fig．176　SKO11の遺物（縮尺1／4・1／2）

0　　　　　　　　　　　5cm
L一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」
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1sKO13

第12号土壙SKO12　遺構実測図は略しているが、

025グリッドに位置し平面形は円形。

出土遺物　2点の突帯文土器を図示した。

土　器1は口径24・4cmの突帯文土器の甕O体部

上半は直立し、突帯は低い断面三角形で刻み目は

左から入れている。

．－・，．＝．．－．

≡≡≒Ⅰ一二三≡≡≡蓋一一一一一三戸

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm
L一一　一　　一　　一　　一　！　　　　　　　　　　　一一！

Fig・177　SKO12．SKO13の遺物（縮尺1／4）

第13号土壙SKO13　Q26グリッドにある。

不整楕円形のプランで長軸1徽m、短軸115m、

を測る。

出土遺物　突帯文土器～弥生時代中期の土

器5点を図示した。

土　器1、2は突帯文土器の甕。1は直立

する口縁部で端部は丸くおさめ、小さな突

帯を外端に貼り付けている。胎土はほとん

ど砂粒を含まず焼成堅赦。外面は擦刷痕0

2の田縁部はわずかに内傾する。突帯は背

が低い断面三角形で縦長の深い刻み目を入

れている。内外面とも灰白色、焼成良好。

3は口径16．6cm、如意形田縁の甕。外面の

調整は細かいパケ目。田縁部内面は横パケ

目調整。4は口径22・4cm、体部上端は厚み

があり方形断面となっており、外側にさら

に断面三角形の粘土を貼り付けて幅広の口

縁部を作っている。5は口径38．8cm、倒卵

形の体部には縦パケ目調整の後に断面三角

形突帯を1条巡らしている。

1m
し一一一一一一一一一一一

Fig1178　SKO14実測図（縮尺1／40）

第14号土壙SKO14　Q25グリッド西よりに位置し、SKO13の西に隣接する。不整楕円形であるが西

端は試掘トレンチに切られている。深さは20cm足らずで壙底はほぼ平坦。

出土遺物13点の土器と投弾、黒曜石石核の計15点を図示する。土器に突帯文土器を含まない。



土壙．ピット129

・）

1

8

Fig．179　SKO14の遺物（縮尺1／4・1／2）

（15はS＝1／2）

土　器1は如意形口縁の甕。体部の器壁は厚いが口縁部は薄い作りO刻み目は口縁下端のみ。外面

は縦．ハヶ目。内面は細いヘラ状工具による横ナデ調整。口縁部下方の沈線は浅いが3mmと通例よりも

幅広い。2～7はL字形口縁の甕。6以外は体部に張りがあり倒卵形の器形となる。6は口径27．6　cm、

口縁の粘土貼り付けは断面台形で分厚い作りとなっている。外面の調整はパケ目調整であるが言縁部

下方の突帯の上下で目の粗い工具と細かい工具を使い分けている。8～13は甕の鹿部08は平底。外

面は縦ハヶ目。9は底径6．4cm、分厚い作りで外底は凹み蛇の目状となっている体部への移行部は締ま

らず円筒形に近い。10～11も同じように分厚い作りで、鹿部外縁が外側に張り出している。13は底

径8．4cm、外底の凹みは細かいヘラ状工具の横ナデ。ミガキ状になっている。

土製品14は楕円形の投弾。長さ3・54cm、中央断面は2．23cmX2．28cmで正円に近い。灰黒色で焼成よい。

石製品15は黒曜石の石核。石器製作の剥離がなく自然石のままである。
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一一一一幸妻董一一一一2戸⊃＼
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冒。

Fig．180　SKO15の遺物（縮尺1／4・1／2）
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．、・　　　　　　　　　　　　．1－　　　　　一

Fig．181SKO15の遺物（縮尺1／4）

第15号土鳩SKO15　Q27グリッド、SKO70の北側に位置するO

出土遺物　土器17点と石製品1点の計18点を実測、図示したO弥生

時代中期前半の時期が中心である。この他に動物骨と歯がある。

土　器　1は如意形言縁で口径35．6cm、体部の湾曲からすると甕と

するよりも深鉢か。言縁端は横ナデで口唇状となり、その下端で細

かな刻み目を連続させている。口縁部下方約3cmにも断面三角形の

小さな突帯を巡らせ、ここにも刻み目を付けている。口縁部内面の

調整は横ハヶ目の後にへラ状工具で横ナデ。

ミガキの効果が出ている。2－9はL字形言

縁の甕。体部は倒卵形の器形で口縁部は内傾

するものと水平の二様がある。10－14は甕

の鹿部O上げ底と平底がある。15は蓋016

は浅鉢。17は土師器。高杯の脚か。

石製品18は滑石製の垂飾品0　3か所に小

孔を穿ち、図左面には文様らしき線刻がある。

現在は勾玉状になっているが、本来は楕円形

だったのだろう。形状や加工から垂飾品とし

た。

／一三1．－、

－‡＝

Fig．182　SKO15の遺物

三二　一一一二

一口
5

Fig．183　SKO16の遺物（縮尺1／4）

第16号土壙SKO16　N27グリッドでSKO18の東側に位置するO径60cmで円形ピット状であるが出土

遺物が多かったことから土壌として記録した。

出土遺物　5点の土器、土製品を図示したが、いずれも小破片となっている。炭化米も出土している。

土　器1ほほほ直立する口縁部の突帯文土器。口縁端部は細丸状で突帯はわずかに下がって貼り付

けているO外面は横条痕。2、3は小さく外湾する如意形口縁の甕O形状はよく類似しているが断面

が細丸と方形と異なる。外面の調整は縦パケ目。どちらも口縁端部に刻み目を付けない。4は壷の文

様部。ヘラ状工具の沈線で措いている。ただし小片で傾き、上下は不正確である。外面はミガキ調整。

色調は外面が灰黒色、内面は灰褐色。

土製品　5は土器片を再加工した円盤。外面に細かなハヶ目と沈線があることから甕の破片を利用し

て周囲を研磨し円形としている。
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H＝4176m

萱≧嘉妄撃学竿竿頭苧
Fig・184　SKO18実測図（縮尺1／40）

第18号土壙SKO18　第3号甕棺墓SN03と名付けた乳幼児が埋

葬されていた土壌である。検出当初は大きな楕円形の落ち込み

と判断し掘り下げたが、次第に4つの土壌が切り合って連接し

ていることが分かった。このため枝番号を付け遺物の取り上げ

を行った。4つの土壌の順序は2→1、4→3→1であるが、出土遺

物では極端な時期差はない。なお人骨の下部にあった甕は先に

0　　　　　　　　　　　　1m
11－－　　　　　－－－－－　　－－－　　　　」

一　　　　　　　　　　　　　　　　一『　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　一

Fig．185　SKO18上部の遺物（縮尺1／4）

Fig．186　SKO18上部の遺物

記述した通りである。

出土遺物　各土壌の前に上部から出土した遺物を先に記述する。

土　器1は広口壷で口径37．2cm、朝顔状に大きく開く頚部上端に粘土板を乗せ、やや垂れ気味の幅

広の口縁部となす。頚部の器壁はやや厚め。口線外端に刻み目。頚部の外面はナデの後に縦のミガキ、

内面は横のミガキ。胎土には小砂粒がわずかに入る。焼成よく色調は茶色。2は壷の鹿部で径14．0cm。

やや上げ底の鹿部から大きく開いて胴部へと続く。鹿部と胴部の接合部内面は指頭圧痕が付く。内面

は風化で砂粒が露出している。胎土は1～3mm大の砂粒が多くきめが粗い。3は突帯文土器甕の鹿部O
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、1喜墓．・／弐

軋4
Fig，187　SKO18－①の遺物（縮尺1／4）

断面に粘土接合の様子がよく観察できる。内面には部分的に粗いパケ目調整痕が残る。

第18号土壙SKO18－①　4つの土壌のうち最も北側にあり、切り合いからすると新しい土壌である。

上面プランは不整長方形。側辺のラインが乱れており、上面からの掘り込みが重なっているのだろう。

深さは約20cm前後、壙底は凹凸がある。

出土遺物11点の土器を

図示したが、2点の古墳

時代土師器は上面からの

掘り込みを示すのだろう。

土　器1－3は如意形

口縁の甕。4は口縁部が

ないが言縁部下方がやや

すぼまる甕。5の外底は

ヶズリ状のナデ。6～10

は壷。7は口径14・6cm、

口縁部は肥厚し頚部に段

が付くO頚部と胴部の接

合がよく分かる。9、10

は壷の鹿部。9はわずか

に円盤状、10は外底が

平坦でない。 Fig．188　SKO18（南より）
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第18号土鳩SKO18．②　長方形プランで、長軸はSKO18－①から南に折れている。その西端がわずか

に切られていることから、先後関係が分かる。長軸204cm、短軸64cm。深さは20cm前後、壙底は平坦

ではなく、人骨がある南側が深くなっている。

出土遺物　4基の中ではもっとも出土量が多く、しかも大きな破片が目立つ。

土　器1－10は如意形口縁の甕。4は口縁部下方がす

ぼまり、その分体部に張りがある。器形からすると長め

の体部となる。口径23・2cm、言縁の湾曲は小さく弱い。

口縁端部の刻み目は浅く不鮮明。外面はかすかに縦のハ

L一J l　　　　　　　　　　　　　　［

Fig．189　SKO18－②の遺物（縮尺1／4）
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Fig．190　SKO18－②の遺物（縮尺1／4）

ケ目調整が残る。胎土には砂粒が多い。内外面の色調は茶褐色。11は分厚い断面三角形粘土を貼り

付けた口縁部。その頂点に刻み目を入れている。12～16は甕の鹿部。14は底径7．4cm、平底から逆ハ

字形に開く体部となる。内面には指頭圧痕が並び、外面はパケ目を重ねて調整している。胎土には3

～4mmの大きめの砂粒が入る。17～24は壷。17は小型壷の口縁部。口径7・8cm、精良土が用いられ焼

成はよい。口縁部と頚部との境は明瞭でない。19は鹿部を欠いているがほぼ全形を伺うことができる。

口径10．4cm、胴部最大径14・4cm。胴部は球形ではなく玉葱状になっており、頚部は強く内傾している。

外反する口縁部は直線的で長い。先端は細丸におさめている。25～27は深鉢。26は体部中位で反転し、

さらに口縁部で外に開く。内外面とも細かな横ミガキ。28は口縁部の直線的形態、口縁～肩部の横

ナデ、ナデ肩などからD系甕（比恵・那珂タイプ）である。

Fig．191SKO18－②の遺物（縮尺1／4）



138　土壌・ピット

〒＿■

一一l　4．

ノ

＼ピー上二⇒ノ′′7

Fig．192　SKO18－③の遺物（縮尺1／4）

第18号土鳩SKO18－③　SKO18一②とを繋ぐような長方形の落ち込みがある。南側ではSKO18－④を切

っている。割りに整った長方形で、長軸171cm、短軸60cm。

出土遺物1は口径19．8cmで体部は鹿部から大きく開いており、形状から鉢とした。2、3は如意形口

縁の甕。4は言縁部の屈曲はわずかで端部を断面方形におさめ、外端に浅い刻み目を入れている。外

面は柵かな縦ハヶ目。内には指頭圧痕がよく残っている。8は口径41・2cmの鉢。内外面横ミガキ。

一　㌦一十∴∴

必 三三二二∠1′，

∴1．－i’　　　　　　　　　　　　　　　　－、

一章′

＼

Fig1193　SKO18－④の遺物（縮尺1／4）
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Fig．194　SKO18の遺物（縮尺1／2）

第18号土壙SKO18－④　4基のうち最も南西側に位置する。他の土壌が割りに長方形に近いプランだ

ったのに対し、楕円形のプランは整っていないO深さは約20cm。

出土遺物　壙内で偏りがなく土器、石器が出土した01はSKO18－③出土の4のように甕口縁端部はわ

ずかに外湾し、方形断面となっている。この端部に縦の刻み目を入れている。体部は左上がりの条痕

風の粗いパケ目。内面も左上がりのパケ目。2は如意形口縁を持つ甕。湾曲は小さく刻み目は口縁上

端までには達していない。3、4は甕の鹿部、3の鹿部外縁は強くナデてている05、6は壷の胴部から

頚部の破片。5には頚部への移行部に5本の平行沈線を巡らしている06の外面は細かな横ミガキ。

．頚部内面はハヶ目調整。7は壷鹿部。8は高杯脚部。9～12は石製品。9は有茎磨製石鉄。茎の断面は

長方形に近い。身の表裏とも欠損しているので鏑があったかは不明011は蛤刃石斧。全面に柵かな

研磨痕が見られる。10は方柱状方刃石斧、刃部の角度が大きい012は棒状の磨石。

第20号土鳩SKO20　長さ236cm　幅106cm
〕

の長方形プランで、各コーナーはやや丸み

がある。各側辺は割りに直線的だが西側辺

だけが凹凸がある。深さは約15cm。壙底の

北西側に寄って炭化米が5cm前後の厚さで

敷き詰めたような状況で出土した。その量

から、貯蔵土壌と考えられるが、保存のた

めの特別な工作は認められない。炭化米に

混じって数点の土器片が出土したが、図示

できるような大きさではなく平底の甕鹿部

片や周辺の土壌配置などから弥生時代前期

後半頃と推定しておく。 Fig．195　SKO20実測図（縮尺1／40）

0　　　　　　　　　　　　1m
一一　　－　　一　　　　一　　　　　－－．－　－　　　　　　　　　．－　．－
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芸≡訝両面1

＝苛ア雨間
．

．．－．

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

Fig．196　SKO19の遺物（縮尺1／4）

第19号土鳩SKO19　025グリッド北東隅にある。85cmX90cmの不整円形。

出土遺物1～4は如意形言縁の小片。いずれも口縁下端に刻み目を入れている。4は直立気味の体部

で屈曲はきわめて弱い。5、6は壷。5の胴部最大径は15．2cm。胴部外面は横ミガキ。丹塗りか。

1．．脚　鴫－∬

≡享

、．／

Fig．197　SKO23の遺物（縮尺1／4）

第23号土鳩SKO23　027グリッドに位置する。40cmx35cmの円形プラン。

出土遺物　1～5は突帯文土器の甕。1、2は口縁部が内傾する。3は外に開く。4、5は体部反転部。1

の突帯は言縁端よりわずかに下がって貼り付けている。5点とも外面の調整は横条痕。

SKO26　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1

二．葺二二

第26号土壙SKO26　土壌墓SH01の東に位置する。1

は広口口縁壷。口径20．0cm、口縁上面は平坦となる。

2－－－－，－－－－‾一一 ∈′潤。
20cm

Fig・198　SKO26・027の遺物（縮尺1／4）
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第27号土鳩SKO27　N28グリッドに位置する。1～4は突帯文土器の甕04は体部上半が直線的に内傾し、

突帯はやや下がった位置に上向きに貼り付けている。5は口径30・6cm、屈曲は弱く直線的な口縁部で外

面は細かなハヶ目調整。6、7はL字形口縁、体部は倒卵形。8は壷の円盤状鹿部。9は口径27・4cmの蓋。

Fig．199　SKO28の遺物（縮尺l／4）

第28号土壌SKO28　竪穴住居跡SCOlの北壁に接したピットで土器片がまとまって出土した。1～3

は倒卵形体部にL字形の口縁部が付く。1、2は言縁部下方に断面三角形の突帯を巡らせている。4は

広口壷。口縁内面に断面三角形の粘土を貼り付け、平坦な口縁部を作る。5は壷田縁部片。6は投弾。

〒≒甑－。ヒ』と4
7－．て－．．・一手1，、ト一寸

20cm

SKO35

Fig1200　SKO34．SKO35の遺物（縮尺1／4）

第34号土鳩SKO34　027グリッドの西寄り、Pライン上にSKO35と並んでいる。直径50cm前後のピ

ット。1、2は突帯文土器の小片。2は壷の胴部上半、外面は丹塗り。粘土の接合がよく分かる。4は

底径8．8cm、外底はほぼ平坦、砂粒が多く露出している。

第35号土壙SKO35　SKO34の50cm南東

に位置するピット。1～4は突帯文土器。

2、3の突帯は口縁端よりわずかに下が

って貼り付けている。2の突帯は粗雑な

刻み目で潰れている。

第37号土壙SKO37　025グリッドの南

寄りに位置する。隅丸長方形のプランで

西側辺がやや括れている。深さは10cm前

後と浅い。長軸236cm、短軸144cmO壙底

はやや凹凸がある。

出土遺物　遺物のほとんどは壙底より浮

いた状態で出土している。

Fig．201SKO37実測図（縮尺1／40） 1m
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　1－　　　　　　　　　　　　　　　　－
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Fig．202　SKO37の遺物（縮尺1／4）

1～6は小さく湾曲する如意形口縁の甕。4～6の体部

は鹿部に向かってほぼ直線的に延びており、張りがほと

んどない。6は口径28・2cm。口縁端の刻み目は下端に小

さく刻む。外面はパケ目ではなくナデ調整。10～17は壷0

15は胴部上半の文様部。15は頚部との境に4条の沈線、

17は5重の連弧文。16は円盤状の鹿部。18は鉢。19は

高杯。杯部と脚柱部との境に突帯を貼り付ける。下向き

で刻み目はないO
1m

Fig・203　SKO38実測図（縮尺1／40）土　一　一　一一　土一一」
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、　－障潜。

1．．，－

Fig．204　SKO38の遺物（縮尺1／4）

第38号土壙SKO38　P25グリッド、SKO37の西に位置するOハート形の不整円形プランで、143cmx

158cm。約10cmの深さしかない。遺物は埋め土のやや上部から出土した。

出土遺物1－3は突帯文土器。4－6は如意形言縁の甕。7は甕の鹿部08は壷。9は壷の鹿部01は口

縁部の小片。口縁端の断面は方形ではなく丸みがある。外側に折り返した粘土がかすかに残っている。

外面は横ミガキ、内面は横ミガキで、上方は右斜行のミガキ調整。ただし内外面ともミガキの効果は

薄い。6は口径20．2cm、器壁は厚めの作りで、如意形の湾曲は弱い。外面は左上がりのナデ。8は胴上

半の球形部にヘラで羽状文を描くO文様帯の上に2条、下に3条の沈線で区画する。

＝〒一一三慧慧芸一一一一≦－；－≡－ミ…　．．′存⊃

SKO39

SKO40／7　4

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

Fig・205　SKO39～SKO84出土の遺物（縮尺1／4．1／2）



142　土壙・ピット

土鳩SKO39、040、042、051、052、055、058、060、065、076、083、084　SKO39－

SKO84のうち遺物を実測した土壌、あるいは周辺の遺構の時期や性格を考える上で重要な土壌につい

ては、可能な限り実測、図化に努めた。

出土遺物1は口径41．2cm、大きく開いた口縁端部は横ナデで口唇状に近く、その上下端に刻み目を

18
（SKO39）

Fig・206　SKO39．SKO40の遺物

19
（SK04。）

入れる。9は黒曜石製の打製石鉄。2．7cmと

長い二等辺三角形で基部も直線。12は壷

の文様部の破片。2段の羽状文。13は壷

胴部上半の文様、細い5本の沈線で措く。

山形文か。16は口径21．2cmの甕。口縁部の

粘土接合に特徴がある。体部の突帯は水平

でないことから、一巡しないで釣形の可能

性がある。18、19はどちらも芯をはずし

た木取りである。切断面は大きな削り痕が

あり、その年輪からするとかなり大きな木

材だったことが分かる。竪穴住居や掘立柱

建物の桂根と思われるが、対になるピット

をたどることができず建物として捉えるこ

とができなかった。

「

周

Fig．207　SKO39・SKO40の遺物（縮尺1／4）

－‾7



土堰．ピット143

Fig．208　SKO41実測図（縮尺1／40） 1m
」　　　　－⊥一一一一一一一一」一一一一一一一一一⊥一一一一一一一一一」
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第41号土鳩SKO41P25・26の二つのグリッドにまたがる大きな土壌。中央部が最も深く約35cm。

南東と北西側に平面が張り出し一段高くなっている。おそらくいくつか土壌が合わさったのだろう。

出土遺物　土壌内の北側と南側でまとまって出土した。特に北側では集中している。突帯文土器から

弥生時代前期後半までの土器計63点と石器1点を実測、図示した。

土　器1～16は突帯文土器、17～32は如意形口縁の甕、37～55は壷、56一郎は鉢。

．一一一∴∴．’、、一一

一’．∴∵

’．一一。豆

一一一一一一、

ニ■一・、二一3本一一＋，一。（－

Fig．209　SKO41の遺物（縮尺1／4）
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ヽ

l

．一一　　．．

：二二　一一一三

Fig1210　SKO41の遺物（縮尺1／4）
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39は口径20．4cm、口縁部の粘土貼り付けを外側に継いで、頚部との境に段を付けている。41は口

径21．6cm、同じように頚部から言縁部へ緩やかに外湾しているが、言縁部の粘土貼り付けが異なる。

胴部上半の文様は先に3本の沈線を巡らせ羽状文（綾杉文）を「く」字と同じ筆順で描く。

．l－．．一1

「一二一十一‾て＿

49　　　　　　　　・－／

＼玉1

Fig．211SKO41の遺物（縮尺1／4）

／羊

＼■土⊂二二4
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0　　　　　　　1　　　　　　　20cm　′′′　60

Fig．212　SKO41の遺物（縮尺1／4・1／2）

鉢は体部が反転する56－58、61一，

63と反転しないで半球状の深みのあ

る59、60の2種がある。

石製品　64は磨製蛤刃石斧。頭部を

欠いているが側縁は平行な形状である。

刃部はよく研ぎ出し、整った弧状をし

ている。

第70号土鳩SKO70　Q26グリッドに

あり、西側を土層確認トレンチに切ら

れ不明。不整方形か。

出土遺物1～5、10～15は突帯文土器。

6～9、16、17は如意形口縁の甕。18

～20は壷。21は脚裾部。22は器台。

23は磨製石斧、24は磨り石。突帯文

土器から弥生時代中期前半までの遺物

が混在する。

H＝4140m

0成

句

Fig．213　SKO70実測図（縮尺1／40）　丁．，一　一．）
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清

‾てくく＼く－

＼

七　戸

恕碧紅」

．h．一一ニ

’」土∃′14

．

－　＼

Fig．214　SKO70の遺物（縮尺1／4）

恵書一一一一　二一一一
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Lm
一一一．ここニ－－11－－－－－．．．二二．l

Fig．215　SKO70の遺物（縮尺1／2）
Fig1216　SKO70の遺物

第71号土塀SKO71Q25グリッドにあり、SKO70の南

東に隣接している。長楕円形と隅丸方形の二つの土壌

が合わさっている。深さは長楕円形が約20cm、隅丸方

形が10cm足らずときわめて浅い落ち込みであ

⑥

H＝4・60m

Cコ1‡文≡
Fig・217　SKO71実測図（縮尺1／40）

1m

。瀧
L一
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出土遺物　二つの土壌だけでなく周辺に散布している遺物も一緒に取り上げている。

土　器1～6は突帯文土器。7～9は如意形言緑の甕。10、11は分厚い断面三角形の口縁を持

っ甕。12～15は城ノ越式甕の鹿部。16は鉢。17、18は壷。1は口径20．0cm、言縁部は小さく外反し、

断面三角形突帯がやや下向きに貼り付く。7は口径23．4cm、如意形の屈曲は弱く、かつ弱い、言縁端

部の断面は方形で浅い刻み目を下端から上端近くまで入れている。12～15は同じ上げ底だが、鹿部

外縁の張り出しに強弱がある。16は口径14・4cm、外湾しながら大きく開いた体部上端の内側に内傾す

．．．一 軋5

軍層化甥

・

，「一一一一一

、5　　し』要。
20cm」一

Fig．218　SKO71の遺物（縮尺1／4．1／2）

5cm

L一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」
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る粘土を貼り付け言縁部としている。その先端は尖り気味

の断面となっている。17は頚部からそのまま外湾して口

縁部となる。頚部と胴部の境には背の低い断面三角形の突

帯を1条貼り付けているO　口径20．0cm、全体に風化し調整

痕不明018は底径8・4cm、外底の周縁1cmが平坦で中央部

はわずかに凹んでいる。内面はナデ上げ調整。

石製品19は玄武岩質の石材を加工した磨製石斧の頭部。

一部に敵打痕が残る。

第72号土鳩SKO72　Q25グリッドの南西隅に位置する不

整楕円形の土壌。南側がやや窄まっている。深さは約30cm

で壁は南が緩い斜面となっている。長軸156cm、短軸101cm。

出土遺物　土壌の中央部から南寄りに壙底から浮いた状態

で出土した。ここで押し潰れたような割れ方を示しており、

散乱していない。写真のように復元できた。

溺一一二慧

1mL一
Fig．219　SKO72実測図（縮尺1／40）

－　．　　　．1

，11－　－　　　　－－1∵－．

0圃　圃105cm
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　－　　　　　　　　　　　　　－　　－　　－　　．－．－－　－－
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Fig．221

SKO72の遺物一

土　器1～3は口縁部が如意形に緩やかに外湾する甕。1は外湾が弱いが、菱形の刻み目は等間隔で

言縁上端にまで達している。2、3の刻み目は小さく言縁下端のみ。3点とも外面は細かな縦ハヶ目

調整。4はし字形言縁甕。言縁上面は水平で、内端部に小さく突出している。口径29・0cm、言縁部と

断面三角形突帯の間は縦ハヶ目にナデを加えて消している。5、6は同じような特徴を持つ広口壷。6

は口径16・8cm、底径5・2cm、器高19．7cm。胴部は中位よりやや上方に最大径がありここに断面三角形突

帯を貼り付け横ナデしている。口縁部は分厚い作りで

内端に4、さく突出する。胴部下半は縦のミガキ、内面

はナデ上げで工具痕がキズ状に残っている。7は口径

29．0cm、L字形口縁で下方に断面三角形突帯を貼り付け

ることは甕と同じだが、体部はすぼまり深鉢となるO

土製品　8、9は投弾。完形品の8は全長4．14cm、中央部

の断面は2・24cmX2．21cmの円形。

石製品10は径3．90cm、厚さ0．70cm。滑石製の紡錘車。

第80号土壌SKO80　P26グリッドにあり、上部土壌な

ど他遺構との重複で輪郭が明確でないが、10cm程の落

ち込卯こ土器が集中すること

から土壌として記述する。壙

底は水平でなく、また小ピッ

トが数個点在している。長軸

378cm、短軸107cmを測る。

17

Fig．223　SKO80の遺物

16 1m
一一　　　　　一一．　－．－．　－　　　－．－－．－　－－．－　　－．－－．一一．

Fig1222　SKO80実測図（縮尺1／40）
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Fig．224　SKO80の遺物（縮尺1／4）

出土遺物　弥生時代中期の土器片も混じっているが大半は突帯文土器と弥生時代前期の土器であるO

土　器1～13は突帯文土器の甕、14－17は突帯文土器甕の鹿部。18～22は如意形の田縁部を持

つ甕と鉢07は体部中位で屈曲し口縁は大きく開き口径18．2cmとなる。このため田縁部が体部より
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大きい。外面は体部突帯より下方が黒色、上方が茶褐色と色調が異なる。これは下半が二次的な火熱

をより強く受けてたためである。内面は茶色。また上半外面だけが横条痕調整。この甕の特徴は屈曲

部と言縁部の突帯が大きな断面三角形ということである。また言縁部の刻み目も深くて鋭利、ほぼ等

間隔に左から刻まれている。21は口径24．8cm、如意形の湾曲は弱く、言縁端部の断面は方形で上下端

に小さく突出し、下端だけに刻み目を施している。内外面のパケ目調整は、その日から同じ工具を用

いていることが分かる。25～29は壷、30、31は壷の底。25は口径14．0cm、頚部から言縁部は湾曲、

器壁の厚さなど変化なくスムーズに延びているが、頚部との境に深い沈線を巡らしていることからす

ると、口縁部と頚部とを区別する意図が強かったことを示している。内外面とも柵かな横ミガキ調整。

精良土で堅赦な仕上がりである。28は口径22．0cm、頚部が立ち通常の壷の器形をしていないが、口縁

部内面から外面にかけて丹塗りであることから壷とした。口縁端部断面は横ナデで凹んでいる。29

は口径14．6cmO口縁部はほとんど外湾せず、また肥厚もしていない。内面はハヶ目調整の後に横ナデ、

外面は横ミガキ調整。調整の丁寧さにしては器壁の凹凸が目立つ。32～39は鉢。いずれも体部が反

転し外湾する口縁が付く。36は口径23．8cm、屈曲部が体部上半にあり、外面に稜が付く。下半は器壁

が薄くなり、深みがある。口縁部は強く屈曲し、しかも肥厚しているのが特徴。37も同じように厚

みのある口縁部であるが、体部の屈曲は鈍い。39は口径34．8cmという大型品。屈曲部より上半に長く

延び口縁部を作っている。40は6cm大の破片のために傾き、口径など不正確。復元口径35．2cm、口縁

部は反転部からわずかに外湾しながら上方に延びている。器形不明。内面はヘラ状工具による横ナデ

調整。横ミガキではない。

．一

一

素≡二

＝二三子　ノラ

．11－ll一

．－ ．一．・．－

′
′

l　　　　　　　　　　　　　 ′ ′　　 3 9

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm
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′′　37

Fig．225　SKO80の遺物（縮尺1／4）

40
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第85号土鳩SKO85　029グリッドの北寄りに位置する。黒色粘質土の掘り下げ途中に数軒の竪穴住

居跡と思われるプランがあった。前記したように竪穴住居跡と認定できなかったが、このうちSC06

を切った関係でSKO85は見つかった。

出土遺物1は壷の鹿部。底径8・6cm、外面はミガキ状のナデ調整。2、3は分厚い作りの弥生時代中期

前半の甕。3の言縁部は断面三角形。内端部は横ナデで凹んでいる。4は砂岩質の砥石。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

．

竿の竿頭簡≡≡≡≡≡腎

0　　　　　　　　　　　　　5cmL一

Fig．226　SKO85の遺物（縮尺1／4・1／2）

第91号土壙SKO91SKO85の東に接した楕円形プラン。1はL字形口縁の甕。口縁上面は内傾し、

外端部は丸みがある。内端部には鈍い稜が付く。2は器台。3は磨製石斧。破片だが重量感がる。

第114号土鳩SK114　4の甕は言縁部が欠けているが、如意形口縁だろう。体部上半はわずかに内傾。

第116号土塀SK116　027グリッドにあり、南東側が他の遺構と重なり合いプランが辿れないO残

りの壁からすると隅丸方形か。5は口径19．4cmの鉢。突帯は口縁下に貼り付け、棒状工具で強く押す。

第117号土鳩SK117　N27グリッドの小ピット。6は壷の鹿部。堅緻な焼成。7は口径24・8cmの鉢。

第120号土壙SK120　027グリッドにある円形ピット。8は小型壷の口頚部O　口縁部はそのまま延び

先丸の断面となる。9の胴部は上位に最大径がくる器形。外面は細かな横ミガキ。頚部と口縁部を区

切る沈線を入れているが一巡しないで消失している。

精良土で堅赦、内外面とも赤茶色を呈する。

第121号土壙SK121SK120の南西側に隣接す

る円形ピット。10の如意形口縁の甕と11のL字

形口縁甕が出土した010は口径22．2cm、口縁端部

は丸みがあり、浅く小さな刻み目を等間隔で入れる。

第122号土壙SK122　N28グリッド、SK124の

東に同じ方向で並ぶ。その東側が発掘区外に出て

いるが、隅丸方形であろう。12は外面丹塗りの壷

言縁部。口径14．6cm、全面横ナデ調整。13は壷の

鹿部かO外端部の張り出しは、接合を強固にする

ためにパケ目を施した後に貼り付けている。内面 Fig．227　SKO91の遺物
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Fig．228　SKO91～SK122の遺物（縮尺1／4・1／2）

はヘラ状工具によるナデ調整。14は平底の甕鹿部。外底は丁寧なナデ調整で滑らか。外面のパケ目

は雑である。胎土に小砂粒を含み粗い。外面は赤茶色、内面は黒褐色で内鹿部は黒みがない。

骨角製品15は鹿角を断面楕円形の棒状に加工している。全面が風化、剥離している。刺突具や弓

調など想定したが決め手を欠く。

第124号土壙SK124　竪穴住居跡SC07の東側に溝状の土壌が南北に二つ並んでいる。壙底は途中で

立ち上がり陸橋のように途切れることから北側の土壌をSK124、南側をSK125と呼び分けた。SK124

の北側は発掘区外に延びているが検出長は453cm、南端部付近が幅広くなっており幅145cm。壙底は南

に向いて傾斜しており、南端部が最も深く34cmを測る。

出土遺物　土器44点、石製品2点、骨角製品1点を実測、図示する。土器はすべて突帯文土器。

土　器1～14は突帯文土器の甕。外に開く口縁部O細かく見ると一つとして同じものはない。直

線的なもの、言縁端部付近だけが小さく外反するもの、緩やかに湾曲するもの、逆にわずかに内湾す
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F也12か　SK124実測図（縮尺1舟0）

Fig．230　SK124・SK125（北東より）

るものなどである。突帯も断面形状、貼り付け場所、そして刻み目の工具、刻み方など一様ではない。

6の直線的に外反する言縁部には突帯がない、言縁端の断面は丸みのある方形で、その外端部に板状

工具で言縁に対して直角に刻み目を加えている。刻み目には小言の木目が残っている。外面の調整は

左上がりのナデ。言縁部内面は指頭圧痕が並ぶ。その下方は縦のナデ調整。外面は茶褐色、内面は灰

白色。15、16は直立する口縁部。16は口径25．8cm、言縁部はかすかに屈曲し、直線的に短く延び断

面方形でおさめている。屈曲部内面には鈍い稜が付く。言縁部に突帯はなく、外端だけに刻み目を入

れている。外面はナデ上げ調整、工具の擦刷痕が線状に残る。口縁部内面は左上がりのナデ調整。胎
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Fig．232　SK124の遺物（縮尺1／4）

土の砂粒はきわめて少なく、焼成良好。17－22の6点は口縁部が内傾する甕。20、22の突帯は断面

台形に近い。23～26は甕体部の反転部。屈曲の度合いで口縁部への湾曲や器高に違いがある。27～

34は鹿部。27は底径4・8cm、厚みがあり、外縁への張り出しはなく円盤状に近い。外底は無調整、内

面には粗いパケ目が残る028は底径7．0cm、鹿部外縁はわずかな張り出しがあるO外底には木葉痕が

残る。内外面とも横条痕。29、30の鹿部外縁はさらに強く張り出した分厚い作りである。32は体部

下半から鹿部へかけて破片。外底は粗い削りで深い上げ底となっているO体部との境は強く指押さえ

されよく締まっていることから、鹿部外面は断面ハ字形となっている。体部内外面は細い板状工具の

ナデ調整。内面は丁寧だが外面は粗雑である。33は体部からそのまま丸く湾曲し、特別な鹿部を作

っていない。上半部が欠けて器形不明、長い胴部の壷か。35～38は壷。35は胴部の大きさに比べ頚

部が狭まり、径15．4cmと小さな言縁部が付く。滑らかな湾曲で頚部、口縁部の境はない。外面のミガ

キ調整はきわめて丁寧で細やか。胴部内面はナデ上げと指押さえで凹凸が目立つ。37も胴部最大径

が上位にある壷で、外面は丹塗り。外面の調整はさらに細かで、パケ目の後にミガキを加えている。

破片のために傾き不正確。精良土の胎土で雲母片が入る。内面は茶色、下半は褐色。38の胎土は精

良土ではないが堅赦な焼成となっている。外面は研磨状の細かなミガキ調整を施し、内面は部分的に

横ハヶ目調整。この土器の特徴は粘土紐を貼り付けて文様を飾っていることである。胴部中位よりや

38

Fig．233　SK124の遺物
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Fig，234　SK124の遺物（縮尺1／4．1／2）

や下方に2条の突帯を巡らし、この上部から頚部との

問に二重弧文を連ねている。この突帯にも貼り付け後

にミガキを加えている。39～42は壷の鹿部。39、40

は胴部器壁と同じ厚さで円盤状とならない。40は胴部

全周を5分割して横ミガキをした後に丹塗り。外底も

細かなへラ状工具で横ミガキをしている。42は底径12．0

cm、内外面とも同じ工具を用いパケ目調整。内面は何 Fig・235　SK124の遺物　　　⊂

46
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Fig．236　SK125実測図（縮尺1何0）
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Fig．237　SK125遺物出土状況

度もハヶ目を重ねている。44は口径40．0cmの大型品。体部の屈曲は弱く、緩やかに外湾して口縁部と

なる。屈曲部には断面台形の小さな突帯を貼り付けている。

石製品　45は粘板岩質の磨製石鉄。先端と基部を欠いているが、わずかに閲部が残っていることから

茎があったことが分かるO研ぎ出された鏑は茎まで通っていたのだろう。46は黒曜石の打製石鉄。

骨角製品　47はイノシシの犬歯と推定されている。扁平に加工し一端を細く尖らせている。3個の

小孔が並ぶ。両面からの穿孔で、溝は本来のもの。火熱を受けて白色となっているO用途不明。

第125号土鳩SK125　SK124より約90cm問を置いて南側に延びる隅丸長方形の土壌。長さ372cm、幅

130cm。壙底は北端が25cmと深く南側に向かって上がり、北端部の深さは16cmを測る。
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出土遺物　遺物は南寄りに集中しており、図のように壙底に接して出土している。

土　器1～11は突帯文土器の甕。通例のように言縁部が内傾するもの、直立するもの、外傾する

ものに大別する事ができる。5、6は低い器高の甕。5は口径17．4cm、突帯は言縁端部より下がった

位置に貼り付けている。突帯は断面三角形でその頂点はシャープである、外面は擦刷痕、内面は

ナデ。6は口径17．4cm、鹿部から大きく開き、反転しないでそのまま口縁部となる。突帯は断面台形

で下方に垂れ気味。外面は横条痕、内面に粘土接合痕が見られる。10は体部が反転する甕。口径24・0

）＿一一一画1

三三嘩囁7

軍曹撃竿
．　、

軍五言薄田）
蒜禁　8

∴．∴・．、．．．一
、

一一一一．一一．了・／し

二三一

Fig1238　SK125の遺物（縮尺1／4）

20cm
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Fig．239　SK125の遺物（縮尺1／4）

cm。田縁部の突帯は小さい断面三角形。外面の色調は反転部より上半は赤褐色。下半は茶褐色。胎土

は砂粒少なくきめが細かく、焼成良好。18～23は突帯文土器甕の鹿部。22、23の外底には木葉痕が

残る。12～16は弥生時代前期如意形口縁の甕。13は口

径26・8cm、口縁部の屈曲は強いが、短い。外面の縦ハヶ

目調整の後に沈線1条を巡らせる。この上半はパケ目を

ナデ消ししている。17は口径34．6cm、口縁部下方に断面

三角形突帯があり、14、15と同じように刻み目を入れ

ている。24、25は甕の鹿部、24は平底、25は城ノ越式

の甕鹿部。26～30は壷。26は小壷の言縁部で径9・6cm。

精良土の胎土で堅赦、調

整も丁寧。頚部との境は

なく滑らかな湾曲になっ

ている。27は口径21．征m、

口縁端部断面は丸みがな

く方形。器壁は薄い。内

面は柵かな横ミガキ、外

面はハヶ目の後に横ナデ

調整。胎土に大きめの砂

粒を含む。28は頚部と胴

10

Fig－240　SK125の遺物

上半部の破一片026とは接

合しない。外面の調査は

明瞭でないが滑らかな仕

上げとなっている。29は

頚部の径28．8cm、頸部と

胴部との境には細い沈線

23　が巡り、この下方に斜行

線文を描く。おそらく羽
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Fig・241SK125の遺物（縮尺1／2）
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Fig．242　SK125の遺物

状文となるのだろう。この施文は斜行文→沈線の順序である。30は肩の張る壷胴部。下半は直線的

に鹿部に延びており、長めの器形となるのだろう。外面は横ミガキであるが、丁寧さに欠けるO肩部

内面には粘土繋ぎ目痕が見られる。

土製品　32、33は土製円盤。32は甕の破片を用いている。打ち欠いて周囲を整えているが、顕著な

研磨は見られない。33は外面が横ミガキされ、かつ湾曲が弱いことから大型壷の破片を用いたと判

断した。周囲をよく研磨している。内外面の色調は茶色。胎土は砂粒が少なく、焼成もよい。

石製品　34は石包丁。35は磨製石斧。36は黒曜石製の石鉄。37は磨り石。

第123号土壌SK123　記述順が前後するがSK124の東にあり、SK122と一列に並んでいる。隅丸方

形の小土壌。1の甕口縁部は粘土を乗せて分厚い言縁部を作る。胴部上半は強く内偵し倒卵形の器形。

第132号土壌SK132　Q27グリッドの東寄りに位置する円形ピット。3は突帯文土器の甕。破片のカ

ーブからすると内湾して丸みのある器形が想定できる。突帯は言縁端に接していない。
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Fig．243　SK123～SK147の遺物（縮尺1／4）

第133号土鳩SK133　SK125の東、P27グリッドに位置するO　円形に近い楕円形のプラン。4～9の

6点を図示した。7は口径17．6cm、口縁部は屈曲部からほぼ直に立ち先端を小さく外湾させている。

第142号土鳩SK14210はL字形口縁部の甕。外側に粘土板を貼り付けて幅広で水平な口縁部。

第144号土壙SK14411は壷胴部上半の文様破片。細い沈線で措かれた文様は5重の連弧文。

第146号土鳩SK14612は壷胴部。最大径は32．6cm、扁球状の胴部上半に二重の弧文がミガキの後

に沈線で措かれるOアーチが弱く、また連続するのか破片のために確認不可。外面黒褐色。内面茶色0

第147号土壙SK14713は鉢。口径26．4cmO内面の屈曲部はにぷい稜となっている。

第151号土鳩SK151N30グリッドに位置する楕円形の土壌。14は如意形口縁の甕、口径27・4cm、

口縁部はきれいに湾曲し、端部は断面方形におさめている。内面の摩耗が激しいのは使用のためかO

第154号土鳩SK15417は口径21・4cm、反転部がなく、突帯は口縁端から離れて巡る。

第155号土鳩SK155　029グリッドのほぼ中央に位置している。18は突帯文土器甕の口縁部小片O

断面三角形の突帯に縦に刻み目を入れる。19は古墳時代土師器の小型器台で上部からの混入。

第160号土壙SK160　口径17．8cmの突帯文土器甕。体部上半は直線的に内傾し、器壁はやや厚い0

第162号土鳩SK162　北拡張区030グリッド、楕円形の土壌。5点の土器と石製品1点を図示した〇

第198号土壌SK198　27は突帯文土器甕で口径19・4cm。外面は横条痕、内面は板状工具の擦刷痕。

第199号土鳩SK199　28は甕の反転部。29は口径24．8cmの甕。口縁下端には小さな刻み目が密O

第200号土壙SK200　30は突帯文土器甕の鹿部。外縁は小さく突出する。
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Fig．244　SK123～SK147の遺物（縮尺1／4・1／2）

第152号土鳩SK152　030グリッド南東寄りに位

置する。上面プランは楕円形。壁は斜めに掘り込まれ、

途中から垂直になり壙底は円形となる。上面で長軸

123cm、短軸92cm、深さは72cmである。

出土遺物　円形に掘り込みが変わる部分を中心にし

て大きめの破片が出土し、計8点を図示した。1は

口縁部を欠いた小型壷。鹿部は正円ではなく5．9cm

X6・7cmといびつである。分厚い作りで、円盤状に

はならず、そのまま胴部に延びている。胴部の最大

径は中央にあり15・8cmの大きさ。外面はパケ目の後

に短い横ミガキを加える。ストロークが短いのは胴

部の球形が小さいからであろう。鹿部から胴部下半

にかけて黒斑。2も同じような球形の壷胴部。最大径

’二一

Fig．245　SK152実測図（縮尺1／40）

㍉
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が40・4cmという大型品。胎土は精良土で微量だが雲母片が混入している。頚部との境に小さな断面三

角形突帯を巡らせ、細かな刻み目を密に加える。胴部外面は横ミガキとパケ目を交互に調整しているO

内面はナデ調整O色調は外面が灰褐色、内面が黄灰白色。焼成はよく、外面上半の所々に黒斑がある。

3～8は甕の鹿部。3は底径7・7cm、

外底は丁寧なナデで上げ底。体部

への移行部はよく締まっているこ

とから、鹿部外縁はハ字形に開い

た形状となっている。4は上げ底

で深く、かつ外縁が平坦で蛇の目

状となっている。体部は大きく開

き蓋の可能性もあるが、内面に炭

化物状のススが付着していること

から甕とした。5は底径7．7cm、上

げ底の鹿部は厚みがある。締まり

は弱く体部の外反も弱い、長めの

体部となるのだろうO
Fig．246　SK152

Fig－247　SK152の遺物（縮尺1／4）

20cm
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Fig1248　SK161の遺物

内面にススが付着し調整痕不明、外面は縦パケ日後

にナデを部分的に加えている。6はさらに分厚い作

りの鹿部で、径12・7cm。

第161号土鳩SK161　030グリッドの北よりに位

置する不整円形の土壌。75cmX80cm、深さ10cm。

出土遺物1は如意形言縁部の小破片。屈曲は弱く、

刻み目は上端にまで達する。内外面ともに横ナデ調整。

2は突帯文土器の甕で口径19．0cm、口縁端部の断面

は三角形状に尖り気味で突帯は断面蒲鉾状、刻み目

は左から深く入れる。内外面とも粗い擦刷痕O

腎5
6’’・）辿±9／7

Fig1249　SK161の遺物（縮尺1／4）

3は如意形田縁は屈曲強く、端部はわずかに厚みを持たせている。刻み目は上端までどうにか達して

いる。口径25．4cm、調整は左上がりのナデ、屈曲部内面は指押さえ痕が並んでいる。4は口径26．0cm、

3に比べると体部下半のすぼまりが強い。外面の調整は左上がりのナデ、内面は2段に指押さえ痕が

ある。5、6は壷の口縁部。8は高埠。口径25・6cm、口縁部内面に粘土を貼り付け、横ミガキで調整し

ているO外面は剥離が激しい。杯内面は濃茶色。

第196号土塀SK196　北拡張区P30グリッドに位置するO北拡張区の西寄りはピットが集中してい

るがその一つ。1は如意形の言縁部。口径19．4cm、言縁に刻み目はなく、外面の調整は縦ハヶ目、内

面は横ハヶ目。口縁部は横パケ目。外面の色調は黒色。内面は灰茶色。2は壷胴部と頚部の破片。そ

の境に横ミガキの後に3本の沈線を入れている。破片のためにこれ以外の文様があったか不明。

第212号土壙SK212　P30グリッドの南よりに位置する隅丸方形の土壌。SK213北隅が重なっている。
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Fig．250　SK196～SK221の遺物（縮尺1／4）
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突帯文土器と弥生時代前期の土器が出土した。3～7は突帯文土器の甕。内傾するものと直立する言

縁部がある。突帯はいずれも断面三角形であるが、4と5の突帯は、言縁端より離れて貼り付けている。

7は体部の反転は弱い。8は径8．2cmの小壷の言縁部。口縁部内外面だけ柵かな横ミガキで調整しており、

この差が頚部との境になっている。頚部も横ミガキだが滑らかで痕跡はない。胴部への移行付近に沈

線が一部残っているが文様かどうか不明。精良土で堅赦な焼成となっている。外面は茶褐色、内面は

茶色。9、10は甕の鹿部で平底。9の底径は8・6cm、10は底径9・6cm。

第213号土壙SK213　P30グリッドの南東隅に位置する。径220cmの円形土壌である。突帯文土器～

弥生時代中期前半の土器が出土した。11～13は突帯文土器の甕。11は内傾する口縁部でその先端で

さらに内湾して丸みのある言縁部を作っているO突帯は背の低い断面蒲鉾形。14、15は如意形言縁

の甕で言縁部下方に沈線を巡らせている。14は口径25．0cm、体部に張りがなくそのまま鹿部に延びる。

体部の縦パケ目は数度重ねている。外面の上半は砂粒が露出している。15は同じように体部に張りが

ない。口径28．4cm、口縁部下端にのみ刻み目。左から切り込んでおりほぼ等間隔である。2条の沈線

は縦パケ目の後に入れており、割りに幅広い。口縁部内面のハヶは粗い目。外面褐色、内面茶色。17

は小壷の上半部、頚部との境に段がわずかにあり、小さな断面三角形の突帯が付くのだろう。胴部外

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

面は粗い横ミガキ調整。18は口径18・Ocmの広口壷。如意形に外湾した田縁部の上に粘土を貼り付けや

や盛り上がった口縁部を作っている。外面は細かな縦パケ目。19は内外面とも丹塗りが施され、口

縁端部は先丸におさめている。内外面とも横ミガキ調整。外面がより丁寧である。20、21とも分厚

い作りの口縁部であるが、粘土の貼り付けが異なる。20は外側であり、21は上に乗せ、さらに下方

から支えの粘土を加えている。どちらも

倒卵形（無花果形）の体部となる。21

の口線外端には刻み目を加える。20に

は田縁部下方に断面三角形突帯を巡らせ

ている。

第215号土壌SK215　22は城ノ越式甕

の鹿部。鹿部の締まりは小さく円柱状に

近い。外縁は縦ハヶ目。23は壷の鹿部O

平坦な鹿部から円盤状にならずに大きく

開くいているO

第221号土壙SK2211点のみのを図

示した024はL字形の口縁部甕で丸み

のある体部となっている。口径26．4cm、

わずかに内傾する口縁内端部は稜はない。

田縁上面は横ナデで微妙に凹んでいる。
Fig1252　SK219実測図（縮尺1／40）？一　一　一　一1戸1
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Fig．253　SK219の遺物（縮尺1／2）

5cm
！．1　1　1　．11　Ⅰ

Fig1254　SK219の遺物

第214号土鳩SK214　R24グリッドにあり、SKO20の北側に隣接している。当初井戸と判断してい

たが、積極的に裏付けることができず、資料整理の段階で土壌とした。

出土遺物1～3は甕の言縁部と鹿部、4は壷口縁部で、頚部との境に沈線を巡らせ散る。6は口縁と

図示しているが脚裾部か。破片のために確定できない。7は口径38．8cmと大型の壷。田縁外端の上下

に刻み目を加える。この後に横ナデ調整。胎土には1～3mm大の砂粒や雲母片などを含む。

第219号土壙SK219　N30・31グリッド。一方が尖った楕円形。長軸258cm、短軸207cm、深さ40cm。

出土遺物　7点の土器と石製品2点を図示する。
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土　器1の内傾する器壁は薄手で言縁端部は細く尖り気味。外面の調整は横条痕ではなく、左斜行

の細かいハヶ目。突帯は断面蒲鉾形、2の言縁部はわずかに外湾し、断面方形におさめている。突帯

はなく口縁部下端だけに刻み目を施している。器面の調整は外面が右斜行のパケ目、内面は上から横

ハヶ目、次ぎに左斜行のハヶ目を加えている。内外面とも調整は雑である。3は口径17・Ocmの広言壷。

分厚い作りの言縁部上面は外傾し、端部に縦の刻み目を入れている。4は壷口縁部で口径24．8cm、頚

部との境に小さな断面三角形突帯を貼り付け横ナデしている。内面は粗雑な横ミガキ。5は壷胴部上

半の文様片。精良土の胎土で焼成良好。色調は茶色。文様は先に羽状文（綾杉文）措き、次の上に沈

線を巡らせ、さらに文様帯を区画する縦の線を

入れている。6は手控ねの土器。言縁部は斜め

上方に4、さく摘み上げている。7は口径19．4cm、

外面の色調は茶褐色で一部に黒斑。L字形の言

縁部内端は、丸みがあり稜はない。体部の突帯

にも言縁部と同じように雑な刻み目を加えてい

る。胎土に1－2mm大の砂粒を含み、器面に露

出している。8、9は吉武土師器。8の小型器台

は形態的にはC系精製器種だが、全面ナデ仕上

げで細密横ミガキ調整がみられないこと、脚内

面に螺旋状工具調整痕があることから、9のB

系低脚杯のようなB系技法の影響も考えられる。

石製品10は磨製石斧の身中央部の破片。断

面は薄いレンズ状、表面に研磨痕がよく残って

いる。側線は欠損が目立つ。11は石鎌の先端部。

三日月状で刃部は直線に近い。両刃に研磨され

ているが鋭さはない。弧状の背は丁寧な研磨は

施されていない。

第220号土壌SK220　027

グリッドの北寄りに位置する。

隅丸方形の土壌で238cmX

184cm、深さは23cm。壙底は

ほぼ平二坦でわずかに南側に

傾斜している。

出土遺物　遺物は壙内の南

西部に集中して出土した。

土　器　1は口径162cmの鉢。

体部はやや長めの体部で口

縁端部で小さく内側に傾い

ている。内外面とも横ミガ

キでなめらかな器面となっ

ている。2～6は如意形言縁

の甕。2、3の口縁部には刻み

1m

Fig1255SK220実測図（縮尺1／40）l　－1－　－」
－

Fig．256　SK220
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目はない。2は鉢とすべきか。5の口縁部は正円でなく24．5cmX25・4cmといびつ、言縁部の刻み目は

上端まで達し、間隔はやや雑。器面の調整は内外面ともナデ上げ。口縁部下方にわずかに張りが

ある。4は口径28・4cm、口縁部の湾曲は小さくその端部は肥厚しているO刻み目は下端のみ。外面は

ススが付着し黒色、内面は茶色。体部に張りはない。6は口縁部下方の器壁は厚く段があるO口縁部

Fig．257　SK220の遺物（縮尺1／4）
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とこの段に刻み目を入れる。外面のハヶ目は粗い。7は甕の鹿部で、外底中央部がわずかだが盛り上

がっており、中央から外れて焼成後の穿孔がある。孔径は約20mm。外面はヘラ状工具によるなで上げ。

外底だけに径5cmの黒斑がある。8は外面に横条痕があり突帯文土器の鹿部と思われるが、体部への

移行部が強く締まり、また底径も小さい。9は甕の蓋。内外面とも細かなハヶ日調整。口径23．0cm、

内部上半は指押さえ。胎土に砂粒は多いが焼成はよい。10は壷の胴部で埋め土の上部で出土したO

外面は細かな横ミガキだが痕跡は不明瞭、内面はヘラ状工具のナデ調整。11は壷の鹿部。底径10．2cm、

胎土に砂粒多く、きめが粗い。内面はナデ上げ、外面は左上がりのミガキ状のナデ上げ調整。

第110号ピットSPO110　北拡張区031グリッドにある南北方向の溝状の土壌。最大幅94cm、長さ

498cm、中央部の深さ20cm。長軸の方向はSK124、SK125とほぼ一致している。壙底は平坦でなく、

小ピットも数個あり凹凸となっている。

出土遺物　遺物は

土器のみで壙内の

南寄りに集中する。

そのほとんどを実

測、図示した。

土　器　1－3は

突帯文土器の甕。

4、5は如意形の

言縁を持つ弥生時

代前期の甕。4は

ほぼ完形品。口径

21．0cm、器高24．8

cm、鷹径8．0cm．。

目線部の湾曲は弱

く、かつ短いO刻

み目は下端のみに
Fig．258　SPO110

1m

Fig．259　SPO110実測図（縮尺1／40）
L一
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入れている。6－9は壷。6は口径12・0cm、底径7．0cm、器高28・OcmO　球形で大きめの胴部に内傾の強

い頸部が延び、強く外湾して口縁部となる。丁寧な調整に比べると部位のバランスが悪い。口縁部

と頚部は同じ厚さの器壁であるが、細い沈線を巡らせ境としている。頚部と胴部の境は明瞭な段を

－〒

55歯痛艶車　3

ヽ

Fig．260　SPO110の遺物（縮尺1／4）
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作っている。鹿部は円盤状に近い形状をしている。8はやや小さな壷胴部下半。内外面とも横ミガキ

でなめらか。器面は微妙な凹凸がある。9は口径30．6cmの中型の壷田縁部。言縁部は外側に粘土を貼

り付け厚みを出し、頚部と段を付けている。内外面ともに最初に細かなパケ目を施し、その後横ミガ

キを加えている。胎土は精良土に近く焼成もよい。外面はやや剥離が目立つ。

第85．86・97ピットSPOO851SPOO86・SPOO97　北拡張区の中央、P31グリッドに大きめの

土壌が集中している。中でもSPOO85、SPOO86、SPOO97は遺物の出土量が多く、また遺構プランも明

確であることからここに記述する。

第85号ピットSPOO85　細長い溝状の土壌でSPOO86の上に乗る。最大幅55cm、長さ342cm、深さ48cm。

Fig・261SPOO85・0086・0097土壌実測図（縮尺1／40）

1mL一
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Fig．262　SPOO85・SPOO86．SPOO97

Fig．263　SPOO85・SPOO86・SPOO97（南東から）
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出土遺物　出土量は多くないが、中央部より甕が潰れた状況で出土した。1－5は突帯文土器の甕口

縁部。どれも細片になっている。言縁部が内傾、外傾、直立の三棟がある。5は直線的な口縁部でわ

ずかに外傾しており、言縁端部は小さく内側に倒れる。突帯は背の高い断面三角形で、細い棒状の工

具を押さえ菱形の刻み目となっている。内外面とも横粂痕で外面は部分的にナデ消している。6～8

は如意形口縁を持つ甕。6は口径22．0cm、体部に張りはなく、言縁部が最大径となる。刻み目は六角

形（亀甲状）で言縁上までには達していない。外面の調整は左斜行のパケ目。外面はススで茶黒色と

なっている。8は接合した完形品に復元できた。口径26．6cm、器高28．8cm、底径7．4cmO　口径と器高が

一致する口縁は小さく外湾するだけで断面方形におさめている。刻み目は口縁外端のみで間隔、大き

さともに不揃いで粗雑。しかし器面の調整はきわめて丁寧である。体部内面はミガキ状のナデ上げ、

言縁部内面は横ミガキ。外面は柵かな縦パケ目。突帯は小さな断面三角形でその上下は縦ハヶ目を横

ナデで消している。外面は茶色で突帯より下方は黒色となっている。実際に火にかけた結果であろう。

10、11は壷。10は口径16．8cm、口縁部と頚部との間には沈線を1粂巡らして境としているが、頚部

からの湾曲は特に変わることなくスムーズに延びている。内外面と細かな横ミガキ、外面は丹塗りが

施されている。11は胴部から頚部にかけての破片。その境には断面三角形の突帯を貼り付け、刻み

目を入れている。突帯部で径27・8cm。12、13は鉢。12は口径25．6cm。反転部から口縁部は直に延び小

さく外湾して言縁部を作っている。13は同じように内外両横ミガキだが体部は半球形。

．一一、／仙脚∴
．－滋捗p

0　　　　　　　　　　　　10cm

6　土　一　一一！　　！

面 二＝≡5）一、－．－－、／

三二二二二＝

Fig1264　SPOO85の遺物（縮尺1／4）
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上一　一一も

Fig．265　SPOO86の遺物（縮尺1／4）

Fig．266　SPOO85・SPOO86の遺物

第86号ピットSPOO86　隅丸長方形の土壌で長側

辺258cm、短側辺262cm、深さ33cm。長軸方位は

SK124、SK125やSPOl10などの遺構とほぼ一致し、計
8

（SPOO85）画的な配置を思わせる。壁も一部袋状になっている。
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出土遺物　壙底から出土する遺物は少なく、ほとんどが埋め土の上部に集中している。図示したのは

6点の土器だが内5点が壷。1、2は口径、言縁の形状、さらに調整法までよく類似しているが同一

個体ではない。1は口径15・0cm、言縁部下方に浅い沈線を1条巡らせ頚部との境にしている。内外面

とも細かな横ミガキ。口線内端部に黒色の点状文がある。2は口径15・6cm、同じように横ミガキの

後に口縁部と頚部との境に沈線を巡らせているが、直線ではなく波打っている。3は頚部下端の破片。

外面は横ミガキ調整後に2条の沈線を巡らせ、さらに3本の斜行文を入れている。4は胴部最大径

の位置が中位よりやや上方にあり、頚部との境までに2段の山形文が沈線で措かれている。頚部下

5cm
－　　　　　　　　　　　　1

（7．8・9はS＝1／2）

…「

Fig，267　SPOO97の遺物（縮尺1／4・1／2）
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Fig．268　SPOO97の遺物

端の径は18．4cm。5は口径32・4cmの大きめの壷。器壁の薄い作りで口縁部を肥厚させ段を作る。頚部と

胴部の境には沈線を巡らせる。胴部内面は柵かなパケ目O頸部外面は低いアーチ状の横ミガキ。

第97号ピットSPOO97　SPOO85より一回り大きな隅丸長方形の土壌。長側辺324cm、短側辺202cm、

深さ19cm。長軸の方向はほぼ一致し北側にずれて重なっている。SPOO97はさらに北西部で隅丸長方

形の別の土壌が接続している。

出土遺物　弥生時代前期から中期前半の土器だけで構成されている。

土　器1～4は如意形口縁部の甕。1は口径19・Ocm、口縁部の湾曲は弱いが長く延び、端部は幅広な

断面方形とする。刻み目は縦楕円形で木目が付いているO　口縁上端までには至らない。内面はヘラ状

工具による右上がりのナデ調整。言縁内面は強く押さえている。外面に絵画状の沈線・が数か所に見ら

れるが、工具のキズと判断した02は口径21．6cm、田縁の湾曲は弱く延びも短いO　口縁端部は下方に

切り取ったような形状で木目痕のある刻み日を施している。体部はほとんど張りがなく、外面は粗い

ハヶ目調整。3、4の口縁部は屈曲部から直線的に長く延びる共通の特徴を持っている。5は鹿部は体

部との境がよく締まり、鹿部外縁の張り出しも強いが、外底はわずかに凹んでいるに過ぎない。6は

口径38．0cm、内傾するL字形言縁で、外端部の刻み目は縦楕円形で木目が付いているO　言縁部下方の

突帯は2条の断面三角形が接し口唇状となっている。外面の調整は、縦パケ目→突帯貼り付け→横ナ

デの順。

石製品　7は磨製石斧。側縁がほぼ平行する形状で、断面も厚みのないレンズ状。8は柱状片刃石斧。

基端面が折れて全形不明だが、前後の主面と左右の側面ともよく研磨されている。9は砥石。剥離し

ているが、断面長方形だったのだろう。上面、側面が研ぎ面として使用されている。
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一一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』－．1

1
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謬芸等
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Fig．269　SPO136の遺物（縮尺1／4）

第136号ピットSPO136　P31グリッドにあるいびつな

隅丸方形の土壌。127cmX79cm、深さ20cm。

出土遺物　弥生時代中期初頭前後の土器が出土した。1

～3は如意形口縁の甕。1、2の口縁部は如意形の湾曲と

は言い難いほど湾曲が弱い。2点とも口縁部下端に刻み

目を施している。2は口径25．0cm、菱形の刻み目は左方

向より切り込んでいる。外面は細かなハヶ目調整で口縁

部は横ナデを加えている。3は体部に断面三角形突帯を

持ち、口縁端部は欠損し確かめられないが突帯には刻み

日を施す。4は口径32・4cm、体部上端に厚みのある粘土

板を乗せ、さらに下方から支えの粘土を当てて断面三角

1m
一一．　　　　一　　　　　　　一　－　　－．－　　．－　．－．－　　　－　　　　　　　　　　　－　　　　－　－．－．－　．－．－．－．－．－　－　　　　　　　　．－

Fig．270　SPO136実測図（縮尺1／40）

形の口縁部を作っている。口縁部下方の突帯は丁寧な横ナデで三角形の頂点はシャープであるO　口縁

端部の刻み目は浅いが、木目が付き等間隔に刻まれている。5～9は甕の鹿部。平底と上げ底の2種

がある。6、8は平底の中央部を穿孔している。2点とも焼成後の穿孔で正円ではない。10～12は壷。

10は沈線で山形文を措いているが、左斜行線→右斜行線→上部の2条沈線の順に施文している。精

良土の胎土で焼成もよい。器面は丁寧な横ミガキで滑らかである。11は頚部と胴部の接合部破片。

全体が分からないが面白い文様であるO頚部と胴部との境に巡っている3本の沈線は、通常は境を

平行に巡るが、上2本の沈線は上方にカーブしている。また沈線下方は山形文のように見えるが、

沈線ではなく、浅いナデである。12の壷鹿部は円盤状ではなく、そのまま大きく開き胴部となる。

13は高杯、口径26・4cm。内面の調整は丁寧でなめらかであるが、外面は剥離し調整不明。胎土は小
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砂粒を含み、赦密ではない。内外面とも茶褐色。口縁部の小破片のために傾き、口径ともに不正確。

14は高杯の埠部と脚柱部の接合部。境に小さな断面三角形突帯を貼り付けている。刻み目はない。

脚柱部は縦パケ目調整。杯部内外面は細いヘラ状工具によるナデ、内面はミガキ状になっているO
l t

一一‾一千〒三二一一二二
SPOO76

1。．．・竜喜壷ご当。

0　　　　　　　　　　　　5cm
！　　－　　　土一一一一一一一」一一一一一一一一」一一一一一」

SPOO93

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm
「　一　　一　　一　　一　一！　　　　　　　　’　」

Fig1271ピットの遺物（縮尺1／4・1／2）
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ピット　発掘現場では土壌とピットの遺構名を使い、遺構番号を付け、実測作業や遺物の取り上げ作

業を行ったが、両遺構の区別はおおむね直径30cmを境にして大きい落ち込みを土壌とし、小さな穴を

ピットと使い分けたOしかし厳密に測定しながら区別したわけではない。きわめて暖味な視覚的なも

ので、ピットであっても遺物の特殊性や出土量に応じて土壌の遺構名を付けた場合がある。本来は遺

構の機能、用途など目的を明らかにして遺構名を決定すべきだが、大概は自然作用によるのか、人工

的なものかさえも見分けがつかないことが多い。もちろん桂根が残り明らかに柱穴と判断できるもの

もある。またその一帯の遺構は配置や時期を決める

上で重要なものもあり、これらの出土遺物は可能な

限り実測した。
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Fig．272　ピットの遺物（縮尺1／4・1／2）
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40
（第Ⅱ面掘り下げ）

Fig・273　ピット．第Ⅱ面掘り下げの遺物（縮尺1／4）

Fig・274　ピット．第Ⅱ面掘り下げの遺物

出土遺物　北拡張区の西寄りに大小さまざまなピットが集中している。遺物はピットの大小に関わら

ずほとんどから出土している。出土した土器の年代は、突帯文土器から弥生時代中期中頃までに限ら

れ桂根もこの時期の間に入るものと思われる。ここでは桂根のみについて記述する。38はSP0131よ

り出土、広葉樹の芯抜き材で、断面楕円形。底面に斜めの切断面が残っている。全面に鉄分が錆びた

ように付着しており、長く水分の多い地層にあったことを示している。上部は腐食が進んでいる。こ

のような加工、形状から桂根の可能性は強いが、周辺には相対するピットはなく1棟の建物としては

把握できなかった。39はSPOl13出土、広葉樹の芯持ち材、底面はやや凸状に削っている。削り痕は

大きいが腐食が進み明瞭ではない。40は直径も大きく、底面の削り痕は方向も観察できる。広葉樹

の芯持ち材。以上3点の樹種は同定を済ませていない。
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第6節　第Ⅳ面（弥生時代前期～早期）の調査

1・概　要
平成7年に実施した試掘や発掘着手後に再確認のために設定した土層トレンチによると黒色粘質土

の直下には青灰色粘質土があり、遺物の包含がなく、また遺構の落ち込みも認められないことから青

灰色粘質土第10次調査区の基盤（地山）と判断していた。このため青灰色粘質土まで掘り下げ、だめ

押しの意味で上部からの掘り残し

た遺構を記録することによって、

第10次調査を完了しようと計画し

ていた。ところが黒色粘質土の最

下部で検出した弥生時代前期の竪

穴住居跡SC07の周辺を清掃して

いると青灰色粘質土面に溝状にか

すかに土色が異なる部分があるこ

とに気が付いた。当初は遺構は存

在しないという先入観が影響して、

樹木の根や風倒木など自然の痕跡

と注意しなかった。ところが

SC07の南東側に拡がる土壌群の
Fig1275　SAOl下の円形溝

Fig．276　円形溝全景
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掘り下げ部でも、同じような溝状の遺構が断続的に見つかり始めた。木棺墓SAOlでは壙底の下に潜

り込み、SC07は壁に切られ、明らかに時期の古い遺構が存在する可能性が高まった。おそらく日本

で最初の経験（最初の発見は昭和51年の博多区板付遺跡か）であることから、果たして人工的な遺構

かどうか、時期が判断できるか、そして用途が明らかにできるかなど発掘作業員の皆さんにも発掘の

目的や疑問点などを説明、徹底して慎重な発掘作業を行った0

2．円形溝（SS）

この結果、図示したようにP29グリッドから025グリッドまでの約130㎡の中に分布している事が分

かった。これより南東側は、全体図に示したように青灰色粘質土が途切れ砂層になるために、青灰色

粘質土のある微高地を選んだ遺構と言うことができる。直径約2．2m、溝幅約15cm、深さは10cm前後

の溝状で、その壙底には小さなピットが間隔を置いて並んでいる場合もある。これらは上部遺構から

何度も切られ全形を留めているものは少ないが、残った溝を辿ると円形か隅丸長方形のプランであっ

たと推測できる。土器も細片ながら出土し、平面プランの規格性、溝の掘削の仕方などから明らかに

人工的な遺構であることが判明した。その大きさがある程度分かるものについて記述するが、発見時

には遺構の性格については想像もできず、遺構名称について苦慮することになった。今後、発見例が

増加し、その性格も究明された時にあらためて適当な遺構名を付けることにして、円形だけでなく隅

丸長方形もあるが性格不明という意味を込めてあえて円形溝と呼ぶことにする。

出土遺物　円形溝SSOl～SSlO付近は、上部に土壌がいくつも重なり、これら土壌を掘り終わると、

浅い窪地状になり、円形溝との間には均一ではないがわずかに薄い黒色粘質土が被さっている。遺物

Fig．277　円形溝分布図（縮尺1／100）
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数の多さに比べると、出土遺物の数

量は極端に少なく、かつ少量である

ことは、逆に円形溝の性格を示すも

のであろう。次ぎに上部と溝中出土

の遺物についてまとめて記す。

上部の遺物1～3はSSO2、SSO3上

部出土の突帯文土器。1は口径21比Ⅲ、

体部上半が内傾し、言縁部には断面

三角形の突帯を貼り付け、その上面

を平坦に作っている。体部の突帯と

同じように右方向からの刻み目。通

常この突帯部で反転することが多い

が、まだ下方に延びており、体部下

‾軍司紗4

一∃．7

∴’．∴．∴

10cm

≒琵≡≡2

！－－－－！　　　！

Fig1278　円形溝上部の遺物（縮尺1／4）

半の器形不明。器形の特

1一三芋蔓－。享二≡。

、

／蘭1－喜

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

Fig．279　SSOl～SS14の遺物（縮尺1／4）

異さとともに器面の調整

も特徴がある。外面の調

整は、細かい横パケ目だ

が先に叩き状に左斜行の

強いナデ（擦刷痕）を加

えている。内面は横パケ

目で一部ナデ消してい

る。2は3cmに足りない

ような小破片。鉢とした

i　　　が傾き不正確。口縁部で

屈曲し、外面は横ミガキ。器面の

色調は外面が赤茶色、内面は灰黒

色。焼成はよく胎土に小砂粒をわ

ずかに含んでいる。4～8はSSO7

～SSO9上部出土。4は直立する口

縁部に低い断面台形の突帯を貼り

付けて横ナデ。刻み目は棒状工具

で浅く幅広の楕円形となっている0

5の口縁部はわずかに外湾する。

口縁部突帯は断面三角形で上面が

平坦に近いO　刻み目は雑で不揃

い。6は底径8．0cm、上げ底で外縁

への張り出しが強い。体部外面は

左上がりの条痕。内面にも部分的

に横条痕。
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7は体部接合部で剥離しているO径12・Ocmの平底で外底まで丁寧なナデ調整が行われ、滑らかな器面

になっている。胎土は1mm大の砂粒を含み精良土ではないが、きめ細かく密。壷の鹿部であろう。8

は底径5．8cm、平底の鹿部から体部はわずかに外汚しながら外反する。外面の調整は横条痕の後にへ

ラ状工具でナデ上げ。高温焼成で外面は赤茶色、内面は灰茶色。

溝中の遺物1～3はSSOl出土。1の口縁部の突帯は断面蒲鉾形でやや口縁部に覆い被さるような貼り

付けとなっている。刻み目は左方向からO突帯の下方でやや屈曲しており鉢になるか。外面は横

条痕、内面は粗い横ナデ調整。2は甕の反転部破片。内面は強く横ナデして凹んでいるが屈曲はほと

んどない。刻み目は右方向から入れる。3は鉢の口縁部、内外面とも横ミガキだが滑らかでなく、光

沢もない。4、5はSSO4出土0　4

の色調は黒褐色、砂粒少なく堅い

焼成となっている。口縁端部は丸

みのある断面で、突帯は下方に離

れて貼り付けている。左方向から

の刻み日は鋭利だが均一でなく粗

雑である。内外面とも粗い擦刷

痕。5は径9・6cmの鹿部。外縁への

張り出しは弱く、外底はわずかに

凹んでいるO　内面はヘラ状工具で

押さえ、外面はナデ調整。外面は

赤茶色、内面は灰茶色。6はSSO9

出土。内傾する体部は言縁部で小

さく屈曲し立ち上がるO低い断面
Fig．281SSO1－SSO3

（SKO1割

Fig．282　SSOl～SSO3実測図（縮尺1／40） 1m
！一　一．－！　　　　　　！



190　円形満

三角形突帯は、口縁端部から離れて巡っている。刻み目は右方向からで頂部が潰れている。内面は右

斜行のナデ調整。7はSSl0出土。直線的に外反する体部は、微妙な凹凸がある。言縁部の断面は丸み

があり、やや厚みのある断面三角形突帯が接して貼り付けられている。刻み目は縦に細長く深い。内

面は指押さえの後に横ナデ調整。8はSSll出土。言縁端部の断面は方形で、突帯は背の低い台形で、

刻み目は鋭く下方の体部

まで付いている。外面は

横ナデ、内面はナデ。

第1～3号円形溝SSOl～

03　P27グリッドの東より

に位置する。上部にSK㈱4、

SKO18などの土壌があり、

途切れているが、断片的

ながら少なくとも3基が

重なっていることが分かる。

切り合いの先後関係は不明。

SSOlは隅丸方形と思わ

れるが全形を復元できない。

SS02は217cmX215cmの不

整円形。溝は最大幅14cm、深

さは8cm。SS03も不整円形

で南側はやや角張っている。

H＝4．40m

Fig．283　SSO4実測図（縮尺1／40）

Fig－284　SSO4

0　　　　　　　　　　　　1m
！一　一　一　一！　　　　　！
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南北軸190cm、東西軸185cm、溝の幅や深さなどはSS02と大きな違いはない。

第4号円形溝SSO4　隅丸長方形のプランで352cmX210cmを測る。東側辺はSKO04に切られ、北西隅

はSS05と重なっている。溝の最大幅は18cm、断面逆台形に掘り込まれ17cmと深い。壙底は平坦では

ないが小ピットはない。内側には同じような長軸方向の溝があるが、延長部を辿ることができない。

第5L10号円形溝SSO51SS10　SS05はP27グリッドに位置し、SS04の西に隣接しているO北側が

SKO80に切られ南西部だけが残っているOその湾曲から直径210cm前後と推定した。溝の幅の14cm。

深さ13cm。溝の中には1個だけ小ピットがある。

Fig．285　SS10

Fig．286　SSO5．SS10実測図（縮尺1／40）
1m

1－1－　－1　　　　　　！



1比　円形溝

SSlOは175cmX183cmでほぼ正円に近い。北側を土壌に切られている。溝の幅は16cm。深さ12cm。

第6－9号円形溝SSO6－SSO9　P28グリッドに4基が集中しており、南側から6、7、8、9と順に遺

構番号を付けた。SS06の南側は青灰色粘質土が途切れている。SS06は木棺墓SAOlの下部で検出した。

232cmX238cmで、溝は正円に巡っている。北側部では直線的な溝が重なっているが、ほぼ原形をとど

めている。溝幅は一定し約18cm、深さは約13cm、壙底には小ピットが数個認められる。SSO7－09は

SS06の北側で重なっている。SS07は東西に長い楕円形で240cmX220cm。溝の幅は東側が幅広く、西

側になるに従い狭まっている。壙底も東側が約10cm深い。SS08はSSO7内側の溝を呼んだが連続しな

いので全形不明。壙底に

は楕円形の小ピットが並

んでいる。SS09は4基

の中では最も北西部にあ

る。南西側が開いている

のでU字形となっている。

溝の幅は約20cm、深さ18

cmの壙底にはさらに深さ

10cm程の小ピットが間隔

を置いて並んでいる。

（090MS）

LuOウ・ウ＝H

Fig．287　SSO6～SSO9実測図（縮尺1／40）
1m

／－．一　一！　　　　　　！
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Fig．288　SSO6～SSO9

Fig．289　SSO6



194　円形蒲

第11－14号円形溝SS11～SS14は竪穴住居

跡SC07の南西側に位置する。4基の円形溝が重

なっており、うち2基は全形を知ることができる。

SSllは円形の約3分の1だけで、SS12と重なっ

ている西側は残っていない。残存部の湾曲から直

径220cm前後の大きさを推定した。溝は小ピット

と重なり幅は一定に保たれていない。最大幅15cm

で両端ほど細くなっている。SS12は長さ約90cm

が残っているに過ぎない。きわめて浅いが、壙底

に小ピットがあるなど他の円形溝の特徴を持って

いることから円形溝の遺構名を付けた。SS13は

5cmと浅いが径215cmの円形に辿ることができる。

西側でSS14と重なり、北側の一部は竪穴住居跡

SC07より切られている。SS14は円形溝のうち最

も残りがよい。203cmX180cmでわずかに東西軸が

短いO溝幅は約10cmでほぼ一定の幅で巡っており、

壙底の深さは東側が約8cm程深い。

Fig．290　SSllの溝

H＝4．30m

0　　　　　　　　　　　　1m
！一　一　一　一！　　　　　　！

Figr291SS11～SS14実測図（縮尺1／40）
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Fig．292　SS11～SS14

これまで円形溝の平面プランや出土遺物について記述してきた。平面プランは、円形、楕円形、隅

丸長方形と多様性があるが、円形の場合、内側の面積が約3．8㎡前後でそれぞれ大きな違いはなく、

一定の規格性のもとに作られた遺構と言うことがで

きそうである。溝底の小ピットはあるものとないも

のがある。第12、13次の円形溝からすると、本来は

一定の間隔を置いて並んでいたと思われるが第10次

の場合は、初見の遺構だったために私の指示が発．掘

作業員に徹底せず掘り間違った可能性が強い。出土

遺物や他遺構との切り合い、重複からすると、弥生

時代前期後半以前の時期を推定したが、肝心の機能、

用途については決め手となる資料を得ることができ

なかった。福岡県工業技術センターの鳥丸貞恵専門

研究員（現大阪芸術大学教授）よりいただいた中

国貴州省撮影のブタ小屋写真や中国吉林大学陳囲慶

先生の教示などからブタなどの家畜小屋ではないか

と推定した。

Fig1293　円形溝の検出作業



1銚5　小　結

第3章　おわりに
1－　小　結
雀居遺跡の発掘調査によって得られた新しい知見、そして成果は数多いが、最大の収穫は、長い間埋蔵

文化財の空白地帯であった福岡空港内で遺跡を確認できたことを上げることが出来よう。13次までの発掘

調査面積は、計約31，3（泊㎡で福岡空港の面積3，530，850㎡からすると1％にも満たないが、逆に濃密な遺跡分

布が予想される。周辺には板付遺跡をはじめとして赤穂ノ浦遺跡、宝満尾遺跡、下月隈天神森遺跡、金隈

遺跡など弥生時代の有名な遺跡が点在しているが、そのほとんどは福岡空港東側の月隈丘陵上に立地して

おり、しかも墓地、あるいは大型建物や祭祀土壌など、やや生活感の希薄な遺跡のために、弥生時代の集

落や人々の暮らしぶりを総合的に把捉することが出来なかった。各遺跡の甕棺墓、土壌墓など数の多さや

副葬品に圧倒されるたびに、これらを生み出した当時の生産基盤や経済活動、そして集落構成や分布など

の確認と関連検討が求められてきた。しかし月隈丘陵から御笠川に至る低平地の大部分を福岡空港が占め、

集落と墓地、あるいは集落と水田など総合的な検討が出来ない情況であった。特に御笠川流域が日本にお

ける水稲耕作の開始地と目されており、今回の発掘調査は、雀居遺跡という一つの遺跡の解明、把握に止

まらず、周辺遺跡との関連や弥生時代の開始と発展という研究命題に迫れるものと大きく期待された。

残念ながら弥生時代水田の確認までには及ばなかったが、雀居遺跡の各次報告書に記述しているように、

弥生時代早期から古墳時代前期までの各種遺構、木製品をはじめとする多種多様な出土遺物などによって

御笠川東岸低平地における水田開発や定住の時期、水稲農耕の技術的段階などを具体的に措くことが可能

となった。もちろんすべて解明できたわけではなく、その倍もの疑問や課題が残された。その主立った成果、

今後取り組むべき問題や課題などについては各次報告書に先述しているが、ここでは雀居遺跡での最初の

人間の痕跡を示す遺物について記しておく0

1、2は縄文時代前期の曽畑式土器である。いずれも表面が磨耗はしているものの、上流から遠く流れ着い

たような磨耗ではない01はP23グリッド第Ⅲ面掘り下げで出土した。口縁部の小破片で、胎土に滑石粒を多

量に含み、黒みを帯びた茶褐色を呈する。両面のナデ調整後、径加mの棒状施文具で沈線文様を施している。

左側の沈線は横方向に3本施しているが、右側の文様は間隔を狭くし、おそらく弧1犬をなすものと思われる。

左側の沈線は害蛸に深い。口縁部の厚さは鑓mm。小片のために口径は測定できない。2は第Ⅲ面の掘り下げ
ヽ＿

で出土したO同じように滑石粒を多量に含み、外面は明るい茶褐色で内面はわずかに黒みを帯びている。器

面に滑石粒が露出し、また軽い磨耗のせいもあって滑らかとなっている。破片は片側が次第に厚くなってい

ることから、丸底の鹿部付近と思われる。器壁は厚い部分で7血Ⅲを測る。胎土、色調などから同一個体の破

片ではない。これらの遺物は、縄文時代前期から人々の活動範囲になっていたことを確かに物語る遺物であ

るが、縄文時代前期土器の出土は第10、12、13

次調査ではこの2点のみで定住的には利用さ

れることはなかったようだ。時として御笠川

の氾濫原となるこの低平地は縄文人を長く拒

み続けるが、水稲という生業の変化がもたら

された縄文時代晩期（弥生時代早期）になって、

低平地という土地条件が最大限に活かされる

ことになる。第12次調査のまとめでは、13次

に及ぶ調査成果を基にして雀居ムラの復元や人々

の暮らしぶりを想像してみよう。
0　　　　　　　　　　　　　5cm

－　　　　　　　　　　一一．　　－　　－　－．－－．－．一一．　　　　－

Fig1294　第Ⅲ面の掘り下げの遺物
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SasaiSitesⅦ：10thcampaignoftheexcavation

Fukuokacity，WhichisI0CatedinthenorthernregionofKyushu，haspIayedanimportantroleinJapanesehistoryas

anentrancetoacceptcuIture，menandthingsfromtheAsiancontinent．

FukuokaAirportasagatewayofModerntimesneedanewfaci1ityduetorapidincreasedairtraffics；therefore，the

rescuerexcavationsoftheSasaisiteswascarriedoutbeforedeveI0Pment・

TheSasaisitesaresituatedatalowterraceontheeastbankofMikasaRiver，andtheareainciudingtheSasaisites

isknowntotheoldestoneforthericecuitivationinJapan．NearthesitesinciudingtheItazukesite，importantsites

oftheYayoiperiodhavebeenfound・Asaresult，theexcavationoftheSasaisiteswasexpectedtocameto1ightthe

SettiementandricecuItivationofthebeginningoftheYayoiperiod・

Theexcavationsof1991through19981astedthethirteencampaigns，andduringthecampaignsarchaeo10gical

remainsandartifactsbe10ngingtotheeariyYayoiperiod（4thcenturyB・C・）throughthelateHeianperiod（llthcen－

turyA・D・）Wereunearthed．TheSasaisiteshelpedtobringustheimportantarchaeo10gicalfindsandresuits・

ThisisthereportofthelOthcampaign・Archaeol0gicaIremainsbe10ngingtotheIthroughⅣphasewereeXCaVat－

ed．

I phasebelongstoricefieldsofthe9ththroughi0thcentury，andthefieIdwereneat1yplanedinrectangularshape・

UnearthedobjectsandtheorientationofthepianindicatetheplanbasedontheJyori－SeSyStem，butthefieIdswere

destroyedbyf100dandcoveredwiththicklayerofsand．

IIphasebelongstothesettiementoftheiateYayoithroughtheearIyKofunperiod（3rdthrough4th centuryA・D．）・

Pit－dwe11ingsandweliswerefound，andmanypiledearthenwaresinhoIesseemtobeusedforreiigiousceremonies・

TheseremainsandobjectscanheIptoimaginenotoniydaiIyiife，religiousattitude，butalsotool30fthosedays．

IIIphasebei0ngStOthesettIementoftheEarlyYayoithroughthefirsthaifoftheMiddleYayoiperiod（3rdthrough

lstcenturyB・C．）．Pit－dweIiings，Pits，tOmbs，andho110WSWerefound・AboveaII，humanbonessurvivedinthreetombs・

HumanbonesshowacustomofJomonperiodsuchasextractingteeth，andwecanseeatransitionaistatetoanew

area，theYayoiperiod・Manyanimaiandfishbones，andcarbonizedricegrainsfoundinthepitsanddepositcan

assumenoton1ythecircumstanceoffoodofthosedays，butaIsotheextentwherepeoplemovedaroundandeconomi－

Caiactivities．

Ⅳphasebei0ngSaCircuiarditchOftwometersindiameter・ThisseemstobeafoundationofasmalIbarntokeep

pigs．Inordertomakesuretheassumption，SCientificanalysesofanimaibonesandsoilwerecarriedout．These

resuItsappearinthesuppIement・　　　　　　　4

（英訳：林田憲三）
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